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望まぬ再会




　うんと傷つけばいい。いい気味。

　今さらだけど私が泣いた分以上に

　そのプライドを傷つけられたらいい――。




《葵あおいちゃん、仕事終わったら迎えに来てくれない？》

　きっかけは弟――棗なつめからの一本の電話だった。

　今日の夕食はなにが食べたいのか、そもそも自宅で食べるのか、それとも仕事先でスタッフと一緒に食べて帰ってくるのか、都度、言われなくても連絡してくるできた弟は、高校生ながらモデルの仕事をしている。

　だが今日この日は、葵の仕事帰りを見計らったように電話をしてきて、迎えに来てほしいと言う。

「なっちゃん、まだ六時じゃない。どうしたの」

　確か今日は、撮影だと言っていたはずだ。帰りが遅い時は当然スタッフに送ってもらうので、迎えに来てという発言は少し不思議だった。

　葵は腕時計に目を落としながら、改札前で立ち止まる。

　季節は春――。

　桜が散り始めて十日ほど経つ。どこから飛んできたのか、駅の構内にはちらちらと桜の花びらが落ちていた。

（なにかあったのかな……？）

　そんなことを気にしながら、葵は桜の花びらを踏まないように、駅構内の通路の端に寄った。

　都内の老舗、南なん天てん百貨店で働く椎しい名な葵は二十六歳、少し年の離れた弟のナツメは、十六歳である。両親は海外におり、ふたりは都内の２ＬＤＫのマンションでふたり暮らしをしている。

《うん、それがさ～……ちょっと聞いてくれる？》

　電話の向こうのナツメが、軽くため息をつく。あまり落ち込んだりするタイプではないので、珍しい。詳しく聞いてみると、どうやら撮影スタジオの〝お偉いさん〟が娘を連れて見学に来たらしく『撮影が終わったら、一緒に食事に行きたい』と言われて、困っているのだという。

《娘が俺の大ファンなんだって。ファンだったら俺の嫌がることは遠慮してくれたらいいのに……なんで食事になんか行きたがるんだろう》

　結構な言いようだが、とはいえこちらからはっきり断れる相手ではない。

　所属しているモデル事務所は稼ぎ頭のナツメを大事にしてくれるが、それとこれは話が別だ。大手事務所ではないので断りにくいのだろう。こうなったら使えるのは保護者権限だけということになる。

「なるほど……それで私に連れて帰ってほしいってことね？」

《そう。さすが葵ちゃんだね、話が早いよ》

　電話の向こうのナツメはケラケラと笑う。

《住所送るから、なるはやでよろしく。あ、呼ばれてるから戻らなきゃ。じゃあまたね……！》

　と告げ、電話を慌ただしく切ってしまった。

「はぁ……」

　葵はため息をつきながら、それからすぐに送られてきた住所を確認する。ご丁寧にマップつきだ。

　地下鉄で二十分ほどの距離で、それほど時間はかからなさそうではある。

（仕方ない……行くか）

　葵はまた足早に、都会の雑踏の中を歩き始めていた。




　渋谷の雑踏の奥、目的のビルの下から、ナツメのマネージャーをしている大おお内うちに電話をかけると、すぐに下まで迎えに来てくれた。

「葵さんすみません、お手数かけて」

　大内は三十代半ばの男性で、見た目は銀行マンに似た固い雰囲気なのだが、一年前にナツメを渋谷でスカウトした張本人でもある。

　ナツメは過去、町を歩くたび名刺が束になるくらい声をかけられていたのだが、話をしてもいいと答えたのは大内だけだった。彼には、この人と仕事がしてみたいと思わせる、パワーのようなものがあったのだろう。

　事務所に所属しモデルになると言われた時、葵は心配したが、なにより情熱を傾けていた陸上を怪け我がでやめたナツメが、やりたいと言うのなら自分は応援するしかなかった。

　それ以来葵は、学業とモデルの仕事を両立するナツメを、フォローする日々だ。

「大丈夫ですよ。事務所やなっちゃんが、断りにくいのもわかりますし」

　葵はにっこりと笑って、首を振る。

　それを聞いて大内はホッとしたように笑い、銀縁眼鏡めがねの縁を指で押し上げた。

「本当にありがとうございます。助かります」

「いえ。一応なっちゃんは高校生なんですから。私が言えば、向こうも引いてくださるでしょう」

　ビルの中にあるスタジオは、全体がウッディーでスタイリッシュな雰囲気を醸し出していた。オブジェのように、椅子や本棚、観葉植物が並べられている。

　ふたりが撮影の邪魔にならないよう、並んで立っている入り口のほうは薄暗いが、奥では煌こう々こうとライトが照らされていた。

　白いシャツを着たナツメの姿が見える。長袖のシャツの上に、栗色のカーディガンを羽織っているナツメは、椅子に腰をひっかけるようにして座り、手にペットボトルを持っていた。鍛えたすらりとしたしなやかな筋肉と、中性的できれいな顔、百七十八センチのバランスのいいスタイルは、抜群に絵になる。いわゆるフォトジェニックなタイプなのだろう。

（我が弟ながら、きれいだなぁ……）

　そういう葵だって、透き通って見えるほど白い肌と、肩に届かないくらいの黒髪、そして澄んだ大きな目という、他人の目を引く容姿をしていたのだが、地味に静かに生きたいと思っている葵は、いつも意識して目立たない格好を選んでいたのだった。

「今日はなんの撮影なんですか？」

「えっとですね、ヘブンズフィールドさんの清涼飲料水のポスター撮りですね。秋に出るマロン味の紅茶です」

「えっ」

　その瞬間、葵は頭から殴られたような衝撃を受けた。

「確かにマロン味の紅茶ってどうかなって思いますよね。それが意外にも美味しくて」

　大内は、驚いて目を丸くする葵に楽しそうに飲料水の説明を始めたのだが、葵はそれどころではない、息が止まりそうなくらいに動揺していた。

　ヘブンズフィールド。通称ＨＦ。清涼飲料水からビール、ワインなどのアルコールまで取り扱う、大手飲料水メーカーだ。コンビニでも自販機でも、道を歩けばどこでだってＨＦの商品は目に入る、押しも押されもせぬ大企業である。

　だが葵にとってＨＦは鬼門だった。極力目に入れないようにしていたし、飲み物を買う時だって徹底的に避ける。日々の生活からは、完全に排除していた存在だった。

（嘘でしょ……）

　心臓が、バクン、バクンと跳ねている。うまく息ができない。何度も深呼吸を繰り返しながら、倒れないよう必死で足に力を入れる。

（まさかなっちゃんがＨＦの仕事をするなんて……！）

　だがナツメが知らないのも無理はない。葵がＨＦの御曹司である、天あま野の蒼そう佑すけに婚約破棄されて、八年が経つのだ。

（一方的に……あの人に捨てられて、八年……）

　葵の心が死んで、八年になる。

　葵の祖父は大臣まで務めた国会議員で、椎名家は代々名家だった。婿養子だった父は政府高官――とある省庁の事務次官まで務めた元官僚で、いずれ祖父の跡を継ぐと言われていた。母は豪快な祖父にそっくりで、蝶よ花よと育てられたはずが、動物専門のカメラマンになるという少し変わった家族だった。

　家族の仲は良く、葵もナツメもかわいがられて育ち、祖父の決めた許嫁いいなずけ――ＨＦの御曹司である天野蒼佑のことも、素直に『いつか彼と結婚するのだ』と、思っていたのだ。なにもかも、失うまでは。

　葵が卒業を控えた十八歳の冬。突如、祖父の収賄容疑が持ち上がり、世論は祖父を糾弾し椎名の家はめちゃくちゃになった。結局不起訴処分となったが祖父は政治家を引退。葵と蒼佑の婚約も白紙になった。

　蒼佑は当時、五つ年上の二十三歳だった。すでにＨＦで働いており、葵からしたら、大人の男だった。身内が決めた許嫁とはいえ関係は良好で、間違いなく自分たちは好き合っているのだと思っていたし、そう信じていた。

　そして葵は十代の子供だったが、同時に大人の事情も理解できる一面があった。

　確かに自分の名前にはもう価値がなくなったかもしれないが、それでも蒼佑との間に恋があったのだと信じて、もしかしたら『俺も別れたくない』と言ってくれることを期待した。

　それがだめでも、せめて彼の口から、彼の言葉で別れの言葉を聞きたかった。

　けれどその機会すら、葵は与えてもらえなかった。

　蒼佑は婚約破棄を聞いて家に訪れた葵と、会うことはなかった。間違いなく彼は自宅にいたのに、居留守を使われ、やんわりと追い出されてしまったのだ。

　自分には話す価値もないのだと深く傷つき、葵は心を失った。

　生きる力を持てず、意気消沈し、一日中寝てばかりで物が食べられなくなった。

　みるみるやせ細る娘に両親は思うことがあったのか、療養として祖父の生家がある熊野へと移住した。一切の親戚付き合い、そしてかつての友人知人をすべて切り捨てて、祖父を含めた家族だけで田舎暮らしを始めたのだった。

　葵は決まっていた東京の大学進学もやめて二年療養した。それから地元の短大を受験し、卒業するころ祖父が亡くなった。

　葵の目が覚めたのは、そのころだ。

　大好きな祖父を失い、葵は自分が生まれ変わらなければならないのだと、ようやく気がついた。強くならなければならないと、思ったのだ。

　両親の反対を押し切り、東京に出て仕事を探した。表舞台から消えてしまった政治家の不祥事など、誰も覚えていない。そしてその家族がどうなったのかも。

　東京は怖くない。葵はそう思いながら、自分を奮い立たせた。

　そして高校進学にあたって、陸上をやめた弟のナツメも、姉とふたりで暮らすと言いだし、上京。結局両親は折れ、以前から夢だったオーストラリアに移住し、今の生活がある。

「っ……」

　葵は息をのみ、口元を押さえる。思い出すだけで吐き気がする。

　どうしてここでＨＦの名前を聞くことになったのか、今、自分がどこにいるのか、一瞬、わからなくなった。

（もう私は高校生じゃない……！　あのころの私じゃない……！）

　徹底的に避けていたＨＦが、弟の仕事にかかわることになろうとは思わなかった。

　ナツメは姉の過去をなにも知らない。婚約破棄された当初、ナツメは八歳で子供だった。葵が日々泣いていたことも、ましてやその理由が婚約破棄などと、幼いナツメが知る由もない。知っていれば、仕事を受けるはずがないのだ。

（どうしよう……眩暈めまいがする）

　だがここで倒れて、ナツメの仕事を邪魔するわけにはいかない。

（落ち着いて……落ち着いて。大丈夫よ。ここにあの人が来るわけない）

　今、彼がなにをしているのかは知らないが、そうとでも思わなければ自分を見失いそうだった。

「――葵さん？」

　そこでようやく葵の異常に気づいたのか、大内が顔を覗のぞき込んできた。

「どうしました、気分がすぐれませんか？」

「ええ……いえ、大丈夫です……。ただの、貧血だと思います」

「大変だ。椅子を持ってきますから、休んでください」

　大内はサッと近くにあるパイプ椅子を持ってきて、葵の横に広げた。

「ありがとうございます」

　うつむいたまま椅子に座ってひと息つく。

　だがそこで、頭上から大内とは違う低い声が響いた。

「大丈夫ですか？」

　その声を聞いて、葵の全身は凍りついてしまった。

「お水を持ってきましたが、飲めますか？」

　とても丁寧で優しい口調だった。

　けれど葵は、絶望が形を取り音を奏でれば、きっとこんな風に自分の耳には聞こえるだろうと、思わずにはいられなかった。

　頭がガンガンと痛くなる。

　どうしてだろう。何年経ってもわかる。これは彼の――天野蒼佑の声だ。

　残念ながら、彼は今もＨＦで働いているらしい。スタジオの端で気分を悪くした女性を見て、撮影の場から離れてきたのだろう。相変わらず目端の利く男だ。

　長い間離れていたはずなのに、彼の人となりを忘れていない自分に吐き気がした。

　顔を上げたくない。けれど、上げないわけにはいかない。

（そうよ……傷ついている顔なんか、絶対に見せない……）

　葵のプライドなど世間的にはなんの意味もない。だが自分が今後も生きていく上で、絶対に、八年も前の出来事に傷ついていてはいけないのだ。

　葵は自分を励ましながらゆっくりと顔を上げると、自分を心配そうに見下ろす切れ長の目と視線が重なる。

　一八〇センチ以上の長身に、少し癖のある黒髪と、彫りの深い顔立ち。グレーの瞳。彼の祖母はアメリカ人だった。クォーターで、どこかエキゾチックな美貌の持ち主でもある。

　八年前はまだ青年といった雰囲気だったが、三十一になる今は、完全に大人の男になっていて、フルオーダーに違いない、体にぴったりとあつらえたスーツを身にまとっていた。ピンストライプの三つ揃えが、厚い胸板や長身に信じられないくらい似合っている。

　葵が知る中では最高の色男といえるかもしれない。

「あ、恐れ入ります。葵さん、どうぞ」

　隣にいた大内が、代わりに水が入った紙コップを受け取った。

　だが差し出される水を葵は受け取れなかった。

　ただ、目の前に立っている上等な男を見上げているだけ。そして葵と同じように、また蒼佑も無言で、ただ目の前にいる葵をじっと見つめ固まっている。

「あれ……？」

　そんなふたりを見て、大内が不思議そうに顔を見比べたが、先に動いたのは葵だった。

「お久しぶりですね」

　あんなに動揺していたのが嘘みたいに、頭が冴さえ冴ざえとしていた。声も涼しく、動揺ひとつ見せなかった。にっこりと笑うと、蒼佑が大きく息をのむ。

「どう、して」

　彼が絞り出した声はひどくかすれていた。

「どうしてもなにも……私が生きててびっくりした？」

「そうじゃない……！」

　そして蒼佑は黒髪の中に指を入れる。それを見てタダならぬものを感じたらしい、ふたりの間に立っていた大内の表情が変わった。

「葵さん」

「大内さん、大丈夫。でも今日はもう帰りますね。ごめんなさい」

　ナツメの撮影が終わるまで待っているつもりだったが、さすがにこれは無理だ。

　顔は笑顔をつくっているが、心がギシギシと悲鳴をあげている。強がりはもう限界だった。

　かつての婚約者に笑顔をつくるだけで、精いっぱいだった自分を情けなく思いながら、椅子から立ち上がると、葵は猫のようにするりとドアの外へと出ていった。

　足が重い。十メートルほど先にあるエレベーターが死ぬほど遠く感じた。

　それでもなんとかボタンを押して、乗り込むと同時に、背後からまるで弾丸のような速さで、大きな塊が飛び込んできた。

「待ってくれ！」

　閉まりかけたドアに体をねじ込みながら、追いかけてきたのは蒼佑で、葵はそれを見て、絶句した。

　蒼佑は振り返りながら、手のひらを叩たたきつけるようにして最上階のボタンを押す。

　エレベーターの扉は閉まり、どんどん上昇していく。これでは逃げようがない。

　葵はエレベーターの隅に体を押し込めて息をのんだ。

　蒼佑は顔面蒼白のまま葵ににじり寄り、肩をつかむ。その手に込められた力は強く、確かに目の前にいる蒼佑が、夢でも幻でもないことを感じさせる。

　いったいなにをされるのか、なにを言われるのか、まったく想像がつかなかった。

「なっ、なんなの!?」

　恐怖を覚えた葵が、半ば悲鳴じみた声で問いかけた。

「っ……葵っ……」

　同じく、どこか苦しそうな声で蒼佑が葵の名を呼び、次の瞬間、長身の蒼佑の腕の中に、葵はすっぽりと閉じ込められていた。

「やっ……」

　一瞬、なにをされたかわからなかったが、抱きしめられているのだと理解した瞬間、全身からどっと汗が噴き出した。

「嫌っ……」

　なんとか離れようと身じろぎするが、身長が一六〇センチの葵がジタバタしたところで、男の本気の力にはかなわない。

「葵っ、葵っ……会いたかった……！」

　一方、蒼佑は切羽つまったかのようなうめき声で、何度も葵の名前を呼び、会いたかったと口にしてどんどん腕に力を込めていく。手放したら最後、目の前から消えてなくなるとでも思っているようなそんな必死さだ。だが葵は恐怖しか感じない。

（なぜ、どうして!?）

　激しい混乱の中、全身がガタガタと震え始める。口の中がカラカラになって声も出なくなった。ただ、この悪夢から早く目が覚めてほしい。それしか考えられなかった。

　この八年、葵は蒼佑のことを忘れたことがなかった。何度も忘れようと思っても、かつて皆が認めてくれていた婚約者同士のころの、優しくてきれいな思い出ばかりがよみがえり、葵を苦しめ続けた。

　二十六歳の、過去八年だけではない。それ以前の、彼を好きだったころの幸せな記憶まで、葵をさいなむ悪夢に変わったのだ。

　キイィィンと、耳鳴りがする。眩暈が止まらない。全身から血の気が引いて立っている足に力が入らない。意識が遠のくのが自分でもわかる。

「葵……？」

　じっと黙っている葵に異変を感じた蒼佑が顔を覗き込んできた。

　長いまつげの奥の、グレーの瞳がキラキラと輝いて美しい。その視線を受けて、葵はなんとか唇を震わせながら口を開いた。

「見ないで……あなたの視界に、入りたくない。触らないで……吐き気がする……」

　そこまで言われて、ようやく自分のしていることがわかったらしい。

「す……すまない……」

　蒼佑がこわごわと体を離す。その瞬間、支えを失ってしまった葵は、エレベーターの床にヨロヨロと座り込んでしまった。

「あっ……」

　蒼佑が慌てたように葵の前にしゃがみ込んだ。彼の上等なスーツの膝が汚れるのを見て、葵は不思議な気持ちになった。きっと葵の給料の何倍もするスーツだろう。

（どうして元婚約者に、こんなことをするんだろう……）

　一方的に切り捨てたのは彼のほうなのに、不思議でたまらない。

「すまない、俺は――」

　しかも胸元からハンカチを差し出してくる。こんな時でも紳士の振る舞いがつい出てくるのだろうか。葵は泣きたくなるような笑いたくなるような、不思議な気持ちになった。

「……なにも聞きたくないの。口を開かないで」

　蒼佑の声は甘やかなバリトンで、美しくて上品だ。

　昔からずっと彼の声が好きだった。まるで楽器のようだと昔と同じことを思い、葵は唇をぎゅっと噛かみしめる。ハンカチは受け取らなかった。

　本当はこのまま気を失いたいくらいだったが、この男の前でそんな醜態をさらせるものかと、葵は必死に自分を奮い立たせる。

　ボーン、と音が鳴ってエレベーターの扉が開く。どうやら最上階の八階に着いたらしい。

「あなたひとりで降りてください。同じ空気を吸いたくないの」

「――わかった」

　理不尽にも聞こえる申し出だったが、蒼佑はうなずいた。彼が降りると同時に、手を伸ばして一階のボタンを押す。すぐにエレベーターは降下していく。エレベーターはひとつしかない。これで葵が降りてしまえば、追いかけては来られないはずだ。

「はぁ……」

　蒼佑がいなくなって、初めて空気が吸えるような気がした。ゆっくりと立ち上がり、何度も深呼吸を繰り返し心を落ち着かせる。

　一瞬、スタジオの階に止まるかと思ったが、エレベーターはそのまま降りていく。

（とりあえず大内さんには、断っておこう……）

　スマホで『ナツメには言わないで』とだけメッセージを送った。

　だが一階に降りたところで、目の前にある階段から、ピンストライプのスーツの男が転げるように下りてきて葵は仰天した。

　エレベーターよりも早く、蒼佑は駆け下りてきたらしい。

「はぁ、待って……くれ……はぁっ……」

　肩で息をする彼の黒髪は乱れ、額に散らばっていた。

　それもそうだろう。階段を八階、全速力で駆け下りれば疲れるに決まっている。

　だがなぜここまでするのだ。今さら自分たちの間になんの会話が必要だというのだ。

「どこまで追いかけてくる気なの？」

　葵は後ずさりながら、目の前の蒼佑を見つめた。

「――ごめん」

　蒼佑はそのまま入り口を塞ぐようにして立つ。やはり話を聞くまで、葵を帰らせてくれる気はないようだ。本当に意味がわからない。

「いったい、どうしたいの……？」

　このまま逃げても埒らちが明かないことに気づいた葵は、半ばあきれた口調で問いかける。

「ずっと後悔していた。葵と、やりなおしたい」

　蒼佑はそれまでうつむき加減だった視線を持ち上げ、まっすぐに葵を見つめた。

「えっ……なんて？」

「葵とやりなおしたい……チャンスが欲しい」

「……冗談、よね」

　頬がひきつった。なにを言われても驚かない。そう思っていたのだが、蒼佑がうめくように口にした言葉を聞いて、倒れそうになった。

「冗談じゃない。本気なんだ」

　至極真面目に、蒼佑は答える。

「……」

　葵はまた無言で、目の前の元婚約者を見つめる。いや、かける言葉が見つからなかったのだ。

　その沈黙を彼がどう取ったのかはわからない。

「葵、俺は……」

　蒼佑は緊張した様子で、さらに言葉を紡ごうと口を開いたのだが。

「ふっ……ふざけないでよ……！」

　葵はそれを遮っていた。

　自分でもびっくりするくらい、大きな声が出た。そんな自分に驚いたが、それどころではない。葵はワナワナと震えながら蒼佑に詰め寄る。

「あなた、私を捨てたじゃない！　別れの言葉ひとつくれないまま、逃げたじゃない！」

「それはっ……」

「卑怯者よ。あなたは卑怯者です。私よりずっと大人だったはずなのに、私を見捨てて、逃げた……なのにやりなおしたいって……恥ずかしくないの!?」

　そして葵は持っていたバッグを振りかぶり、そのまま蒼佑の胸を殴りつけていた。

　通勤バッグは革製でそれなりに重さがある。ドスッと音がした。だが蒼佑は逃げることもせず、それを受け止めている。

　葵からなじられて、どこか自嘲するように蒼佑はうなずく。

「恥ずかしいよ。そりゃ、恥ずかしくないわけない」

「だったら……！」

「それでも！」

　突如、蒼佑は葵のバッグを持ったまま葵を体全体で押すようにして、壁際に追いつめる。

「なっ……」

　慌てた葵は、必死にバッグを取り返そうとひっぱったが、ビクともしなかった。

　結局、長身で逞たくましい蒼佑に壁に押しつけられる格好になって、葵は息をのむ。

　二十センチ以上高いところに、蒼佑の顔がある。

　過去、好きでたまらなかった彼のグレーの瞳がキラキラと輝いていて、濡れたようにも、潤んでいるようにも見える。

　その一瞬、葵は忘れてしまっていた。

　ほんのひと時だけれど、苦しい過去を全部忘れて、ただ蒼佑のどこか寂しそうに見えるグレーの瞳に、魅せられてしまった。

「それでも俺は……葵が欲しい。愛してる……」

　彫りの深い端整な顔が近づく。あっと我に返ったその瞬間、葵の唇は蒼佑によって塞がれていた。

　ドスンと葵のバッグが足元に落ちる。

　蒼佑がバッグから手を離して、葵の腰に腕を回したのだ。体が彼に引き寄せられる。

　重なる唇に熱がこもる。

　だが葵もこれ以上黙って口づけされはしない。とっさに、するりと身をひるがえすように足元にしゃがみ込み、バッグをつかんで出口に向かって走り出した。

「葵！」

　後ろから蒼佑が叫ぶ声がしたが、それどころではない。葵はこぶしで唇をゴシゴシこすりながらビルを飛び出す。そしてビルとビルの間に体を滑り込ませ、逃げるように身を隠し、しゃがみ込んだ。

（最低、最低っ、さいっていっっっっっ!!）

　全身が怒りに包まれていた。感情をどう制御していいかわからない。ただ嵐のような激情に身も心も支配されてしまった。

　こうなったらおとなしく、それが通り過ぎるのを待つしかない。

　葵は、胸のあたりをぎゅっとつかんで、目を閉じる。

「……最低っ……」

　愛してるなんて、絶対に聞きたくなかった。昔と同じ声で『葵』と呼んでほしくなかった。

（許さない……私は、あの人を許していない……！）

　好きになった男をどうしても忘れられないなら、いっそ憎むしかない。

　目の前にいない男のことを、心の中で恨むのは自分だけの問題だ。誰かを傷つける行為ではないと葵は自分に許してきた。

　そうやってこの八年間、心の折り合いをつけてきたというのに、当事者である本人が目の前に現れてやりなおしたいと言う。

　一方的に、また葵は振り回されているのだ。

　死んだほうがマシだと思うくらいの失恋は、葵を臆病にし、一方で、心を守るための、頑丈な殻をつくった。

（冗談じゃない……もう嫌よ、絶対にあんな苦しみを味わいたくない……）

　強気な葵の目に涙が浮かぶ。

「絶対に嫌……」

　そのまま葵は、膝に顔をうずめ、泣きだしてしまった。










強引な求愛




　どれくらい時間が経っただろう。バッグの中のスマホから呼び出し音が聞こえる。

　取り出してみるとナツメからだった。仕事が終わったのかもしれない。葵は一度深呼吸をしてから、通話ボタンをタップする。

《あ、葵ちゃん、大丈夫？　具合が悪くなって帰ったって聞いたけど》

　大内はナツメにそのように説明してくれたらしい。なにも知らない電話の向こうの弟の声に、涙腺が緩む。

「大丈夫……ごめんね。連れて帰るって約束したのに」

《ああ、それね。気にしなくていいよ。実はさ、ここだけの話だけど……ＨＦの偉い人が間に入ってくれて、さりげなーく断ってくれたから。俺が乗り気じゃないの、わかってくれたみたい》

「……偉い人？」

　心臓がドキリと跳ねる。あの場で偉い人といえば、ひとりしか思いつかない。

《営業本部長だって。取締役だとか言ってた。偉い人でしょ？　つか、めっちゃイケメンだった。あの場で誰よりも顔がいいじゃんと思って、俺、びっくりしたよ》

　やはり蒼佑のことだ。電話の向こうのナツメは葵の苦悩などつゆ知らず、楽しそうにケラケラと笑っている。

「なっちゃん、今から帰ってくるの？」

　だとしたら早く帰らねばならない。そう思って恐る恐る尋ねたのだが、ナツメの返事は違った。

《ううん、せっかくだから、そのイケメンとメシに行ってこようと思って》

「えっ!?」

《うっちーも連れていくから、帰りの心配は無用だよ。じゃあ、ゆっくり休んでてね》

「あっ、なっちゃん……」

　そして通話はぷつんと切れてしまった。

「嘘でしょ……」

　いったいどういう運命のいたずらだろう。

（あの人が、ナツメに本当のことを話したら、どうしよう……）

　まさかと思いたいが、考えられなくもない。

　葵は吐きそうになりながら必死に考えた。

　ナツメは、椎名家の没落の歴史を知らない。知り合いや親類縁者との縁もすべて切り、自然豊かな熊野で慎ましく生きてきたため、祖父が元政治家だったということも知らないのだ。

　両親も葵も、ナツメにわざわざそんなことは知らせなくていいと思っている。

　すべて終わったこと、過去のことだ。

　葵は握りしめていたスマホから急いで大内に電話をかける。

　すぐに通話が繋つながり、葵は一方的に、まくし立てた。

「大内さん、あの、なっちゃんのＨＦとの食事、断れないですか!?」

《――》

　スマホの向こうから息をのむ気配がした。

《少々お待ちください。場所を移動いたします》

　コツコツと廊下を歩く音がする。それからゆっくりと大内が口を開いた。

《葵さん。その、プライベートなことに口を挟むつもりはないのですが、要するにＨＦの営業本部長の天野さんとは、少々因縁があるということでしょうか》

　実に大内らしい回りくどい口ぶりだが、確かに因縁といえば因縁だろう。

「そうです。二度と会いたくないし、人生でかかわりたくない相手なんです。だからナツメにも近づかないでほしいんです」

　それを聞いて、スマホの向こうで大内がため息をつく。

《ですが、もうすでに自分からグイグイ行って、連絡先まで交換してしまっていますよ》

「えっ……!?」

　食事に行くどころか、連絡先まで交換したと聞いて、気が遠くなってしまった。

　ナツメは人嫌いかと思えば妙に人懐っこいところがあって、自分が好きだと思う相手には、ドンドン距離をつめていくのだ。

《あの、葵さんっ……あっ……ちょっとっ？》

　葵がどうしようと考え込んでいると、電話の向こうで、大内が慌てる声がした。

《俺だ》

「っ……！」

　それからすぐに、耳に飛び込んできたのは甘やかな低音の蒼佑の声で――。

《すまない。大内さんの電話の相手が君じゃないかと思って、後をつけた》

「……」

《君が言いたいことはわかる》

「なに？」

《ナツメくんには、俺たちのことは話さない。それだけを言いたかったんだ》

　言いたいことがわかると言われて反射的にムッとしたが、残念ながら外れてはいなかった。

「そう……わかりました」

　仕方なくうなずいたが、葵は蒼佑の気遣いにありがとうなどという気持ちは湧いてこない。そのくらい当然だと思うと同時に、相変わらず気の回る男だということを思い出し、嫌な気分になる。

《その代わり、俺が君に近づくことを許してほしい》

「はっ？」

《君には嫌われてる。それはわかっている。だが俺もあきらめきれない……どうしても……どうやっても、君をあきらめることができないんだ》

　蒼佑の必死の嘆願を葵は白々しく聞いたが、ここで嫌だと言っても仕方ない。

　ナツメにさえバレなければどうということはないのだ。

「勝手にどうぞ」

　感じ悪く聞こえたらいいと、葵はことさら冷たく答えたのだが、

《そっ、そうか、よかった……嬉しいよ、ありがとう……》

　電話の向こうからは驚きに満ちた歓喜の声が返ってきて、なぜか葵の心は、ズシリと重くなった。

　まさか『よかった、嬉しい』と言われるとは思わなかったのだ。

（変な人……）

　葵は思うようにならない苛いら立だちを抑え込む。

　この期に及んで〝愛している〟という蒼佑の言葉を、葵はまったく信じていなかった。彼は昔もそうやって葵に優しく触れて、まるでお姫様のように扱った。彼の言葉を信じて、裏切られて、葵は言葉の無力さを知った。

（愛してるなんて、いくらでも言えるわ。タダだもの。愛していなくたって言える。嘘を口にしたところで、彼の人生においてペナルティなんてなにもない……）

　今はどれだけ甘い言葉をささやかれたところで、葵の心の穴を虚しく通り過ぎていくだけだ。蒼佑のために心を砕く必要はない。いくら近づかれようが、自分が彼を相手にしなければいいだけのこと。顔も見たくない気持ちは、いくら甘い言葉をささやかれたところで、まったく変わらなかった。

「ナツメには絶対に知られないようにしてください。昔のことで、あの子をわずらわせたり、悲しませたりしたくないの」

　葵は感情を抑えて、念を押した。

《わかった。じゃあ……》

　そして電話が、大内に戻されたらしい。

《葵さん》

　少し強張った声で名前を呼ばれて、申し訳ない気持ちが膨れ上がってきた。

「大内さん、本当にごめんなさい。変なことに巻き込んでしまって」

《いや、それはいいんですけど……》

　それからしばらく間があく。おそらく蒼佑がこの場から離れるのを見計らっていたのだろう。慎重に言葉を選びながら、問いかけてきた。

《彼はＨＦの御曹司ですよね……。その、葵さんは彼とお付き合いされてたんですか？》

　誰にも言いたくない過去だが隠しても仕方ない。葵はあきらめて正直に答える。

「お付き合いっていうか……家同士が決めた婚約者だったんです」

《えっ!?》

「なかなか古めかしい制度でしょ？　でも私の家が没落して、それがご破算になった。私たちはそれっきり、二度と会わなかった……。よくあることなんです」

　そう、かつて葵が身を置いていた富裕層ではよくあることだった。なのに受け止められない。十代の傷がいまだに癒いえない。早く忘れてしまいたいのに、傷口を確かめるように、考えずにはいられない。

　葵はそんな自分が嫌いだった。葵は蒼佑のこと以上に、自分のことを嫌悪していた。

《ナツメくんは知らないんですよね？》

「もちろん。なっちゃんが小さいころの話だから。うちは普通の家だって思ってるもの」

《ナツメくんのこと、芸名だから葵さんの近親者だとわからなかったんでしょうかね》

　大内がしみじみした口調で、ささやいた。

　椎名棗は〝ＮＡＴＳＵ〟という芸名で活動している。あくまでも学業優先で、基本的には休日、もしくは放課後にしか仕事をしない。露出を抑えたミステリアスな部分がある一方で、彼自身のあけすけな内面は、まるで詩を紡ぐようにしてＳＮＳで語られ、インターネットを通じて拡散していく。

　十代の女の子たちにとって、彼は自分だけの王子様のように見えるのかもしれない。そんな不思議な魅力で、女の子たちの圧倒的支持を受けて、各種ＳＮＳでは数十万単位のフォロワーを誇っていた。

　今回の撮影は、満を持して事務所が選んだ大きな仕事だとナツメから聞いていた。

「そうだと思います」

　葵はうなずいた。

　性別も違う姉と弟なので、見た目だけでふたりを結びつけるのは難しい。だが椎名棗という名前を聞けば、蒼佑は葵の幼かった弟のことを思い出しただろう。

　事前に姉弟だとバレていたら、今回の仕事はどうなっていたかわからない。複雑ではあるけれど、葵としては、ナツメの仕事の邪魔だけはしたくなかった。

　こうなった以上、絶対にバレないようにしてもらうしかない。

《とりあえず僕は知らないふりをしていたほうが、いいってことですね》

「ごめんなさい……なっちゃんにだけは知られたくないから」

《わかりました。とりあえずこっちは任せてください》

　大筋を聞いて納得してくれる大内には、感謝しかない。

「ありがとうございます、よろしくお願いします」

　いろいろ問題はあったが、彼に任せていれば、大丈夫だろう。

（なんだか疲れちゃった……）

　葵はホッと胸を撫なで下ろしながら、通話を切りため息をついた。




「ただいまー！」

　その日の夜、九時前にナツメはマンションに帰ってきた。

「おかえりなさい。大内さんに送ってもらったの？」

　ひと足先に帰宅した葵は何事もなかったかのように弟を迎え入れ、その表情になにか変わったところがないか、じっと観察するように見つめた。

「うん。食事っていっても急だったからさ。天野さんの知り合いの店に連れていってもらって、お肉食べて、うっちーと一緒にタクシーに乗って帰ってきた。てかお肉、めっちゃうまかった！　こーんな分厚いのに、めちゃくちゃ柔らかいの！」

　ナツメはニコニコとご機嫌である。心配はどうやら杞憂だったようだ。

（よかった……）

　葵はホッとしながらナツメの背中をトントンと叩く。

「全身からお肉の匂いがするから、シャワーを浴びてね」

「はーい！」

　ナツメは元気よく返事をしながら、持っていたリュックを廊下に置き、着ていたカットソーをいきなり脱ぎ始める。

「こら、ここで脱がないの」

「はーい！」

　ナツメはケラケラ笑いながら、そのままバスルームへと向かっていった。

「ほんと、返事だけはいいんだから……」

　きっとナツメにとって、天野蒼佑と過ごした時間は楽しく有意義なものだったのだろう。不本意ではあるが、ナツメが喜んでいるのならそれはそれでいい。

（あとは彼がどんな形で近づいてくるかは知らないけど……無視すればいいだけのことだわ）

　葵はいつか来るかもしれない蒼佑の来訪を軽く見ていたのだが、現実は葵の想像を軽々と飛び越えてきたのだった。




　翌朝の日曜日。昨日のこともありあまり眠れなかった葵は、顔を洗った後、眠い目をこすりつつキッチンへと向かう。毎朝ランニングを欠かさないナツメは、先に起きていて、キッチンに立っていた。

「おはよー」

　ぼうっとした姿で現れた葵に、ナツメはにっこりと微笑みかける。

「おはよ……」

　どうやらすでに走り終えて、シャワーを浴びたばかりのようだ。スウェットパンツに上半身裸で、肩にタオルをかけている。いつもならすぐに上を着なさいと怒るところだが、朝はだめだ。葵は朝に弱かった。ふわふわとあくびが止まらない。

「葵ちゃん、一緒にパン焼こうか？」

「うん……ありがとう」

　こっくりとうなずくと、「葵ちゃん、一枚、俺二枚」と言いながら、トースターにパンを入れる。そしてさらに鍋に火をかけてキャベツを刻み、コンソメと一緒に放り込んで、卵を落とし、スープまで作ってくれた。

　朝食はナツメが毎朝作ってくれる。ふたりで住み始めてからずっとだ。

　なんということもない、昨日のことさえなければ、いつも通りの平和な朝だった。

　小一時間の長い朝食を終えて葵は身支度を整える。肩の上であちこちに跳ねている髪を丁寧にブローし着替える。

　職場では制服を着るので出勤はカジュアルでかまわない。

　軽くあくびをしながら、薄い水色の長袖シャツにベージュのパンツを履いた。

　葵が働き先として百貨店を選んだのは、朝が遅いからだ。普通の会社より一時間遅くて済むというのは、それだけでありがたい。葵は契約社員だが、残業がないほうがありがたいので、できればこのまま仕事を続けられたらと思っている。

　葵に将来の目標や夢はない。結婚願望は当然ゼロだし、男性に興味もない。ただ弟のナツメがそばにいる間は、まっとうに見えるように、社会の一員として働けばいいとしか思っていない。それだけの人生だった。

「いってきまーす」

「いってらっしゃい」

　ナツメに見送ってもらって葵は仕事へと出かける。

（小学校からずっとこの調子だもんね……もう、どうにもできない……早起きも、無理……）

　少し空いた電車に乗って、葵はぼんやりと窓の外を眺める。

　そこでふと、思い出したことがあった。こんな葵だが、過去ほんの数年、早起きを頑張ったことがあるのだ。

　葵が蒼佑と出会ったのは、中学を卒業する直前だった。

　葵は祖父から、『高校の勉強についていけなくなると大変だからね。家庭教師の先生をお願いしたよ』と、蒼佑を紹介されたのだ。

『初めまして』

　少し恥ずかしそうに笑う蒼佑の、まるで小説の中から飛び出してきたような美青年ぶりに、十五歳の葵はおじけづいた。

『ちょっとかっこよすぎて……困る……』

　両親から蒼佑先生はどうかと聞かれた日、そう答えて笑われたことを、葵は昨日のことのように思い出せる。

　古式ゆかしい女子校通いの葵からしたら、彼はあまりにも眩まぶしすぎる存在だった。部屋でふたりきりになるのも恥ずかしく、一年はリビングで勉強を見てもらっていたくらいだ。

　だが蒼佑はとても優秀な男だった。

『葵さんは、ちゃんと勉強の仕方さえ理解できれば、もっと成績が伸びるよ』

　そう言って、葵に丁寧に勉強を教えてくれた。真面目な蒼佑の教え方は実にわかりやすく、中の下くらいの葵の成績は、みるみるうちに上がっていき、気がつけば学年のトップ30に入るようになっていた。両親は喜んだし、祖父も喜んだ。

　そしてなにより、葵は自分に自信を持てるようになったのだ。

　それまで葵は、自分のことをあまり出来がよくない娘だと思い込んでいた。だが蒼佑の懇切丁寧な指導で、勉強の楽しさと学ぶことの喜びを知ることができた。

　成績が上がったことも嬉しかったけれど、自分の新しい扉を開いてくれた、美しくて優しい蒼佑に、葵は恋をしてしまったのだ。

　けれど引っ込み思案だった葵は、蒼佑に恋心を打ち明ける気もなく、ただ週に一度家庭教師をしてもらうだけで、幸せを感じていた。そんな淡い片思いは、時が経てばふわりと消えていくはずだった。

　だが、高校二年生になろうかというころ、祖父に『蒼佑くんは、お前の夫としてどうかね？』と言われて、葵の人生は変わってしまった。高校生の葵に、結婚の意味などわからなかったけれど、彼のそばにずっといられるのだと思うと、ただそれだけで天まで舞い上がるくらい嬉しかった。

　葵はそれから一年間、大学に通う彼と一緒に通学したくて、早起きをするようになった。電車に乗っているのは十分程度だが、それでも彼と話ができるだけで、一日幸せだった。朝が弱く、それまでいつも遅刻ギリギリだった葵の変化を、家族が喜んだのはいうまでもない。

　蒼佑と出会ってから、葵は本当に、ずっと幸せだったのだ。

（でも……それもただ、義理でこなしていただけ……なのよね）

　蒼佑が葵に優しかったのは、大臣まで務めた大物政治家の孫娘だったから。

　家のために許嫁として葵を受け入れただけで、彼ほどの男からしたら、恋に恋する女子高生の機嫌を取ることなど、赤子の手をひねるような容易さだったはずだ。

（本当に私、馬鹿だったわ……）

　葵は子供だった自分の愚かさがかわいそうと思うと同時に、自分のことのはずなのに、まるで他人事のように感じてしまっていた。




　この日は日曜日なのでお客の来店は多かった。といっても葵は紳士服フロアのオーダースーツ担当なので基本的に常連の対応がメインで仕事はいつも通りだ。

　夕方、六時過ぎ。売り場の奥の事務所で帰り支度をしていた葵のもとに、バタバタと慌てたように、先輩である間ま島じまが姿を現した。

「たったったっ、大変っ！」

「えっ？　どうしたんですか？　もしかして私、なにかミスしましたかっ!?」

　慌てたように事務所に飛び込んできた間島の顔を見て、すっかり帰る気分だった葵は、真っ青になった。

「ちっがーう！」

　間島はプルプルと首を振り、それから身もだえするようにして葵に詰め寄る。

「すっっっごい、イケメンが、来てるっ！　しかもっ、葵ちゃんご指名でっ……！」

　間島は葵のひと回り年上なのだが非常に若々しく、正社員と契約社員という垣根を越えて、葵が親しくしている間柄だ。だから葵も上司というよりも気の合う先輩くらいの態度でいたのだが、この時ばかりは唖あ然ぜんとして声が出なかった。

　間島は興奮したように言葉を続ける。

「三十そこそこなのに、ロロ・ピアーナのスーツ、さらっと着こなしてるの。たぶん直営店で型紙からおあつらえになってるわ。でもそれを手軽に楽しんでいる雰囲気がプンプンなのよっ！　本物のおぼっちゃまよ！　そんな人がどうして今さら、なんの付き合いもない、うちのサロンに来るの!?　しかも葵ちゃん指名って……どういうこと!?」

「えっ……私を、指名……？」

　さっきも同じことを言っていたがその意味がわからなくて、ほんの数秒、葵は呆然とした。だが遅れてようやく気がついた。自分を指名して、ロロ・ピアーナを着こなす男など、ひとりしかいないではないか。蒼佑だ。

（嘘でしょ……職場に来る!?）

　バッグを持ったまま固まっている葵に、間島は詰め寄り肩をつかんだ。

「ごめん、今日、残業してくれる？」

「あの……」

「呼んできますって言っちゃったから、だめ？　忙しい、予定ある？」

「いえ、その……ありません」

　残念ながら、日々、家と職場の往復しかしていない葵に予定などない。

「よかったっ、じゃあよろしく頼むわね！」

　間島はホッとしたように笑顔になると、また売り場へと飛び出していった。

「ああ～……私の馬鹿」

　間島の背中を見送って、葵は深いため息をつく。

　近づいていいかと言われて好きにしろと答えたのは自分だ。しかも職場なら蒼佑を無視することなどできるはずがない。本当にうかつだった。

　葵はギリギリまで、このまま帰ることはできないかなどと考えてしまったが、そんなことをしては間島に迷惑をかけてしまう。

「もうっ……」

　葵は何度も重いため息をつき、それから両手で頬をパンと叩く。

　こうなったら仕事に徹するしかない。葵は気合を入れた後、バッグをロッカーに仕舞って、また売り場へと戻っていった。




　南天百貨店六階の紳士服オーダーサロンは、その名の通りサロンになっていて、一見ギャラリーのようなたたずまいである。三十畳ほどの広いフロアには、大きなソファセットが三つあり、続き部屋に採寸のための部屋がある。

　六時を過ぎ、客はひとりだけ。

　そう、天野蒼佑だ。

　まるで映画から抜け出した雰囲気で長い足を組み、ひとり用のソファに腰を下ろし、窓から駅前を見下ろしていた。

　普通なら接客を受けているはずだが、そんな彼から数メートル離れたところに、間島と上司である紳士服フロアのマネージャーもおり、緊張した様子で立っている。

「あの……」

　葵が背後から声をかけると、ふたりがハッとしたように振り返り、それから至極真面目な顔で、近づいてきた。

「椎名さん、頼んだよ」

「よろしく」

「えっ……？」

（目が本気だ！）

　上司たちの様子に戸惑い目を丸くする葵だが、そのまま強引に蒼佑の座っているソファのほうに押し出されてしまう。

「お待たせしました」

　仕方なく葵が声をかけると、それまでどこか憂鬱そうに窓の外を眺めていた蒼佑が、顔を上げパッと笑顔になった。

「葵」

「――」

　葵が無言になったのを見て、少し困ったように蒼佑が視線を逸らした。

「急に来て、すまなかった」

「いえ……」

　葵はこれは仕事だと自分に言い聞かせながら、にっこりと笑顔をつくった。

　結局蒼佑は秋用のジャケットを作るという名目で、幾つか生地を選んだ。予算に上限はないと言われたので、これぞというものを勧めたし、最終的には間島と年配のマネージャーが対応してくれたのでいいのだが、なんとなく胸にモヤモヤしたものが残っていた。

「では、採寸は来週にでも伺います」

　気がつけばもう閉店時間だ。蒼佑はさらりと言って、ソファから立ち上がった。

「椎名さん」

　間島がそっと、葵の背中を指でつつく。見送れという合図だ。

「お車までお見送りします」

　葵の言葉は従業員として当然の発言だが、それを聞いて蒼佑は少し嬉しそうな顔になる。

「本当に？」

「はい」

　何十万円もする服地を買ってもらって見送らないわけがない。蒼佑だってそんなことはわかっているはずだ。それでも嬉しいのだろうか。

（私は、仕事だからやってるだけよ）

　そう心の中でつぶやいて、葵は蒼佑と一緒にサロンを出てエレベーターへと向かった。

　やってきたエレベーターは混んでいたので、ひとつ見送る。次に来たエレベーターに乗り込むとふたりきりだった。駐車場は地下だ。ボタンを押すとスムーズに降下していく。

「葵、この後は？」

「帰ります」

「俺のせいで遅くなったんだろう？　家まで送らせてほしい」

「結構です」

　葵はただひたすら、エレベーターの階数を示すランプが点滅するのを見つめている。

　ピンと背筋を伸ばして、手はおへその下で組み、どこからどう見ても、仕事モードに徹していた。

「――」

　気まずいのだろうか。蒼佑は一瞬黙り込んだが、葵の横に立ち顔を覗き込んできた。

「葵、俺は……」

「待って」

　葵は首を横に振って、エレベーターの【開】のボタンを押した。

　地下駐車場に着いたのだ。

　エレベーターから少し離れたところに、蒼佑が運転してきたという、黒いスポーツカーが停めてあった。運良く周囲を柱に囲まれて死角になっている。ここなら他のお客様に見られることもないだろう。葵は車のそばに立ち、葵の言葉を待っている蒼佑を見上げた。

「私がここで働いていること、ナツメに聞いたの？」

「ああ。姉が南天百貨店本店の、紳士服売り場で働いていると」

「やっぱり……。それでスーツの一着や二着、あつらえてって頼まれた？」

　ナツメの性格を考えれば、そのくらい平気で言いそうである。

「話の流れでそういうことは言われたけど、別に彼が本気で言ったわけじゃないってことはわかっているつもりだ」

「そう。でも……ごめんなさい」

　まだ生地を選んだだけだが、今後、百万円単位の支払いをさせてしまうのだ。確かに蒼佑はＨＦの御曹司で、お金に困ることなど絶対にないとわかっているが、やはりいい気分ではない。けれど、蒼佑はかすかに笑って首を振る。

「別にジャケットが欲しくないわけじゃない。必要なものだし。どこで買っても同じなら、葵に会う口実として利用するだけだ」

「そう」

　葵はうなずきながら、もっともらしい言葉を口にする蒼佑を見つめる。

　望まぬ再会の場で葵はこの男から逃げた。逃げ切ったと思ったのに、こうやってすぐに彼は葵の前に姿を現した。弟と繋がりを持ち職場を知られてしまった今、逃げようにも逃げられない。

（それこそ、私が仕事をやめてひとり暮らしでもしない限り、難しい気がする……）

　だったらここで腹をくくるしかない。逃げられないならここで断ち切るのだ。

（そうよ。私は自分で自分の道を選ぶ……もう二度と、他人に人生を握られたりしたくない）

　葵はぎゅっとこぶしを握り、自分を奮い立たせながら口を開いた。

「私のことを愛してるって、どういうつもり？」

　葵の問いかけに、蒼佑は一瞬驚いたように目を見開いたが、すぐに真剣な表情になる。

「言葉通りだ。恥を知れと言われても、君とやりなおしたいと思っている」

　その言葉は真摯で、まっすぐで。だからこそ葵はまた胸の奥がざわついた。

「賭けでもしてるとか？」

「え？」

「落ちぶれた元婚約者を落とせるかどうか、お友達と賭けたりしてるのかなって」

　葵が笑みをつくると、蒼佑の表情にサッと影がよぎる。

　傷つけようとして言ったわけではない。葵は純粋に、そうとしか思えなかったのだ。

　だが蒼佑は葵の言葉にひどく動揺したらしい。

「そんなこと、しない……どうしたら信じてくれる？」

　うめくように返事をした蒼佑はとても苦しそうで、だからこそ葵の心の奥のほの暗い感情の中に、ポッとマッチ一本分の明かりがついたような、不思議な気持ちになった。

（私、今、すごく意地悪なことを言ったのに……少しすっきりしてる）

　今まで他人に対して、こんな気持ちになったことは一度もなかった。

　他人を傷つけて胸がすくなんて、最低だと思うのに、ほんの少しだけれどいい気分になっている自分に葵は驚いた。

（私……最低だな……）

　だがここでまた曖昧な態度をとれば、蒼佑とのかかわりを断ち切ることなどできないだろう。

　葵はかすかに震えている手をもう一方の手でぎゅっと握りしめ、それからゆっくりと口を開く。

「信じるもなにも、私、あなたの話なんて、なにも聞きたくないの。だって、あなたが言いたいことって、今さらの言い訳か後悔か、とにかく今の私に関係ない、なにかでしょう？　そんなの口にしたって、すっきりするのはあなただけじゃない。どうして私が聞いてあげないといけないの？」

　葵の言葉を聞いて、蒼佑はかすかに目を細める。

「言い訳、後悔……そうだな。葵の言う通りだ」

　形のいい唇は自嘲するようにゆがんでいた。

「じゃあ他の形で、信じてほしい場合は……。こうなるとどうしたらいいのか、思いつかないが……」

　蒼佑はまだあきらめないようだ。葵との繋がりを得るために必死に見える。

　まさかここまでしてと思ったが、葵は最終手段に出ることにした。

「そうね……。私を愛しているなら、そこにひざまずいて。できないなら消えて。そしてもう二度と私の前に現れないで」

　言い切った瞬間、心臓がバクバクと大きく鼓動していて、口から飛び出しそうだった。

　我ながらとんでもない言葉を口にしてしまったと思いながら、視線を下げる。

（そんなこと、できるはずがない）

　天野蒼佑は、天下のＨＦの御曹司だ。幼いころからいずれ跡を継ぐ男子として大事に大事に育てられた、人にかしずかれる立場の、いわば現代の貴族のような男だ。

（さあ、早く。そんなことできるかって、怒って。早く私の前から消えて……！）

　ひどいことをしていると百も承知だ。けれど葵はただこれ以上苦しみたくなかったのだ。

　なのに彼から返ってきたのは、

「わかった」

　という、怒っているわけでもあきれているわけでもない、ただシンプルな肯定の言葉で。

（……は？）

　空耳かと思いながら顔を上げると、長身の蒼佑が、膝を折りその場にひざまずこうとしているまさにその場面で。

　彼の美しい手のひらが、指先が、ためらいもなく汚れた床のコンクリートに触れそうになるのを見て、葵の頭のてっぺんに雷が落ちたような気がした。

　皮膚の表面が粟立ち全身に鳥肌が立つ。

「な、なにしてるの……!?」

　とっさに葵は、両手で蒼佑の肩をつかみ、そのまま車へと押しつけていた。

　いつもなら華きゃ奢しゃな葵が突き飛ばしたところで蒼佑はびくともしないはずだが、さすがにバランスを失い、ふたりして、もつれるようにして車のドアに体がぶつかる。

　葵も勢いあまって、その場に転びそうになった。

「葵」

　その瞬間、少し慌てたように蒼佑が葵の肩を抱き支える。

　引き寄せられ、まるで抱き合うような形になり、全身が震えた。

「触らないで！」

　葵は慌てて、蒼佑の胸を突き飛ばし後ずさっていた。

　突き飛ばされた蒼佑は、少し驚いたように目を見開いていたが、すぐにふっと力を抜いて柔らかい笑顔になった。

「触って、ごめん」

「――」

「でも、今のは……」

「わかってるわ。私のせいだって。でも、でもっ……本当にっ……」

　ぐうっと、熱い塊のようなものが喉の奥から込み上がってくる。

　泣きたくなるような、わーっと叫びたくなるような、いろんな感情が、ごちゃ混ぜになって、息が止まりそうになる。なぜこんな気持ちになるのか、自分でもわからない。この感情にどんな名前をつけていいかわからない。ただ、苦しい。

「あっ、あなたは、私に言われたら、なんでも、するのっ!?」

「する」

　そんなことを即答しないでほしいと思った葵だが、蒼佑は淡々と落ち着いた様子で、体を起こし、大きな手のひらで上等なスーツについた埃ほこりを払っていく。

「でも、それは葵だからだ。他の人間に言われたらしない。いや、そもそもそんなことを言わせる俺じゃない。葵だからだ。他の人間なら縦横八等分に切り刻むような屈辱でも、葵なら――」

「もういいわ」

　これ以上、蒼佑に口を開かせるとなにを言われるか。売り言葉に買い言葉で、葵がどんな無茶ぶりをしても、この男はやりかねない。こうなると至極一般的な常識を持ち合わせた自分が、負けるに決まっている。

　葵は、半ば絶望しながら、口を開いた。

「どうしたら私のこと、あきらめてくれるの……？」

　それは間違いのない本音だった。数時間前まで、逃げればなんとかなるかもしれないと思っていた自分が馬鹿としか思えない。

　唇がかすかに震える。気を緩めたら泣きそうだった。

　そのまま両手で顔を覆うと、

「葵……」

　蒼佑が優しく名前を呼んで、それから近づく気配がした。

「言っただろう。あきらめたくないと」

「でも、たまたま再会しただけじゃない……！」

　そう、たまたまだ。たまたま昔の許嫁と再会した。

　驚いたかもしれないがなぜここまで避けられて身を引かないのか。葵には不思議で仕方なかった。

「この八年間、仕事でほぼ、アメリカにいた」

「え？」

　顔を上げると蒼佑がじっと食い入るように葵を見つめていた。

「本社の役員に選任されることが決まって、それで帰国したのが二週間前で、ＮＡＴＳＵの撮影も、部下の仕事を確認するために行っただけだ……」

　グレーの瞳がキラキラと輝きながら葵を見つめる。

「それで、葵に会えた。これは運命だ。だったら俺は運命である君を取り戻したい」

「そんな……」

　その強い瞳の奥に燃えるような意志を感じ、葵は打ちのめされてしまった。

　一方的だ、自分勝手だといくら罵ったところで、蒼佑は『そうだな』と肯定するだけだろう。それは再会してからずっと変わらない。

　普段は、あまり感情の起伏もなく、日々を過ごしていた葵からしたら、この二日は心身ともに疲労が押し寄せてくる怒ど涛とうの日々だった。

（どうして……）

　急激に、体から体力が奪われていく気がした。

「葵、傘は？」

　無言になった葵に、蒼佑が問いかける。

「持ってないけど……」

「降りだしたみたいだ。車で送らせて」

「いいです。電車で帰るので」

　葵はそのまま首を振り、彼の言葉を待たず、エレベーターに向かって身をひるがえした。

　背中に蒼佑のすがりつくような視線を感じたが、葵はそれを振り切り、まっすぐに歩いていった。

（でも……いくら頑張られたところで、私は恋になんか、落ちない。誰とも……落ちないわ）










逃げても逃げても




「聞いたわよ～ん」

　翌日のお昼休憩時間。お昼ご飯も食べず社員食堂でぼんやりと窓の外を眺めていた葵の隣に、黒のユニフォームを着た、すらりと背の高い男性がウキウキした様子で腰を下ろした。

　なんとなく朝から周囲から遠巻きにされている自覚があった葵は、隣に躊ちゅう躇ちょなく座ってきた彼を見上げて、苦笑する。

「おもしろがってますよね」

「がってるわねっ！」

　ビシッと親指を立てる彼は、津つ田だ渉わたるといい、外資系化粧品メーカーであるＣＣ――ケイシー・ケイジの美容部員だ。身長は一八〇センチ近くあり、すらりとした体躯をしている。顔立ちもすっきりとしたイケメンだ。ベリーショートの髪は金色に染めていて、そしてあやつる言葉の通り、オネエでもある。

　男性だが、いわゆるカリスマ販売員で、彼の顧客には有名女優やモデルもいると言われていた。他人に尋ねられても、『あらやだ、非公表よっ！』としか言わないので正確にはわからないが、年齢はおそらく三十くらいだろう。

　男性でも女性でもない、そして彼のコミュニケーションスキルから、葵も入店当初からわりと気軽に話している相手だった。

「だって、噂はあっという間に広まるものよ。いただきます」

　渉はクスッと笑って、本日の定食であるアジフライに箸を伸ばす。

「ちなみに私、なんて言われてるんですか？」

「アルバイトでキャバしてて、その客が店に来たって」

「はぁ」

　まさかの噂に、どんな反応をしていいかわからず、曖昧にうなずくと、

「あんた、キャバができるタイプじゃないわよねぇ。愛想もへったくれもないし。無理無理」

　と、さらに失礼な言葉が返ってきた。

　だが確かに自分には無理だろうということはわかる。ああいう仕事は頭の回転の速い女性がやることだ。昔の許嫁に振り回されて、疲れて果てている自分にはとうてい務まらないだろう。

「でも、違いますよ」

　一応、否定だけはしておこうと葵は首を振った。

「でしょうね。っていうか、そんなの誰も信じてないと思うわ。そこらへんのキャバの客にしては上等すぎる相手なんでしょう」

　渉には至極真面目な顔でうなずかれてしまった。

「普通に、昔の男よね？」

「大昔です」

　さすがに許嫁だったとは言いづらく曖昧にごまかす。

「なんていうか……最低な別れ方をして、二度と会いたくないと思っていたところで、再会したというか……そんな感じで。でも売り場に来られたらむげにできないというか……いろいろ考えて、パンクしそうなんです」

「はっ、は～ん、なるほどね」

　渉相手だと、なぜか会話の垣根が下がる。気がつけば、誰にも言えなかった悩みがするすると口をついて出ていた。

「てか、彼氏がいるとか言っちゃえばよかったのに」

　渉がお味噌汁を丁寧に飲みながらさらりと答える。

「あ」

　葵は、ハッとした。

「その手があったんだ……考えつきもしませんでした」

　なにしろ今まで、恋人をつくろうなどと思ったことがない葵には、まったく想像がつかない言い訳だった。

「失敗した……そっか、最初にそう言えばよかったんだ……」

　葵は深くため息をつき、嘆きながら両手で顔を覆う。

　恋人がいるというのはものすごくいい案だ。むしろ今からでも積極的に採用したい。だが今さら蒼佑に恋人がいると言ったところで、信じてもらえないだろう。なぜ最初に言わないのだと、嘘がバレるに決まっている。

「はぁ……」

　気落ちした葵を見て渉が口を挟んだ。

「なに、落ち込んでるの。今からでもつくればいいじゃないの」

「つくればいいって……いや、そんな簡単に言わないでください……。っていうかそもそも私、彼氏なんか欲しくないしつくりたくないし、今後もひとりでいいんです」

　そこはとても大事なところだ。念を押すように言い葵は唇を噛みしめる。

「ああ、そう……うーん」

　渉は箸を持ったまま、目線を上に上げて、少し考え込む。

「じゃあ、あたしはどうかしら？」

「はい？」

　覆っていた手のひらを外して、顔を上げると、

「偽装彼氏に、立候補しようかしら」

　ものすごくおもしろそうにニヤニヤと笑っている渉と目が合った。まさかの偽装彼氏発言に葵は目を丸くする。

「やっぱり、おもしろがってますよね？」

「がってるわよ。超楽しそうじゃない」

　渉はうふふと笑いながら、アジフライを丁寧に箸で切り分け、口に運ぶ。

（彼氏って……津田さんを？）

　葵はモグモグと丁寧に咀そ嚼しゃくする渉の横顔を見つめる。背が高くスマートで、おしゃれな渉だが、いつもこの調子でしゃべるので、まったくピンとこない。

　本気で言っているのだろうかと、葵は困惑してしまった。

「冗談ですよね」

「あたしはやってもいいと思ってるけど？」

「ほんとに？」

「本当よ」

　そして渉は、紙ナプキンで軽く口元を押さえた後、隣の葵の顔を覗き込んできた。

「っていうか、あんたがそんな落ち込んでるの、珍しいじゃない。友人として助けてあげたいなってそれだけよ」

「津田さん……」

　東京に戻ってきても、昔の友人との縁は切ったままだ。思えばあれは友人というよりも、似たような家庭環境という共通項だけで繋がっていた、うわべだけの関係だった。それを懐かしく思う気持ちは今の葵にはない。そして彼女たちもきっと葵のことなど忘れて幸せに暮らしていることだろう。

　なので突然こうやってたまに一緒にお昼を食べて、どうということもない会話をする程度の彼に友達のように扱ってもらえると、本当にいいのかと、妙に気恥ずかしくなってしまうのだ。

「ありがとう、ございます……」

　恥ずかしい気持ち半分、嬉しい気持ち半分で、ぽそぽそとつぶやくと、

「だって、あんたには、他にこういうこと頼めそうな、男の知り合い、いなさそうだしね」

　あっけらかんと言われてしまった。

「まぁ、確かにいませんけど」

「むくれなさんな」

　渉は笑って、むくれた葵の頬に手を伸ばし、むにゅっとつまむ。

「立派にあんたの彼氏、演じてあげるから」

　パチンとウインクされてしまった。語尾にハートが見えるような気軽さだ。

　だがその笑顔を見ると、なんとなくうまくいくような気がして、葵は少しだけ気分が軽くなったのだった。




　それから数日後。蒼佑が夕方六時ちょうどに、採寸のためにサロンに姿を見せる。濃いめのグレーの三つ揃え姿の蒼佑は、相変わらず美しく堂々としていた。

「いらっしゃいませ」

　頭を下げる葵を見て嬉しそうに目を細める。

「天野様、こちらへどうぞ」

「葵、元気だったか？　雨に濡れたりしなかったか、心配していたんだ」

　前回別れた時、雨が降っていたことを、蒼佑の言葉で思い出した。

（そういえば送るって言ってたっけ……子猫じゃあるまいし、多少濡れたくらい、どうってことないのに）

　内心そんなことを思いながら、葵は首を振る。

「大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

　葵はさらりと答え、蒼佑をサロンの奥にある採寸のための部屋へと通した。

「お待ちしておりました」

　そこには前回は不在だったオーダーサロンの責任者だけでなく、外商部の人間がふたり立っていて、蒼佑がやってくるのを今か今かと待っていた。前回の注文で、蒼佑が大手飲料メーカーの御曹司、天野蒼佑ということは外商部まで話が通っている。なので葵がすることなど特にない。ただ、黙ってこの場に立っているだけだ。

（私、いなくてもいいのなら、帰りたいくらいだけど……）

　残念ながら今日もこのために残業である。

　そして蒼佑の採寸が始まって、てきぱきと上司たちが仕事を進めるのを、葵は真面目に見つめる。

　もともと天野家は外商の顧客だったらしい。それもそうだろう。富裕層は幾つもの百貨店の外商をかけもちしているものだ。だが次期社長候補である蒼佑個人は、まったく付き合いがなかったので、今回の件は会社的に渡りに船ということだった。

（仕事でアメリカにいたんだっけ……私から逃げるためだったんだろうな）

　自分で言うのもなんだが、高校生のころは本当に子供で、純粋で、一途で、五つも年上だった蒼佑に夢中だった。だから自分のことしか考えられなかった。

　自分は彼に愛されていると本気で思っていた。自分の背景に価値がなくなっても、状況がどうあれ、その思いは変わらないと思っていた。

『こんなことになったけど、俺も君が好きだよ』と、答えてくれるものだと思い込んでいた。

　だが、現実は違った。彼は葵の前から姿を消した。さよならのひと言すら告げずに。

　自分はあくまでも政略結婚の道具で、祖父という後ろ盾がなければ、彼の妻として認めてもらえる存在ではなかったのだ。

（恋は盲目というけれど、本当にそうだったんだ……）

　胸の真ん中あたりが、ぎゅうっとつかまれたように痛くなる。

　蒼佑に再会してから十日ほど経つが、最近食欲がすっかり落ちてしまった。朝はナツメが見張っているので、なんとか口に押し込んでいるが、量は半分以下だ。不健康極まりない。

（悪夢なら早く覚めてほしいけど……）

　葵は誰にも聞かれないよう、そっとため息をついた。

　採寸が終わってお見送りになる。今回は自分以外にも人目があるので、葵は一番後ろに並んで丁寧に頭を下げるだけで済んだ。蒼佑が立ち去る背中を見てホッとする。

「じゃあ帰りますね」

「うん、お疲れさま。助かったよ、ありがとう」

　社員に挨拶をし、手早く着替えた葵は、事務所内に声をかけて社員用のエレベーターに乗り込む。とりあえず今日は、渉と今後の打ち合わせのために食事をすることになっている。

　社員通用門の手前には喫煙所と併設して休憩室があるので、先に仕事が終わった渉が待っているはずだった。休憩室には壁に沿ってソファがずらりと並べてある。渉のように誰かを待っている人も、ちらほらといるようだ。

　休憩室のドアを開けて中を覗き込むと、「こっちこっち」と、一番奥で、黒スキニーに、ロング丈Ｔシャツ、その上にスモーキーカラーのプルオーバーを羽織った渉が、立ち上がって手を振った。モード系ファッションがすらりとした彼にはよく似合っている。一方自分は、スキニーデニムにてろんとしたカットソーという、おしゃれには若干遠いファッションだ。

（なんだか隣を歩くのが申し訳ないかも……）

　そんなことを思いながら「お待たせしました」と、ペコッと頭を下げる。

「ううん、いいのよ～」

　渉はウフフと笑って、それからスタスタと葵のもとに近づいて、じっと顔を見つめる。

「ちょっとあんた、リップくらい塗りなおしなさいよ」

「えっ、あ、すみません」

　急いで来たので、確かにその考えには至らなかった。葵は端の席に座り、バッグからリップを取り出しブラシで丁寧に唇の上にのせる。

「その色、ずっと使ってるわよね」

　その様子を眺めながら渉がにっこりと笑った。

「はい。津田さんがおすすめしてくれた時に、最初に買ったんですよね。一年くらい前です」

　きれいな桜色のリップは葵が初めて買ったものだ。それまで色付きのグロスくらいしか使ったことがなかったのだが、ＣＣ化粧品のカウンターにいた渉に声をかけられて以来のお気に入りだ。塗りなおして顔がパッと華やかになった。

「ん、きれいになったわ」

　渉は満足そうにうなずいてそれから腕時計を見下ろした。

「じゃあ行きましょうか」

「はい」

　とりあえず、駅の周辺施設で食事でもしようということになったのだが、門を出てそのまま数メートル歩いたところで、渉が少し驚いたように立ち止まった。

「あら」

「なにか忘れ物ですか？」

　隣を歩いていた葵の問いに渉は無言で前を指さす。少し離れた道路のわきのパーキングメーターに、見覚えのある黒のスポーツカーが停まっていた。そして車のドアが開き、中から蒼佑が降りてくる。

「あ」

　一瞬息が止まりそうになる葵だが、隣の渉は「おもしろくなってきたじゃない」と、葵の耳元に顔を近づけてささやいた。

（いや、全然、おもしろくないんですけど……！）

　これから渉とどういう風に恋人を演じるか話し合う前に、蒼佑がやってくるのは想定外だった。

「葵」

　蒼佑に名前を呼ばれて葵は唇を噛みしめる。葵はグッと、肩にかけた鞄の取っ手を握りしめて蒼佑を見返す。あれこれ考えても仕方ない。ここは正直に伝えて帰ってもらうしかない。

「私、用事があるの。待ち伏せされても困ります」

「すまない。だが、君の予定がわからないことには、こうやって待ち伏せするくらいしか、俺にできることはないんだ」

　蒼佑はそう言って穏やかに微笑む。その余裕ぶった笑顔は、本気ですまないと思っているのか怪しいことこの上ない。

「でも、待ち伏せなんて……！」

「だったら連絡先を教えてほしい」

　まさかの言葉に、葵はひっくり返りそうになった。

「はあっ!?　嫌です、どうしてそんなことしないといけないの！」

　すると蒼佑は軽く目を細めてわざとらしく肩をすくめた。

「教えてくれないのか。そうしたら俺は、待ち伏せするしかないな。きっとここの名物になるだろう」

「名物って……」

　そうなると、もはや嫌がらせでしかない。

「ハチ公ね……しかもイケワンだわ」

　さらに畳みかけるように、隣でぽそりと渉がつぶやいた。ちらりと目の端で確認すれば、目元が笑っている。

（ハチ公って、なんなのそれ、もうっ……！）

　葵は唇を一文字に噛みしめてプルプルと震えたが、そこでようやく渉がその気になってくれたのか、一歩足を踏み出した。

「えっとですね。とりあえず店を出たから、あなたがお客様だということはいったん横に置いといて、少しいいですか」

　その口調は男だった。いつもの柔らかい雰囲気ではない。もしかしてなんの打ち合わせもしてないが、彼氏作戦をやってくれるのだろうか。

　葵はドキドキしながら、隣の渉の横顔を、こっそりと見上げる。

「君は？」

　蒼佑が切れ長の目を細めて渉をじっと見つめる。それまで葵を見ていた時とはまるで違う、刺すような、値踏みするような視線だ。

「彼女の友人です」

　だが渉はあっさりとそれを受け流してしまった。

　一方、友人と言われて葵は目を見開いた。これではもう彼氏作戦を使えないではないか。

（津田さん、話が違うわ、なんでなのー！）

　唖然とする葵をよそに、渉は微笑む。

「まぁ、本当は、嘘の彼氏だって紹介して、あなたをあきらめさせようとしてたんですけどね。実際見て、いろいろわかったわ。稚拙な偽彼氏作戦なんて、通用する相手ではなさそうね」

　おまけにいつものオネエ言葉に戻ってしまっていた。

「ちょ、ちょっと津田さんっ!?」

　そこまでバラされたら立つ瀬がない。葵は目をむく。

「だってこの男、金もあって行動力もあって、しかも自分がやってることのヤバさは、理解してるわ。無理無理……こういう人間には勝てないって、昔から相場が決まってるの」

　そして渉は、仕方ないわね、と肩をすくめる。

「そんな……」

　確かに蒼佑の行動力は尋常ではない。けれど自分にだって生活がある。仕方ないでは済まないのだ。葵は肩を落としてしまったが、渉は頭を振った。

「まぁ、待ちなさいよ。でも、交渉の余地はあるでしょ」

「交渉……？」

　交渉など一度も考えたことがなかった葵は眉をしかめる。

　仕事でもあるまいし、そんなことができるだろうか。あまり期待できないなと思いながら、葵は唇を噛みしめる。

「うーん。そうね。とりあえず立ち話もなんだし、三人でお茶でも飲みましょ。さっ、レッツゴーよっ！」

「えっ……ええっ……？」

　なぜか渉の先導で、蒼佑と一緒にお茶を飲みに行くことになってしまった。




「お茶だって言ってたのに……」

　葵の言葉に、渉はウフフと笑って肩をすくめる。

「あたしにはこれがお茶なのよ」

　そしてグラスを軽く唇につけて、「ああ、美味しい。生き返る～」と目を細める。

　グラスの中身は当然、お茶ではなくウイスキーだ。

　ここは会社から歩いて五分程度のところにあるバーである。看板もないので、店名もわからない。昔ながらの雑居ビルを階段で二階に上り、廊下の突き当りにひっそりと、誰にも知られたくないような雰囲気で存在している不思議なバーだった。

　渉は常連らしく、カウンターの中にいる五十代男性に軽く手を上げて、奥のテーブル席へ座る。店内にはジャズが流れ、クラシックな調度品が品よく並べられている。

　テーブルも椅子も年季が入って、なかなかにいい雰囲気だ。そして自分たち以外には若いカップルがカウンターにいるだけで、静かなものだった。

　葵はちびちびと、二杯目の白ワインベースの苺いちごのカクテルを飲みながら、丸いテーブルの向こうで、足を組み座っている蒼佑を見つめる。

　彼が注文したのはジンベースのギムレットだ。すいっと飲み干して、これで三杯目。だが最初からずっと涼しい顔をしている。その顔、たたずまいは、まるで絵画から抜け出したような美しさで、悔しいくらい様になっている。

（お酒、飲めるんだ……いや、飲料メーカーの御曹司が飲めないっていうのはないか）

　葵が知っているのは、二十三歳の彼で、当然ふたりでお茶をすることはあっても、お酒の席はなかったので、なんだか不思議な感じがした。

（なんだか夢みたい……）

　葵は自分の隣にいる渉を見つめる。

　正確には丸いテーブルなので、葵の正面に蒼佑が座り、渉は右斜め前で隣ではないのだが、間に渉が入ってくれているおかげであまり緊張していない。

　とりあえず、渉と蒼佑がお互い軽く自己紹介をして、とりとめのない雑談で、場はなんとなく和んでいた。

（津田さん、やっぱりすごいな……初めて会った男の人でも、こんな風に話せるんだもん）

　自分が逆の立場なら、そもそも『三人でお茶を飲みに行こう』とは言わないはずだ。

「今日、ナツメくんはいいのか」

　黙って話を聞いていた葵に蒼佑が尋ねる。

　子供ではないが、未成年の弟が家で待っている状況が気になるのかもしれない。

「ええ……友達の家に泊りに行くって」

　それで今日、少々遅くなっても大丈夫だろうと、渉と話をする予定だったのだ。

（まさかこんなことになるなんてね……）

　葵はぼんやりとそんなことを考えていたのだが、

「彼女じゃないの？」

　そこで頬杖をついた渉が、さらっと爆弾を放り込んできて、葵は目を丸くした。

「えっ？」

「高校生男子でしょ。しかも……すっごくかわいいし。きれいだし。いるんじゃないかしら？」

　ちなみに渉は、葵の弟が人気モデルのＮＡＴＳＵであることを知っている。葵が自分から話したのではない。ある日、仕事帰りの化粧品カウンターでタッチアップをしてもらっていたら、ふと渉が思いついたように『最近ＳＮＳでチェックしてる、かわいい男の子になんとなく雰囲気が似てるのよねぇ。骨格からして、血縁者じゃないの？』と冗談交じりに口にしたのだ。

　その場でスマホを見せてもらったら、なんとそれがナツメのアカウントで、驚いたという経緯がある。

「なっちゃんに彼女……」

　だがそれどころではない。突然かわいい弟に彼女がいるかもしれないと言われて、葵は結構なショックを受けていた。

「なに、どうしたの」

　渉の指摘に、葵は「えっと……」とつぶやきながら顔を赤くする。

　さすがに二十六にもなって、弟離れができていないのは恥ずかしい。

「でも確かにいてもおかしくない……よね……うん……高校生だし……」

　葵はあはは、と笑いながら、そのままごまかすように、半分ほど残っていた目の前のグラスの残りをグイッと飲み干してしまった。

「ちょ、ちょっとあんた、大丈夫!?」

「大丈夫……全然、平気」

「おっと、目が座ったわ」

　あはは、とおもしろそうに笑う渉の顔を最後に、葵はまともな思考回路を失っていた――。




「本題に入ろう」

　遠くから、蒼佑の低い声が聞こえて、葵はなんだか耳がムズムズした。

「交渉がどうのというのは、いったいなんだったんだ？」

　自分に向けた問いかけではないのは、声色でわかった。

（そういえば、ここに来る前、交渉がどうのって、津田さんが……言ってたっけ……）

　葵はふわふわした意識の中で蒼佑の声に耳を傾ける。

（自分のことなんだから、話を聞かないと……）

　そう思うが、まぶたが重く、持ち上がらない。テーブルに顔を突っ伏したまま、ピクリとも動けない。結局、目の前にいるのに蚊帳の外という立場で、ふたりの話に耳を傾けるしかない状況だった。

「ざっくり言ってしまえば、コミュニケーション取りましょうよってことを、言いたかったのよ」

　渉はさらさらと、言葉を続ける。

「あなたとこの子の間にはなにかしらの論点があって、あなたはこの子に理解を求めているんでしょう。でもこの子は理解したくない。ただあなたを忌避する問題として、決めつけている。だから逃げ回る。そしてあなたは追いかける。どちらかがあきらめない限り、終わらないし、終わるころにはどっちも疲弊している、最終的によくないことになるかもしれないわね。そんなふたりの間に必要なのは、コミュニケーション。よく話すこと、相手の言葉に耳を傾けることだと思ったのよ。で、〝交渉〟って言葉を出せば、この子の興味を引けると思ったし、多少は耳を傾けるかと思ったの」

　渉の言葉に、葵はしてやられたと思ったが、同時に彼が自分のためを思って、この席を設けてくれたことがわかった。

（私……おもしろがられている、興味本位だってそればかりだった……）

　物事の表面しか見ていない。そう言われても仕方ない。

　葵は少し恥ずかしくなった。

「なるほど。俺たちに必要なのは、議論であり、対話か。ぐうの音も出ない正論だ。俺は、どうしても彼女を忘れられなくて……それでなんとかして、自分を見てもらいたい。それだけだったな……」

　そして蒼佑も自嘲するように笑って、コトン、とグラスがテーブルに触れる音がする。それに加えて、はぁ、とため息まで聞こえた。

「あの……一応言っておくけど、あたしはなんにも聞いてないわよ。昔の男だって、ただ、それだけ」

「ああ。そうだろう。俺のことなんか、話したくないに決まっている。思い出すのも嫌だろう」

　グラスの中の氷が、溶けてカランと音を立てた。

「そう……。なにがあったかは知らないけど、あなたにもあなたの理由があるんでしょう。でもね、私は葵の味方だから」

「味方というのはどういう意味で？」

「ああ、あたしがライバルになりうるのかって、そういうややこしいのはナシね。あたしは人として、意地っ張りでかわいいこの子のことを気に入っている。それだけ」

　渉はくすくすと笑うと、声をひそめてささやいた。

「だからねぇ。あなたのこと、本当に信じていいのかしらって、考えてるのよ」

　その言葉は、優しく、穏やかではあったけれど、もし不手際があったら許さない、そんな気配もあった。

　一瞬、テーブルに静寂が訪れる。だが、その静けさを打ち破る声が、静かに響いた。

「同じ過ちは繰り返さない。絶対に」

「そう。過ちを犯したとわかっているなら、まぁ、見込みはあるかもしれないわね」

「本当に？」

「あら、そんな顔しちゃう……ふふふ。そうね、今の葵のこと、手なずけられない野良猫だと思って、頑張ってかしずいてみたら？」

　それから椅子が引かれる音がした。

「いい男が苦悩している顔を見られて今日は大満足よ。ご馳ち走そう様」

「ありがとう……気遣いに感謝する」

　少しふざけた渉の言葉だったが、蒼佑は穏やかに感謝の気持ちを伝えていた。

　そしてコツコツと、遠ざかる靴音が聞こえる。誰かが残り、誰かが去ったのだと、葵はぼんやりする頭で考える。けれどその答えはすぐにわかった。

　葵の髪を指ですくい、愛おしそうに髪をかき分けるその仕草は、蒼佑の昔の癖だ。

「葵……過ちは、繰り返さないよ」

　決意に満ちた声に、再会してから何度も聞いた、自分の名前を呼ぶ熱っぽい声に、思わず涙腺が緩む。

　そのまま涙があふれ、頬を伝った。自分でもこの涙の理由がわからない。

　もう戻れないと思い込んでいた過去が、急に目の前に現れたからかもしれない。

　後悔、悲しみ、脱力。怒り、焦燥。

　いろんな気持ちが葵の中でグルグルと回っている。

（もし私が過去に戻ってやりなおせるとしたら……どうするかな……）

　蒼佑とは二度と恋をしないと、決めるだろうか。

　だめになってしまうのなら、死ぬほどつらい気持ちを繰り返すくらいなら、あのキラキラした日々を経験しないほうが、いいと思うだろうか。

　酔いの回った頭では、よくわからなかった。










今夜、ふたりきり




「今晩は、家まで送らせてほしい。いいね？」

　そう言われて葵はうなずかざるを得なかった。

　気がつけば二十三時近くになっている。迷ったけれど今の自分は、かなり酔っていて、足元が危なっかしい。タクシーに乗るのもひと苦労しそうだ。

（そうよ……家に送ってもらうくらい……もう、今さら……）

　葵はぼんやりしながら顔を上げ、隣で心配そうに自分の顔を覗き込んでくる蒼佑を見上げる。

「私の家は……」

「もう知ってる」

　調べたのかと聞いたところで、蒼佑は「イエス」と答えるだけだろう。まったく悪びれていないし、言い訳すらしないのかと思ったが、そもそも彼の口から発せられる言葉は、聞きたくないと言ったのは葵だった。

「行こう。タクシーは呼んでる」

　支払いはいつの間にか蒼佑が済ませていた。

「体を支えるから」

　蒼佑は一方の手で葵のバッグを持ち、もう一方の手で腰を抱き寄せて、ゆっくりと階段を下りる。入り口で待っていたタクシーに葵を乗せ自分も隣に乗り込んだ。

「あまりスピードを出さないでほしい」

　蒼佑は運転手に葵の住む町の住所を告げた後、そのまま葵の肩を抱き寄せて、自分にもたれさせ無言になった。

　体が重い。そう、億劫だったから蒼佑の肩を借りているだけだ。

（目の前にもたれられる壁があるから、もたれているだけだし）

　そんなことを自分に言い聞かせながら葵は体から力を抜いた。

（いい匂いがする）

　蒼佑が使っている香水の香りだろうか。前回とは違う。甘いフルーツのような匂いがする。いつも同じ香りを使っているわけではなさそうだ。

　仕事柄男性のファッションの勉強はしているが、蒼佑のように生まれてこの方一流の物しか身につけていない男性は香りまで洗練されている。きっと自分が知らないようなメーカーの物なのだろう。もしかしたら香水もオーダーで作らせているかもしれない。天野蒼佑という男にはそういう振る舞いが似合うのだ。

　小一時間ほどうとうとしていると、見慣れた景色が目に飛び込んでくる。タクシーは蒼佑の指示通り細い道を入っていき、葵とナツメが暮らすマンションの目の前に停車した。

「足元に気をつけて」

　支払いを済ませた蒼佑が葵のバッグを腕に引っかけ、それから両腕で葵の体を支えるようにしてタクシーから降ろす。

　走り去るタクシーのエンジン音を聞きながら、葵は顔を上げた。

「もう大丈夫……」

　エレベーターに乗ってしまえば、部屋まで数分だ。

　葵はそのまま体を離して歩き出そうとしたのだが、

「それは嘘だ」

　蒼佑はクスッと笑って、それから葵の腕をしっかりとつかみ引き寄せる。

「さっきより足にきてるだろう」

「……それは……」

　反論したいが、確かに足ががくがくして力が入らない。

「お説教するつもりはないけれど、君はすごくお酒が弱いんじゃないか？　こんな風にいつも酔ってしまうなら、飲まないほうがいいと思う……君の身の安全のためにも」

「身の安全？」

　では蒼佑自身は、安全だと言うのだろうか。冗談も休み休み言ってほしい。

　葵がふっと笑うと、蒼佑は葵の言いたいことがわかったのだろう。肩をすくめて、「俺ほど安全な男はいない」と、うそぶいた。

「嘘つき……」

　蒼佑の耳にその言葉は届かない。葵のとっさのつぶやきは、そのくらい小さな声だった。

　再会してすぐに唇を奪われた。逃げても逃げても追いかけてきて、ひどい言葉を投げつけられても、まったくあきらめない。むしろ言葉や態度で殴れば殴るほど、彼は強くなっているような気がする。

（誰が、安全な男よ……）

　彼がただの安全な男だったら、こんな風に自分は引きずっていない。過去の蒼佑との間には、あえて思い出さないようにしていることもあるのだ。

（って、こうやって考えるのがだめなんだから……）

　あのころの思いを反はん芻すうすると、胸が苦しくなる。

　ひっそりと近づいてくる過去の甘いときめきから目を逸らして、仕方なく、蒼佑の肩を借りてエレベーターへと乗り込んだ。

　蒼佑がためらいなく六階のボタンを押すのを見て、

「部屋も知ってるの……？」

　と、思わずあきれた口調になるが、蒼佑はまたかすかに笑うだけだった。

　ゆっくりとエレベーターが上昇していく。二、三、四、五、と数字が変化していく。深夜のせいか、いつもは気にならないエレベーターの音がうるさい。

　そして自分の心臓の音も気になった。

（この人が強引に迫ってこないから、私も強く反発してない……）

　今さら気がついたが、拒否というのは向こうからアクションを起こされて初めてできるもので、むしろ自分が世話をかけている状況では拒否のしようもないらしい。

（やだな……こんなの。早く部屋に戻りたい。ひとりになりたい）

　ゴウン、ゴウンと揺れる、かすかな振動を感じながらエレベーターが六階に到着するのを待っていた葵は、さぁ、降りようと扉の前に近づいた。

「あれ……？」

　だが六階に着いたはずのエレベーターのドアが開かない。

「どうした」

　葵の背後から蒼佑も不審そうにドアに触れ、それから【開】のボタンを押したが、やはり扉はびくともしなかった。

「ん……開かない……？」

　その瞬間、心臓がヒヤッと冷たくなる気がした。葵は狭いところが少し苦手なのだ。

「非常ボタンを押してみよう」

　蒼佑が落ち着いた声でボタンを押したが、返事はない。

「え、なんで……」

　非常時に押すボタンがノーリアクションでは、非常ボタンの意味がないではないか。

　唖然とする葵に、蒼佑は落ち着いて尋ねる。

「葵、この非常ボタンはどこに繋がっているか知ってる？」

「たぶん、管理人室……」

「二十四時間常駐なのかな」

「違うと思う……」

　自分たちが住むマンションはそんな上等なマンションではない。葵はぶんぶんと首を横に振った。

「もしかして、閉じ込め、られたの……？」

　そう口にした瞬間、首の後ろがゾッとして足元から力が抜けた。

「おっと」

　その葵を慌てて抱きかかえて、蒼佑はゆっくりと背中を抱き寄せる。

　そしてなだめるように、低い声でささやいた。

「非常ボタンがだめでもエレベーターの管理会社があるはずだ。連絡先が書いていあるはず……ほら、あった」

「え……？」

　抱かれたまま振り返ると、確かにエレベーターボタンの近くに電話番号が記載されたステッカーが貼ってある。蒼佑は器用に葵を抱いたまま胸元からスマホを取り出し、その番号に発信した。

「すみません。エレベーターに閉じ込められたようなんですが」

　どうやら応答があったらしい。

「よかった……」

　葵は胸を撫で下ろし、マンションの名前と住所を告げる蒼佑の顔を見つめる。

「すぐに来てもらえますか……。はい……え？」

　だが蒼佑の眉間に深いしわが寄った。

　いったいどうしたのだろう。不安になりながらも葵は辛抱強く次の言葉を待つ。

　すると蒼佑は、「はい……はい。わかりました」とだけ言って、スマホの通話を切ってしまった。

「どうしたの？」

　葵の問いかけに、蒼佑は渋い表情のまま、「到着に一時間ほどかかると言われた」と言い、葵を見つめ返した。

「い……一時間……!?　一時間もこの中にいないといけないの!?」

　叫んだ瞬間、目の前が真っ暗になった。恐怖が足元から押し寄せてきて息が止まりそうになる。

「いやっ……！」

「――葵」

　蒼佑はすばやく持っていた葵のバッグを床に下ろし、両腕で葵の体を抱き寄せた。しっかりと背中に腕を回し、包み込むように抱きしめる。

「大丈夫だ。一時間なんてあっという間だ」

「でっ、でもっ、おっ、落ちたらどうしよう……！　酸素は!?」

　少しばかり閉所と、高所恐怖症の気がある葵は、これから一時間閉じ込められると聞いて、パニックになってしまっていた。

「大丈夫。エレベーターを支えているケーブルはそう簡単には切れない。仮に一本切れたところで、ビクともしないし、そして万が一ケーブルが全部切れたとしても自動でブレーキがかかる設計になっている。そしてエレベーターは完全な密室じゃない。通気口があるから、酸素がなくなることはない」

「で、でもっ……」

　なんだか息苦しい気がする。葵は震えながらすうっと息を吸い込む。

　パクパクと口を開けたり閉じたりする葵に、蒼佑は変わらず落ち着いた様子で、葵の背中を撫でる。

「緊張してうまく息が吸えなくなっているだけだ。大丈夫。ゆっくり、息をしてご覧」

「あ……うん……」

　言われて、葵は大きく息を吸い、そしてゆっくりと吐く。何度もそうやって繰り返しているうちに、肺に空気が満ちていく感じがした。

「息……できる」

「ほら、大丈夫だ……」

　ホッとしたように蒼佑は息を漏らした後、葵の両肩をつかみ顔を覗き込んだ。

「立っていると疲れるだろう。ここに座って」

「うん……」

　確かにいちいちふらつくより、座っていたほうがいいかもしれない。

　葵はエレベーターボタンの横の壁にもたれて、そのままずるずると床に腰を下ろそうとしたのだが。

「待って、この上に座って」

　蒼佑が手早く上着を脱ぎ、床に広げたのを見て仰天した。

「そっ、それ、ええっ……」

　蒼佑が身につけているスーツは当然相当な高級品で、間違いなく床に置いていいものではないし、お尻の下に敷くなんて言語道断だ。

「だ、だめよ、そんな……」

「いいから」

　蒼佑はあっさりと首を振り、そして葵の腕をつかみ、少し強引に上着の上に腰を下ろさせる。

「ば……罰があたっちゃう……」

「あたらない」

　そして蒼佑は、葵を和ませるためかわざといたずらっぽい顔をして、

「なんなら俺が床に寝転がろうか。君はその上に座ってもいい」

　と、少し色っぽく微笑んだのだった。

「なっ、なにを言ってるのっ！」

　一瞬、本当にその場面を想像してしまった。とてつもなく倒錯的だ。

　葵は顔を赤くしてそのまま勢いで座り込む。

（ああ、やっちゃった……！）

　ちなみに蒼佑の上着は、葵が履いている量販店で買ったスカートが、余裕で二十枚は買える値段だ。紳士服フロアで働くものとしてこれはどうなのだろうとひどく落ち込んだが、体は葵のいうことを聞いてくれない。

　一度座り込んでしまうと、立てる気がしなくなってしまった。

　それから無言の時間がしばらく流れる。時計の音が聞こえるはずもないのだが、なぜか秒針が刻む音が聞こえる気がした。腕時計に目を落とすと、一時間後と言われてから五分も経っていない。信じられないが、まだまだ救出は遠いようだ。

　葵は膝をかかえたまま、腕を組み、葵の隣に立って一点を見つめる蒼佑を見上げる。

「座らないの？」

　すると蒼佑は、少し驚いたように目を見開いた。

「隣に座ってもいいのか」

「それは別に……変なことしないなら……」

　さすがに床にじかに座れとは言えない。

（そもそも、この人の上着をお尻に敷いてるのは私だし……）

　葵はかかえた膝を引き寄せ、隣に座れる場所をつくった。

　蒼佑が葵の隣に腰を下ろすと、ほんの少しだがエレベーターが少し揺れて体に緊張が走る。落ちないとわかっているのに、落ちたらどうしようと恐怖が先に走る。

（やだ、やっぱり怖い……！）

　ぎゅっと目をつぶると、蒼佑が当然のように葵の肩を抱き寄せようと身じろぎする。

　抱きしめられる――。

　その瞬間、また葵の心臓が縮み上がった。

　今日何度も、蒼佑に触れられた。彼の大きな広い胸に抱きしめられて、背中を撫でられて、嫌な気持ちはしなかった。そう、嫌な気がしなかったのだ。

　葵はそんな自分に絶望してしまう。自分はどうしてこんなに学習能力がないのだろう。こんな風にほだされていく自分が馬鹿に思えて仕方ない。

「やめて……」

　だから、とっさに彼の手を拒む言葉を口に出していた。そして膝の上に額をくっつけて、ぎゅっと目を閉じた。

「もう酔ってないから……さめたから……」

「わかった」

　蒼佑はそれ以上なにを言うわけでもなく、手を引いた。

　静かだけれど、どこか緊張感のある空気がエレベーターの中に満ちている。

（一時間。一時間経ったら、ここから出られる。ひとりになれる……）

　葵は何度も自分に言い聞かせる。そうしたらまたいつもの日々が帰ってくるはずだ。

　心をきつく揺さぶられない、乱されない、ナツメと過ごす穏やかな日々がやってくる。

「――葵」

　だがその静寂を破るように蒼佑が口を開いた。葵はふと我に返り顔を上げる。すると隣でこぶしひとつほどの距離を空けて座っている蒼佑が、宙を見つめてどこか神妙な顔をしていた。

「八年前のことを話したい」

「え？」

　突然なにを言いだすのだろう。葵は戸惑いながら首をかしげる。

「言い訳なんか聞きたくないという葵の言葉は、確かにそうだと思う。だが、このままでは八年前からずっと、君の心は今でも傷ついたままだ」

　心が傷ついたまま――。

　蒼佑の言葉に、さらに葵の胸のざわつきは止まらなくなった。

「どういう意味……？」

「そのままの意味だ。昔の俺のことを許さなくてもいい。だが君の傷は癒いやされるべきだ」

　蒼佑はそう言って軽くため息をつき、立てた膝の上で組んだ手をぎゅっと握る。そしてゆっくりと、慎重に口を開いた。

「八年前……。俺の両親と君のおじい様の間で話し合いがあり、婚約が破棄されたのは事実だ。両親は迷っていたみたいだけれど、おじい様が引退されると聞いて、だったら仕方ないと受け入れた。当然だと思う。だが俺は納得しなかったし、とうてい受け入れられなかった。なにか方法はないのかと両親に詰め寄ったが、もう決まったことだとしか言われなかった。悔しかったよ」

　その言葉に、葵は静かに衝撃を受けていた。

　蒼佑は婚約破棄を受け入れたものだと思い込んでいたのに、本当は違ったと言うのだろうか。

（そんなの……嘘でしょ……？）

　だが、淡々と語る蒼佑の横顔は静せい謐ひつで、真摯で。嘘だと口を挟めない重みのようなものがあった。

「八年前の冬……君は携帯電話すら持たせてもらえない箱入り娘だった。連絡の取りようがなかった。とりあえず会いに行こうとしたら、俺の家に君が来た」

「あ……」

　そうだ。葵も両親から婚約破棄のことを聞いて、いても立ってもいられず天野家に押しかけたのだ。

「最初に君を対応したのは、使用人で、その後は両親だった。違う？」

「そうよ」

　葵はこっくりとうなずいた。

　蒼佑の言う通り葵は子供だった。母以上に、祖父に溺愛され、蝶よ花よと育てられ、実に子供っぽい子供だった。その葵が、夜こっそりと家を抜け出しタクシーに飛び乗ったのだ。

　どうしても蒼佑に会いたくて――。

　俺も君が好きだ、別れたくないと言ってほしくて、会いに行ったのだ。

「俺は両親から、『葵さんが婚約破棄を受け入れに来た。その挨拶だ』と告げられた」

「え？」

「だからお前は、葵さんのことを思って顔を見せるなと言われた。顔を見れば彼女の決意が無駄になるからと」

　そう言って蒼佑は自嘲するように笑う。

「本当に、俺は君以上に箱入りのおぼっちゃんだったよ。婚約破棄を受け入れるなら、どうして君はひとりで来たんだ。ご両親と一緒じゃないんだ。おかしいだろう。なのに俺は、まさか両親がそんな嘘をつくとは思わなくて、それを受け入れた。いや、それだけじゃない。君に、本当は好かれていなかったんだと確認するのが怖くて、逃げたんだ……」

　そして蒼佑は祈るように背中を曲げ、膝の上のこぶしの上に額を押しつける。

「俺は天野家の跡取りとして、表面上だけ取り繕って、きれいな優等生に見せていただけで、本当は卑怯者で、臆病者だった。そしてたったひとりで、勇気を出して俺に会いに来てくれた君を傷つけたことにも気づかず、日本にいることすらつらくて、海外に逃げたんだ」

　彼の握りしめた手は、指が、強く握り込みすぎて白くなっていた。

　じっと見れば、かすかに震えている。

　手だけではない。絞り出すような低い声は、いつも堂々と落ち着いた彼らしくなく震えていて、彼からあふれる後悔の念がヒシヒシと伝わってくる気がした。

「アメリカに行って、数年がむしゃらに働いて、極力葵のことを考えないようにしていた。実際かなり忙しくて。日本に帰るのは、年に一度あるかないか……。たまに帰国しても、友人の家を渡り歩くかホテル暮らしで、実家には戻らなかった」

「それは、どうして？」

　葵もかすれた声で問いかける。すると蒼佑はふっと顔を上げ、唇を震わせる。

「実家には、君との思い出がありすぎるだろう……」

　そして彼は隣の葵にようやくその眼まな差ざしを向ける。

「初めてキスをしたのは応接室のピアノの前……君が十七歳の冬だった。覚えてる？」

　蒼佑の問いかけに、どきんと心臓が跳ねる。まさか忘れるはずがない。

　かすかにうなずくと、蒼佑がホッとしたように唇をほころばせた。

「一緒に並んでピアノを弾いて……。俺がふざけて肩をぶつけて、君の演奏の邪魔をした。そうしたら君は頬を膨らませて怒って……その顔がかわいくて……ああ、好きだなって……我慢できなくなって……」

　そうだ。初めてキスした日のことを、葵だって当然忘れてなんかいない。

　それまで楽しそうに笑っていたはずの蒼佑は、怒る葵の顔をじっと見つめて、急に真面目な顔になった。

（そう……今みたいに……グレーの瞳をキラキラと輝かせながら、顔を近づけてきて）

　触れるだけのキスを交わしたのだ。

「葵……」

　蒼佑が名前を呼ぶ。

　過去と現実が錯さく綜そうする。

　その一瞬、葵の胸の奥の柔らかい心が息を吹き返し、彼に恋をしていたあの日に戻ったような気がした。ただ隣にいるだけで幸せだった、あの日のころに。

　肩が触れるだけでドキドキした、あの恋心が泣きたいくらい懐かしい。

　だが目の前にいる彼は昔の彼ではなく。自分も年を重ねて大人になっていて。

　現実の今、エレベーターの中で、お互いの吐息が触れるくらい顔が近づいていることに気がついて、葵はハッと我に返った。

　そして無言でうつむき、唇を噛みしめる。

（今……近かった……）

　どんどん頬が熱くなる。たぶん耳まで真っ赤だろう。とっさに自分を守るように、二の腕をかかえて抱きしめる。そんな葵を見て蒼佑は自嘲するように笑った後、唇を引き結んだ。

「葵。八年前、君を傷つけたことがこれでチャラになるわけじゃない。それはわかっている。結局俺がふがいないせいで、こんなことになってるんだから」

　蒼佑はそこでいったん息を吐き、新たに決意したように口を開く。

「でも俺は、今でもずっと君が好きだ。君に初めて会った時からずっと、今日、今この時までずっと、君だけが好きだ」

　蒼佑の低い声は少しだけかすれていた。甘い告白というよりも、思いを告げる彼の声にはまるで嘆願のような切羽つまった雰囲気があった。

「そんなの……」

　このままでは彼の思いに引きずられてしまいそうな恐怖があって、葵はとっさに首を振っていた。

「そんなこと言ったって、あなた、恋人がいたでしょう……？」

　仮に今はいなくとも、蒼佑が女性に放っておかれるはずがない。

（私にしたように、誰かにした……キスして、優しく抱きしめて……他の人に……）

　葵は自分の腕をつかむ指に力を込める。

「いない」

「嘘」

「嘘じゃない」

　蒼佑はきっぱりと言い放つ。

「許嫁を解消した後、君以外に好きだと思った女性はひとりもいない」

「でも」

「言い方を変えよう。この八年、君以外に口づけた女性はいない」

　再会したあの日の、強引なキスを思い出した葵は、また息が止まりそうになる。

「葵……」

　思っていたより近くで声がして、また心臓が口から飛び出るかと思った。ドキドキし通しだ。いつ息をしていいかわからない。

　戸惑いながら顔を上げると、蒼佑が壁に手をついて顔を近づけている。一応、距離を取っているつもりなのだろうか。けれど近い。

「そんなの……無理でしょ……？」

　葵だってもう十代の女の子ではない。現実、婚約を解消しているなら、彼がどこの誰とそういう関係になろうと責められない。だが蒼佑はきっぱりと首を振る。

「どうして？　無理じゃないよ。俺は好きでもない女を抱いたりしない。俺が抱きたいのは、今も昔も、君ひとりだけだ」

　抱きたい。直接的な言葉に葵は衝撃を受ける。

　もちろん今さらだが、当時高校生の葵は、キスをしたり、髪に触れたり、抱きしめられることはあったが、それ以上の肉体関係はなかった。

　蒼佑はあくまで葵の気持ちを尊重し、無理強いをすることなど一度もなかったのだ。当時、葵は潔癖な女の子だったので、耳年増の友人たちに、『男は我慢できないものだ。我慢させると、浮気する』と言われて、たいそうショックを受けた記憶がある。

　そしてそれとなく、当時すでにキスをするようになっていた蒼佑に尋ねたのだが、『君が大人になるまで待つよ。浮気もしない』と言われたのだ。

　今考えれば、それは夢物語に過ぎない発言だったと、葵も理解できる。

　据え膳食わぬは男の恥。男は浮気するもの。心と体は別。

　あたり前のように世間で言われている男に一方的に都合のいい常識を、葵もまたそういうものなのだろうと思い込んでいた。なのに蒼佑は、今でも誰とも寝ていないと言う。

（本当に……？）

　葵の頭は混乱した。そんなことが可能なのだろうか。意味がわからない。

「俺には葵だけだ」

　戸惑う葵に蒼佑の顔が近づき吐息がこめかみに触れる。

「君は昔からかわいかったが、大人になってとてもきれいになった。許されるなら、大人になった君を愛したい……身も心も」

　その情熱的な誘惑に、葵の胸はぎゅうぎゅうと締めつけられる。

「……もうっ……やめて」

　葵は唇を震わせながら首を振った。

「やめろと言うのは、俺が嫌いだから？」

　そう問いかける蒼佑の眼差しは澄んでいた。唇から出る言葉はどこまでも甘く、強く、貪欲なまでに葵を求めているのに、その眼差しは純粋で美しかった。

「それは……」

　なんと答えていいのかわからない。戸惑っていると突然、バチン！と大きな音がした。

「きゃっ……！」

　葵が悲鳴をあげるのとほぼ同時に、エレベーターの中が真っ暗になる。すかさず蒼佑が葵の肩を引き寄せ腕の中に抱き寄せる。

「停電かな」

「おっ、落ちる!?」

「落ちない」

　蒼佑はきっぱりと言い放ち、そのまま正面から葵を包み込むようにして抱きしめた。

「俺のことは、海に流されて漂流している時にたまたま見つけた板切れだと思って、しがみついていたらいい」

　そうやってなだめるように葵の耳元でささやく。

（もうやだ……）

　おかしなことを言うと思ったが、葵は恐怖のあまり、思考する意思を手放すしかなかった。

　それから数分後。パチンと明かりがつき、ホッとすると同時に、エレベーターのドアが開く。

「いや～！　大変申し訳ありませんでした！」

　階段から上がってきたのだろうか。エレベーター会社の作業員らしき男性がふたり、深々と頭を下げながら姿を現した。

「体は大丈夫ですか？」

　今が夏なら熱中症にでもなったかもしれないが、季節は春だ。気疲れしただけでなんともない。葵は顔を上げて首を振った。

「大丈夫です。急に電気が消えたからびっくりして……」

　なにげなく腕時計を見れば、あれから一時間弱経っていた。

　蒼佑の電話で急いで来てくれたのだろう。別にクレームを言うつもりはない。

「立てる？」

「うん……」

　葵は蒼佑に手を引いてもらいながら立ち上がると、何度も頭を下げる作業員に会釈し、部屋の前まで、なんとか重い足を引きずって歩いていく。急に明かりがついたせいか目がチカチカした。蒼佑が持っていたバッグを受け取り鍵を捜すがうまく持てない。そのままチャリンと鍵を落としてしまった。

「俺が開けよう」

　それまで黙っていた蒼佑が鍵を拾いドアノブに差し込む。当然ドアはすんなりと開き、そのままふたり、もつれるように玄関の中に足を踏み入れていた。

「はぁ……」

　葵の口から大きなため息が漏れる。

　ひどく疲れていた。このまま玄関にうずくまり、横になりたいと本気で思ったくらいだ。

　そんな様子が伝わったのか、蒼佑は「失礼」と軽く断りを入れただけで、葵の了解を得ることもせず、軽々と抱き上げてしまった。

「あっ……」

　突然体が宙に浮き、思わず体を強張らせる。

「君を寝室に運ぶだけだ」

　蒼佑はささやいて腕の中の葵を見下ろす。

「どっち？」

　自分の部屋を尋ねられていると気づいた葵は、慌てて口を開く。

「あ……あっち」

　廊下を挟んで左の部屋を差すと、蒼佑はなんのてらいもなくドアを開け壁際のベッドまで葵を運び、そっと体を横たわらせた。

「あの……」

　体が慣れたベッドの上に置かれる。葵は戸惑いながら蒼佑を見上げた。

　言いたいことはたくさんあった。だが言葉が出てこない。ただ暗やみの中でも映える、蒼佑の顔を見つめることしかできない。

「今日はもう休んだほうがいい。おやすみ」

　そして蒼佑は起き上がろうとする葵の肩に手を置き、部屋を出ていった。

　あれだけ濃密な時間を過ごしたというのに、呆気ない。

　まるで夢のように姿を消してしまった。

「……行っちゃった」

　葵はふうっと息を吐き、そのままバタンとベッドに背中から倒れ込んだ。

　八年前のこと。蒼佑から、気持ちは昔から今でも変わっていない、だから本当は、葵は傷つかなくてもよかったのだと言われたことが、頭の中でグルグルと回っている。

（でも、だからって……時間は元には戻らない）

　彼が変わっていなくとも、自分の気持ちはあのころの自分とは、大きく変わってしまった。

　好きだったからこそ、憎み、怒りを覚え、身を裂くような悲しみの中にずっと生きてきた。

　はいそうですかと受け入れられるほどの余裕は葵にはない。

　そう考えてみれば、蒼佑が好きだった自分は、もういないと言っても過言ではないのだ。

　今ここにいる自分はもう変わってしまった人間だ。

（それでも好きだなんて本当に言えるの？　あの人が好きになった私は、もういないのに……）

　葵は複雑な気持ちになりながら、目を閉じていた。










新しい朝、新しい関係




　ベッドの上の目覚まし時計がけたたましく鳴り響く。

「う……ん……」

　何度も寝返りを打ちながら葵は朝が来たことを知った。繰り返されるスヌーズ機能を止めて重たい上半身を持ち上げる。こめかみの奥がズキズキと痛い。二日酔いというわけではなく、純粋に疲れているのだろう。

「はふ……」

　ベッドから抜け出して鏡を見ると、昨日着た服のままだ。今日は仕事は休みなので焦る必要はないが、とりあえずシャワーを浴びたい。ガチャリとドアノブを回して廊下に出た瞬間。

「っ……っ、きゃあああああ!!」

　葵は叫び声をあげていた。

　それもそうだろう。ドアを開けた目の前の廊下に、なんと蒼佑が座っていたのだ。壁にもたれるようにして腕組をし目を閉じていた彼は、葵の絶叫に目を覚ましたのか、少しぼんやりした表情で葵を見上げ、それからにっこりと微笑んだ。

「……おはよう」

「おおっ……おはようって……！　な、な、なんでここにいるの!?」

　心臓がありえないくらいの速さで跳ねている。アワアワする葵だが、蒼佑はおっとりと落ち着いた様子で廊下を立ち上がった。

「ひとりで残すのが心配で」

「いやいや！　小学生じゃないし！」

　思わず葵は素で突っ込んでしまっていた。

「そうはいっても、気になるだろう。ひとりにしておいて、危険が迫ったらどうしよう、とか。普段はナツメくんがいるから心配いらないが……」

　蒼佑は腕を伸ばしたり、首を回したりした後、軽く目をこすって、腕時計に目を落とした。

　いつもビシッときれいな蒼佑だが、さすがに廊下に何時間も座っていたせいか髪は乱れ、スーツもしわが寄っている。

（私のために、廊下に座って番をしていたってこと……？　いやでもせめて、廊下じゃなくて、ソファにでも寝ればよかったのに……）

　彼は開かないドアを見ていったいなにを考えていたのだろう。

　本当に意味がわからない。葵はふうっとため息をついた。

（でも……）

　この時点で、葵の心は決まっていた。少し、緊張しながら口を開く。

「シャワー浴びてください」

「ん？」

「洗えるものは洗濯機の中に入れておいて。着替えはナツメの物を置いておきますから、それに着替えて。とにかくシャワーを浴びてください。このままではちょっと……アレだから」

「アレ？」

　蒼佑が不思議そうに目を細める。

「アレって言ったら、アレですっ……！」

　葵は顔を赤くしながら蒼佑に詰め寄ると、腕をつかみグイグイとバスルームへと引っ張っていく。

（このままじゃ、私、ただの恩知らずな失礼な人になってしまうから……今ここで、あの人に親切にする意味は、それだけ。それだけ……！）

「いいから、私の言うこと聞いて！」

「わかった」

　小学生のような葵の一方的な剣幕に、蒼佑は押されながらも素直にうなずいた。そしてバスルームへと向かう。

「はぁ……」

　葵は彼の背中を見送ってため息をつく。

　昨晩の自分は、どう考えても蒼佑に迷惑をかけ通しだった。あのエレベーターの中でひとりだったらとても耐えられなかった。想像すると、ゾッとする。

　たとえ相手が蒼佑であっても、彼が自分を落ち着かせてくれたのは事実だ。

　だからこれは、最低限のお返しなのだ。

（大人として、受けた恩を返すだけ……！）

　葵はそう自分に言い聞かせながら部屋に戻り、拭き取りシートでメイクを落としルームウェアに着替える。それからナツメの新しい下着やルームウェアを洗濯籠の上に置き、代わりに彼が脱いだスーツを持ち出してブラシをかけた。

　上等なスーツというものは立体的にできていて、ハンガーにかけてもすっきりとそのシルエットを保っている。

（それにしても、おっきいんだな……）

　蒼佑の体を包んでいないジャケットは、葵からしたらまるでマントのように大きく見えた。そっとスーツの肩のラインを指でなぞる。蒼佑は物腰は柔らかく口調が穏やかなせいか、あまり圧力を感じない。

　だがこうやって見ると、彼はやはり男なのだと、少しだけ胸がざわめいた。

　そしてふと、『抱きたいのは葵だけ』という蒼佑の言葉を唐突に思い出して、体の表面がピリリと粟立つような不思議な気持ちになる。

　それは甘やかな痛みを伴った感覚だった。

「っ……」

　葵はサッとスーツから後ずさると、両手でパチンと自分の頬を叩く。そしてブルブルと頭を振って蒼佑という邪念を追い出した。

（なに考えてるの、私……）

　キッチンでいつもより丁寧に手を洗い、顔を引きしめた厳しい表情で冷蔵庫を開ける。

　いつも朝はナツメが作ってくれるのだが、朝一番の衝撃で体もしっかりと起動したのかもしれない。

（なんだか私、すごくおなかが空いてるみたいだけど……当然よね）

　ボウルに卵を落とし、牛乳とお砂糖を入れてレンジで解凍したバゲットを浸す。冷蔵庫からレタスとハム、キュウリ、玉ねぎ、にんじんを取り出して、適当に刻んだりスライスしたりする。

　別に蒼佑のために一生懸命に作ったわけではない。甘くて美味しいフレンチトーストも、盛りだくさんの野菜のサラダも自分のためだ。

　だがシャワーを浴びて、テーブルの上の料理を見た蒼佑は、最初ポカンとしていたが、食事がふたり分用意されていることに気がつくと、キラキラと目を輝かせ、ひどく感動した様子で葵に詰め寄った。

「葵、ありがとう！」

　そしてそのまま大きく腕を広げて、その胸の中に葵を抱き寄せてしまった。

「きゃっ！」

「本当に、夢みたいだ……いや、夢かな。俺に都合がよすぎる」

　蒼佑は何度も、これは夢かもしれないと言いながら、葵を抱きしめる腕に力を込めていく。彼からボディソープの香りがした。

　まるでサンタクロースからプレゼントをもらった子供のような喜びように、葵の息はつまりそうになってしまった。

「くっ……苦しいっ……」

「あ、ごめん」

　蒼佑はそう言いながら腕の力を緩めるが、抱きしめた腕は離さなかった。ウットリした様子で、そのまま葵の首筋に顔をうずめる。

「これは昨日のお礼なんだろう。君は真面目だからこういうことをするだけで」

「そっ……そうよ……勘違いしないでっ……」

　葵はそう言いながら、蒼佑の胸をぐーっと手のひらで押し返して距離を取る。

（もーっ……私お風呂入ってないのに……）

　なんとなく抱きしめられた時に、首筋の匂いを嗅がれた気がした。自意識過剰かもしれないが、恥ずかしすぎる。

「食べてていいから」

　彼が食べている間、葵はシャワーを浴びるつもりだった。

　だがそれを聞いて蒼佑が目を丸くする。

「一緒がいい」

　彼らしいと言えば彼らしい。だが葵は首を振った。

「冷めるじゃない。お先にどうぞ」

　葵はサッと身をひるがえしバスルームへと向かった。

　冷める冷めないはただの言い訳だった。葵は蒼佑と一緒に食卓を囲みたくなかった、それだけだ。

　ナツメと使っているテーブルは小さなもので、ふたりが向き合うと膝がくっつきそうになる距離だ。そんな近くで蒼佑と同じものを食べ、向かい合って、声を聞いて心を揺らしたくない。

（食べたら帰ってって、言えばよかった……）

　まだほのかにあたたかいバスルームで換気扇を回しながら、熱いお湯を浴びる。いつもより時間をかけて髪を洗い、体を洗って仕上げにボディクリームを塗った。

「ほわ……」

　新しい部屋着に着替えると、急に気持ちがリラックスしてきたのか、あくびが出る。眠いわけではないのだが神経が疲れているのだろう。半分ぼんやりしながら髪を乾かし、リビングへと向かう。

「あ」

　なんと蒼佑は三十分前と変わらずそこにいた。皿の上は手つかずだ。

「あなたって……」

　思わず深いため息が口からこぼれる。

「ああ。俺、しつこいんだ。自分で言うのもなんだけど」

　蒼佑が悪びれた様子もなく笑う。

「そうね……まるでこっちが根負けするのを待っているみたい」

　葵は肩をすくめ、キッチンに置いてあるコーヒーメーカーをセットする。背中に蒼佑の視線を感じたが、気がつかないふりをした。

　葵はゆっくりと、穏やかに口を開く。

「ねぇ……私はもう昔の私とは違うの。あなたが好きでいてくれた、あなたに一途だった私ではないの。私はもうあのころの自分には戻れない。なのにそれでも好きっておかしいと思う」

「――」

「あなたはきっと、失敗した過去をやりなおさなければならないんだって、勘違いしてるんだと思う。でもいいのよ。時間は過ぎてしまった。終わったの。だからもう忘れたっていいの。あなたは自由になっていい」

　葵は思う。

　過去を忘れられず、愛されなかったことをいつまでも苦しんでいた自分が言うことではないかもしれないが、蒼佑は失敗してしまった過去をやりなおしたいと思う気持ちが強すぎて、むきになっているのだ。

　三十年生きてきて、思い通りにならなかったのが、自分との婚約破棄だけだったから、それだけのこと。蒼佑はその事実を受け入れるべきだ。

　そうすればきっと彼を苦しめている思い――まるで彼ひとりにかかった呪いのような思いは消えてなくなるだろう。こんな風に自分らしくない振る舞いをしなくてよくなるはずだ。

　彼は本来、自分のようなどこにでもいる女にかかわって、時間を消費するような立場の人間ではないのだから――。

　コポポ……と音を立てて、コーヒーが落ち始める。香ばしいいい香りがキッチンに広がっていく。

「コーヒー飲む？」

　葵は穏やかに尋ねる。たぶんそれは彼に再会して一番、穏やかな気持ちから発した言葉だったかもしれない。

　だが次の瞬間。葵の体は背後からきつく抱きしめられていた。

「っ……!?」

　まったく気がつかなかった。大きな手が背後から葵の肩をつかみ、もう一方の手は腰のあたりをがっしりとつかんでいる。葵はなんとか肩越しに振り返ろうと身じろぎするが、覆いかぶさるように抱きしめられているのでビクともしない。

「ちょっと……」

　抗議の声をあげかけた葵だが、

「この思いが、勘違い？」

　首筋から低い声が響いて、声をのみ込んだ。

　まるで地の底から響いてくるような声色に葵は一瞬気おされる。

「日本にいたころは、なにを見ても、君を思い出してつらかった。逃げるようにアメリカに行っても、黒髪の女性を見て、君が会いに来てくれたんじゃないかと追いかけたことだって、一度や二度じゃない。昔は毎日、君を抱きたいと心の中で思っていたのに、性欲もさっぱり消え去った。どんな女に誘惑されても、気持ち悪さが走って鳥肌が立つ。たぶん君と別れてから、人として、俺の中のなにかが欠けてしまったんだ。そんな俺が壊れていると言うなら、そうかもしれない。でも……」

　でも、とつぶやいて、蒼佑の腕の力が緩む。

「八年経って君は変わったと言った。でも俺にとっては、君は君だ。ずっと夢に見ていた、君なんだ。忘れたら楽になれると言われても忘れたくない。そんなことになるなら、死んだほうがマシだ」

　蒼佑の吐息が首筋に触れる。

「頼む。俺から見えないところに行かないでくれ。俺の思いを否定しないでくれ。過去の俺を憎んでいいから、今の俺を愛してくれ……！」

　蒼佑の告白は、一方的で支離滅裂だった。いや、彼は再会してからずっと無茶苦茶だった。

　今日この告白だってなかば脅迫のようだと、葵は思う。他人が見れば、待ち伏せ上等な上に職場までやってくる蒼佑は、完全にストーカーだろう。なのに――。

（どうしよう……私……）

　鼻の奥がツンと痛くなると同時に、心の中の奥底にしまい込んでいた十八歳の葵が、自分は恋を失ったわけではなかったのだと知って、安心している気がした。

　確かにこの瞬間、過去の自分は癒された気がした。

　でもだからなんだというのだ。

「私……」

　うつむいていた葵は、顔を上げ肩越しに振り返る。切なそうに自分を見つめる彼のグレーの瞳と視線が重なって、ひとつだけわかったような気がした。

「あなたも、私と同じように、どこかおかしくなったのね」

「……そうだな」

　過去の記憶に苦しんでいるのは自分だけだと思っていた。だがこの人も自分と同じなのだ。むしろ彼の立場からして、ひっそりと生きる葵より、ややこしいことになっているかもしれない。

「かわいそう」

　だから揶や揄ゆでもなんでもなく、『かわいそう』は、まごうことなき葵の本心だった。

「私、よくわからなくなってきた。どうしたらいいの」

「だったら今目の前にいる俺を見てくれ」

「今……？」

　葵が薄く笑うと、蒼佑は葵の肩に両手をのせて自分の方に正面から引き寄せる。

「俺はかわいそうじゃない」

　彼の言葉に促されて、顔を見上げる。

「俺は、愛する君を腕に抱いて今この瞬間を幸せに思う、ひとりの男だ」

　きらめくグレーの瞳が甘やかに輝きながら葵を見つめる。じっと見つめていると彼の世界に閉じ込められてしまうような錯覚を覚える。

　蒼佑の長いまつげがゆっくりと伏せられる。

　葵もつられるように目を閉じていた。

　ふたつの唇がおずおずと重なる。懐かしいような、怖いような、不思議な感覚が葵を襲う。

　葵の小さな唇がわななくと、蒼佑はそれをなだめるように、甘やかすように、またキスを繰り返す。最初は表面を触れ合わせるだけ。けれどそれも繰り返せば、さざなみのような快感が押し寄せてくる。

「あ……」

　吐息交じりに葵が息を吸うと、蒼佑は目を細めて葵の下唇を、噛む。

「んっ……」

　その瞬間、ピリリと全身に甘い痛みが走った。

　とっさに顔を背けようとしたら、蒼佑の大きな手が頬を押さえて正面を向かされる。そしてもう一方の手は腰に回り、グイッと体を引き寄せられる。その力強さに、葵は慌てて蒼佑の腕をつかんで外そうとしたが、彼の逞しい腕はびくともしなかった。

「葵……」

　そしてこの状態に満足した蒼佑は、またゆっくりと、葵の唇を征服することに集中し始める。頬を傾けた蒼佑の唇が、キスで強引に葵の唇を割って口内に舌をねじ込む。舌は有無を言わさず葵の舌を巻き取り、口こう蓋がいをなめ上げて、葵から理性を奪っていく。

「ん、ん……っ……はっ……」

　息が苦しい。次第に葵の呼吸が速くなっていく。

　昔、蒼佑はこんなキスはしなかった。せいぜい唇を触れ合わせるライトなキスを繰り返すだけだった。それでも葵は毎回ポーッと熱に浮かされて、蒼佑を苦笑いさせていたのだ。

　だがこのキスはどうだ。

　彼の思いに忠実で、強引で、一途で。言葉はないけれど、『君を俺の自由にしたい。思い通りにしたい』という薄暗い欲望が、ひしひしと伝わってくる。

（頭が、ぼうっとする……。頭が、変になりそう……）

　葵は蒼佑の腕をつかむ指に力を込める。

「ん……？　もっとしてほしい？」

　それに気づいた蒼佑が、わざとらしく尋ねる。

　そんなはずないし、疲れたから少し休みたいと言いたいが、口が思うように動かない。たくさんの言葉を紡げる理性がない。そもそも蒼佑は恐ろしく頭の回転が速く、人の気持ちをくむ男だ。わからないはずがない。なのでこれは蒼佑の意地悪なのだ。

「馬鹿……」

　そして一方、今の自分で思いつく限りの悪口がこれで。己の経験値の低さと、ボキャブラリーのなさに情けなくなるが、蒼佑は葵の悪口にまた嬉しそうに目を細めると、ぐっと己の下半身を葵に押しつけてきた。

　大きくて、熱い塊がおへそのあたりにぶつかる。

　一瞬、押しつけられているソレがなにを意味しているのか、葵はわからなかったが、自分を見下ろしつつ、相変わらずニコニコと笑っている蒼佑を見てハッとした。

「へっ……変態っ……」

「ああ……そんなこと言われると、また興奮するな」

　だが蒼佑はそんなことでたじろぐような男ではなかった。

「昔は、コレに気づかれないようにするのが、大変だった……」

　なぜか懐かしそうに、しみじみしつつ、そのまままた、葵の唇をキスで塞ぐ。

「んんっ……」

　唾液を流し込まれ、逆にすすられる。せっかくきれいにブローして乾かした髪も、蒼佑の手で乱されて、クシャクシャになっていく。蒼佑の唇が顎下から、耳たぶへと移動して、舌が穴の中にねじ込まれた。耳の奥から響く音は卑ひ猥わいで、葵はそのまま卒倒したいくらい、恥ずかしくなった。

「んっ、あっ……！」

　今まで感じたことがない感覚に衝撃を受ける。葵が背をのけぞらせると、蒼佑はさらに頭をかかえ込んで、執しつ拗ように攻める。

「葵……気持ちいい？」

　低いバリトンの声が耳から体の中に注ぎ込まれる。

「やっ……」

　葵は震えながら首を振った。蒼佑の声は武器だ。女をたぶらかす魔力を持っている。

　彼が普段人一倍、清潔感と凛としたたたずまい、そして清廉潔白な人柄であるように振る舞っているのは、これを隠すためではないかと、そんなことすら思う。

　蒼佑は、魔性の男なのだ。

（今さら気づいた……！）

　だがもう遅い。葵は涙目になりながら蒼佑を見上げた。

「待って……」

「待たない。もっと気持ちよくしてあげたい……。さらに正直に言えば、俺に乱される君が見たい……すごく……見たい」

　蒼佑は瞳を熱っぽく輝かせながら己の膝を葵の足の間にねじ込む。彼の勢いはとどまることを知らない。

「もうっ……！」

　葵は顔を真っ赤にしたまま、こぶしを握って蒼佑の胸を叩く。

（このままでは台所で、卑猥なことになってしまう！）

「もうっ、もうっ、やめてっ……！」

　わりと真剣に拒否の声をあげると蒼佑がぴたりと動きを止めた。

「――だめ？」

　葵の怒りが伝わったらしい。美しい眉をひそめて顔を覗き込む。

「だっ……だめっ……」

　犬に向かって、ステイと叫ぶノリで葵は首を振った。

「どうしても？」

　念押ししてくる蒼佑だが、葵も譲らなかった。

「どうしても、よ！」

「わかった」

　しばらく迷ったようだが蒼佑は軽くため息をつくと、膝を引いて、両手で葵の乱れた髪を整え始める。自分で乱したくせに、丁寧に長い指で額にかかる髪を払い、頬に張りついた髪を取り除き両手で葵の頬を包み込むと、そのまま顔を近づけてそっと額に口づけた。

「葵……」

　まるで祈りを捧げるように葵の名を呼ぶ蒼佑に、葵はなんとも不思議な気持ちになる。

（私……いったいどうしたらいいんだろう……）

　流されたと言い訳するつもりはない。確かに蒼佑は強引だったが受け入れたのは自分だ。

　今の自分を見てほしいと言われて、必死に迫ってくる蒼佑を受け入れてしまった。だが彼が思ってくれるほど、自分はまだ覚悟ができてない。昔のように、ただ無邪気に好きと言えない。複雑な感情が葵の胸の中に渦巻いていた。

「――少し時間をくれる？」

　葵なりにいろいろ考えて出した返事は、それだった。

「ああ」

　蒼佑はうなずく。

「君はゆっくりでいい……」

　繊細な手つきで蒼佑は葵の頬を撫でて、それからさらさらと髪を指ですく。

「その間、俺は君に、俺の気持ちを信じてもらえるよう努力する」

「努力？」

　葵が首をかしげると、蒼佑は色気をにじませた目で熱っぽく見つめてくる。

「好きだと言ったり。触れたり、抱きしめたり」

「それって……今までとどう違うの」

「なにも違わないな」

　葵の素朴な疑問に蒼佑はクスッと笑った。そして葵の顎先を、指ですくうように持ち上げると、頬を傾けて顔を近づける。

「好きだと言うのも、キスも、俺がしたいことばかりだ」

　キスの気配に、葵はまた戸惑いながらも目を伏せかけていたのだが。

「あ！」

　突然、その場の雰囲気をぶち壊すような、あっけらかんとした声がキッチンに響いて、ギョッとした。

（え……？）

　その声に葵の体から血の気が引く。まさかと、ギクシャクしつつ声のしたほうを振り返る。蒼佑も同じだ。顔を離して葵と同じ方向に顔を向けた。

　夢であってほしいと思う葵だが、現実はシビアだった。

（う……嘘だと言って……！）

　キッチンの入り口に、目を丸くして棒立ちしているナツメを発見して、葵はその場に倒れそうになってしまった。




「いや～邪魔して悪かったね、葵ちゃん」

　ナツメはケラケラ笑いながら、葵が作ったフレンチトーストとサラダを食べ、蒼佑がマグカップに注いだコーヒーを飲む。

　薄手のパーカーにデニムという姿のナツメは、昨晩友人の家に泊ってきたはずだ。

　まさか午前中に帰ってくると思っていなかったので、葵はこの状況にショックを受けていた。

（ああ、最低だ……弟に見られたなんて……）

　葵はショックのあまり一気に食欲が失せてしまった。とりあえずコーヒーにたっぷりと牛乳を入れて飲みながら、ナツメとテーブルで向き合う。

「あのね、なっちゃん。これには深い訳があって」

　とりあえずナツメは過去のいろんな事情を知らないので、誤解しているはずだ。すべてを語るつもりはないが、今は単純に蒼佑と付き合っていると思われては困る。

「あー、はいはい。いいって、そういうの。ふたりの仲のことでしょ」

　ナツメは軽く首を振って、それから葵の背後で、立ってコーヒーを飲んでいる蒼佑を見上げた。頬を緩ませニヤニヤが収まらないようだ。なにを言うわけでもなく、「いやいや、うんうん……」とひとりで納得している。

　いろんなことを勝手に妄想して結論づけている。そんなナツメを見て蒼佑もちょっとまずいと思ったのだろう。

「ナツメくん。俺が一方的に、彼女に迫っているだけだから」

　蒼佑は若干苦しいフォローを入れたのだが、無駄だった。

「まぁ、そういうことにしておいてあげますよ」

　ナツメはあっさりとそれを受け流して、葵に微笑みかけた。

「よかったね、葵ちゃん」

「いや……うん……」

　これはもうどうしようもなさそうだ。

（なるようになれ、だわ……）

　とりあえずこの場では葵は苦笑するしか、取るべき方法が見つからなかった。

　その後ナツメは食事を終え、「じゃあ天野さん、またね」と頭を下げ、眠い眠いとあくびをしながら部屋に戻ってしまった。

「これで、ナツメくんに隠さなくてよくなるじゃないか」

　蒼佑は落ち込み気味の葵とは違い、かなりご機嫌だ。

　端整な顔がキラキラと輝いている。

「隠さなくていいもなにも……私が知られたくなかったのは、過去のことだもの」

　もちろん今現在だって、恋人と思われるのは不本意でもあるのだが。

「昔のことは話さないつもりなのか？」

　蒼佑がおや、という顔をして軽く首をかしげた。

「ええ。だって知らなくていいことだし……それに、ナツメが昔の私たちのことを知ったら、あなた、嫌われるんじゃない？」

　過去から蒼佑がかかえている後悔の思いは抜きにして、少し意地悪のつもりで言ったのだが、それを聞いて蒼佑はかすかに目を細め意味深な笑顔を浮かべた。

「そうかな？　ナツメくんはとても頭がいいし、柔軟な発想ができる子だと思うけど」

　ちょっと自信ありげな物言いが少しばかり葵の気に障った。

「なっ……なんなの、私よりナツメのことを知ってるみたいな言い方して……」

　確かにナツメはとても頭がいい子だ。だが姉である自分を差し置いて他人の蒼佑に言われるのはおもしろくない。

　それで大人げなくむくれてしまったのだが、蒼佑はふっと笑って葵の顔を覗き込んできた。

「そうか。ごめんね」

　その〝ごめんね〟は、まるで恋人の機嫌を取るような優しいイントネーションで、急に恥ずかしさが押し寄せてきた。

「あっ……謝らないでいいから」

　基本的に穏やかな蒼佑と話をしていると、自分が妙に子供っぽくなってしまう気がする。

（昔もこうだったっけ……？）

　思い返してみると確かにそうだったかもしれない。

　もちろん昔の自分はただ素直にまっすぐに、蒼佑を追いかけていただけなのだが……。

「じゃあ俺は帰るよ。長居して悪かった」

「いや……うん……」

　玄関に向かう蒼佑についていき、複雑な気持ちになりながら靴を履く蒼佑を見上げた。

「ん？」

　葵の物言いたげな視線を受けて、グレーの瞳が、きらめきながら葵を見下ろす。言おうかどうか迷ったが、勇気を振り絞って軽く頭を下げた。

「あの……今さらかもしれないけれど、私、再会してから、ひどいことばかり言ってたし、態度も悪かったと思う。謝ります……ごめんなさい」

　すると蒼佑は驚いたように目を見開いて、首を振る。

「いいんだ」

「でも……いや、本当によくなかったと思うから」

　葵は唇を引き結んだ。自分をつらい目にあわせた男だから、傷つけてもいい。そういう気持ちが、確かに葵にはあったのだ。

　すると蒼佑も少し考えるように目を伏せた後、

「俺も、悪かった。ずっと一方的で、強引だった」

　とささやいて、葵の手を握った。

「追えば逃げられるとわかっていたのに、我慢できなくて、今君を見失ったら、二度と会えない気がして……」

　蒼佑の手は大きく熱い。葵の両手を包み込み指先で愛おしそうに何度も撫でている。

　今までの葵なら、「触らないで」と叫んで振り払っていただろう。

　だが今日の葵は昨日の葵とは違う。

　静かに蒼佑の手のぬくもりを感じながら、謝罪の言葉を聞いていた。

「昨晩、津田さんにはっきり言われなければ、俺は君を追いつめる一方だったと思う。そしてもっと傷つけていただろう。そうなる前に話ができてよかった。彼には感謝してる」

「うん……伝えておく」

　葵もこくりとうなずいた。きっと渉は、表面上おもしろがっている顔をして、喜んでくれるだろう。そんな気がしたのだ。

「それと……だな」

「なに？」

　歯切れの悪さが気になったので首をかしげると、蒼佑は少しためらいながら口を開く。

「今さらだが、連絡先を聞いてもいいだろうか」

「あ」

　葵はハッとして息をのんだ。

「君が嫌じゃなければ、教えてほしい。ちなみに教えてもらえない場合は、また君の仕事の帰りを待ち伏せしないといけなくなる」

　蒼佑は冗談ぽく言ったが、冗談にならないのがこの男だ。断れば、やはり彼は待ち伏せをするのだろう。想像しただけで勘弁してくださいと謝りたくなる。

「そ、そうね。それはちょっと困るし……」

　葵はしどろもどろになりながら携帯番号を口にした。

「わかった。ありがとう」

　蒼佑は口の中で何度か数字をそらんじてホッとしたような笑顔になる。

「覚えた。後で登録しておく」

　蒼佑は重い荷物を下ろしたと言わんばかりのゆったりとした笑顔を浮かべ、それから名残惜しそうに手を離し、ドアノブに手をかける。

「ありがとう、葵」

　そして彼はゆっくりとドアを開けて、静かに出ていった。

　一瞬開け放ったドアの向こうからさわやかな風が吹き込んで、葵の髪を揺らした。

　今日、この朝からなにかが変わっていく気がした。

（私、どうなるんだろう……？）

　それがまだなにかわからないながらも、葵はその変化を確実に感じていたのだった。










たとえば君が恋をするとして。




　蒼佑が葵の家に泊った日から十日ほど、表面上は穏やかな日々が続いた。

　蒼佑は仕事が忙しいらしい。おはようとおやすみの電話がかかってくる以外は、以前と変わらない生活が戻ってきたようだった。

（そうよ、これが私が求めていた普通の日々よ）

　蒼佑は葵と普通に会話ができるだけでも嬉しいらしく、今のところ選択を迫られないという余裕もあった。

　正直言って、蒼佑のことを好きか嫌いか。自分でもよくわからない。この先、どうなるか。長く恋を忘れていたから、どんな気持ちが恋なのかわからない。

　過去のすべてをなかったことにしているわけでもない。かといって、今の蒼佑に男としての魅力がまったくないと本人に向かって言い切れるほど、葵はかたくなではない。

（もちろんいつかはちゃんと答えを出して、あの人に伝えなければならないのだろうけど）

　すべては葵の気持ちひとつという単純な問題ではないだろうが、とにかく葵は落ち着いた現状に満足していたのだった。

　テレビをつけっぱなしにしたリビングで、ナツメの制服のシャツにアイロンをかけていると、風呂から上がってきたナツメがグラスに注いだジュースを片手に、リビングに姿を現した。そしてなにげない様子でいきなり爆弾を放り込んできた。

「ねえ、葵ちゃん、いつも家にいるけど。天野さんとデートとかしないの？」

「はっ!?」

　葵は、なにを言っているんだといわんばかりに、アイロンの手をとめナツメを見上げる。

「はっ？じゃないよ。葵ちゃん。なんで毎日毎日、家にいるの？　たまにはデートくらいしなよ」

「いや……いやいや……そういうのはちょっと」

　デートというのは、恋人同士、もしくはお互いに意識し合っているふたりがするものだろう。意識していないと言えば嘘になるが、葵は今のところ蒼佑とこれ以上深い仲になるつもりはない。この数週間で、完全にキャパシティーオーバーだ。なにか行動するにしても時間が必要だった。

「ちょっとって、なに？　もしかして俺に気を使ってる？　いいんだよ、外泊したって。俺もう子供じゃないし。葵ちゃんだって大人なんだから」

「がっ、外泊って……！」

　まさかのお泊りの提案に葵の顔は真っ赤になった。

「あのね、そういうんじゃないから！」

「でもこないだは、明らかに俺がドアを開けるまで、そういう雰囲気だったよね」

　ナツメが不思議そうに首をかしげる。

「うっ……」

　痛いところをつかれてしまった。

　このままではアイロンでシャツを焦がしてしまうかもしれない。葵はアイロンを切って、膝に手をのせた。

「あの時は葵ちゃんも、嫌がってなかったと思うけど。なに、もしかして葵ちゃんは天野さんのことを、もてあそんでるの？」

　それを聞いて葵はあんぐりと口を開けて首を振った。

　いったいどこの誰が、あの魔性の男をもてあそぶことができるというのだ。

「そんなわけないじゃない！」

「だって……天野さんは葵ちゃんのこと本気なのに。どうして本気の気持ちに、本気で返さないの？」

　ナツメは少し不服そうに唇を尖らせ、グラスのジュースを飲みソファに腰を下ろした。

　本気と言われて葵は唇を引き結ぶ。確かに蒼佑は本気だ。いいも悪いもなく、ただ一途に、今でも自分を愛していると言う。そばにいたいと懇願する。

　だから葵は彼のその強烈な思いに根負けして、一から関係を築くことを選んだのだ。

　なのにナツメには、葵が蒼佑をじらしているように見えるのだろうか。

　ずっと長くそばにいた姉よりも、最近知り合ったばかりの蒼佑の肩を持つのは、同じ男だからだろうか。いや、純粋に蒼佑を気に入っているのかもしれない。だから姉とうまくいってほしいと、思っているのだろう。

　ナツメに自分と蒼佑の過去を話すつもりのない葵は、言葉を選びながら口を開く。

「なっちゃん。あのね。私、適当にしてるわけじゃないの。そう見えるかもしれないけど……これでも真面目に考えてる」

　葵はじっと自分を見つめるナツメの目を見上げた。

「私、ずっと男の人と付き合うつもりもなかったし、これからもひとりでいいと、わりと本気で思ってるの」

「葵ちゃん……」

　それを聞いてナツメはどこか悲しそうな表情になった。

　東京に来て数年。姉に男の影がまったくないことに気づいていないナツメではない。だから純粋に、素敵なパートナーを見つけてほしいと思う気持ちと、それは必要ないと言い切る姉の気持ちの距離を感じて、複雑な心境に陥っているのだろう。

　そして葵も、ナツメの心配がまったくわからないわけではない。なので自分が今なにを考えているか、素直に伝えることにした。

「でもね……あの人が……天野さんが、なっちゃんの言うように、本気で私にぶつかってくるのはわかってる。だから彼には時間をくださいって伝えてる。彼はそれを受け入れた。今はそんな関係。私たちは、正式に恋人というわけではないの。だからお泊りはしない。いい？」

「なるほど。わかった」

　ナツメは葵の説明を聞いて、とりあえずもてあそんでいるわけではないということは、理解したようだった。

「ちゃんと考えてはいるんだね？」

「そうよ」

　自分からアクションを起こす気はないということは、わざわざ口には出さなかったが、とりあえず最愛の弟の信頼を損なうのは避けられたと思うと、ホッとした。

　だがナツメはなにを思ったのか、「ちょっと待ってて」と言って立ち上がると、リビングを出て、封筒のようなものを持って、戻ってきた。

「これ、来週の週末、俺が出るファッションショー。っていうか、イベント。よかったら天野さんと見に来てよ。葵ちゃん、休みでしょ？」

　壁にかかっているカレンダーのシフトを見て、ナツメがにっこりと笑う。

（ん……んん？）

　葵は無言で目をぱちくりさせたが、ナツメはなぜか自信満々に肩をすくめる。

「葵ちゃん、二十六にもなってどんくさいからな。このままじゃ延々、天野さん待たされそうだし。そんなのかわいそうだし」

「いや、なっちゃん……」

　わかってもらえたとホッとしたのもつかの間。なんと弟から、ふたりで会う手はずを整えられそうになっている。お前はいったいどっちの味方なんだと尋ねるまでもなく、ナツメはどうも蒼佑の肩を持ちたがっている。

（た……大変だ！）

　葵からどっと冷汗が噴き出した。どうしようと完全に固まってしまう。

　そんな葵を見て、ナツメは少し拗すねたように首をかしげた。

「っていうか、葵ちゃん、俺の仕事たまには見に来てくれてもいいじゃん。普段は全然だし。もしかして、嫌なの？」

「い、嫌じゃないよ。見たいよ、でも姉が仕事場に来ると皆さんの邪魔になるかなって、思って、それで……」

「じゃあ来てよ。天野さんと一緒に」

　ナツメは真面目な顔で、葵に言い募る。

（なっちゃんの仕事は見てみたいけど……でも、デートって言われるのは……なんていうか、少し抵抗があるというか……）

　葵は若干しどろもどろになりながらも、必死で頭を働かせる。

「で、でも、私は休みでも、向こうは忙しいんじゃないかな……！」

「スケジュール把握してるの？」

「そっ、それはしてないけど……」

「だったら聞いてみなよ」

「うーん……あ、後で……？」

　こういう時に、葵は、どう言い逃れをしていいかわからない。そもそもナツメに口で勝てるはずがない。葵は基本的に不器用なのだ。

　どんどん歯切れが悪くなる葵に、業を煮やしたナツメが、ふうっと息を吐いた。

「わかった。じゃあ俺が聞いてあげる」

「ええっ!?」

「いいからいいから」

　そしてナツメはくるりと踵きびすを返し、さっさと自分の部屋へと戻っていってしまった。

「ちょっ……」

　残された葵は、リビングに取り残されてしまったがこれはまずい。

「ちょっと待って、なっちゃん！」

　慌ててナツメの部屋に向かい彼の部屋に乱入する。

「大丈夫だって、葵ちゃん。俺、天野さんの連絡先知ってるから」

「そうじゃなくて！」

　ベッドに座ってスマホを片手で操作するナツメから、スマホを取り上げようとしたのだが。

《もしもし？》

　ハンズフリー機能を使っているらしく、ナツメのスマホのスピーカーから、はっきりと蒼佑の声が聞こえてきた。通話が繋がってしまったらしい。

（遅かった……）

　葵はため息をついて、スマホを取り上げるのをやめナツメの隣に腰を下ろす。

「あ、こんばんは。天野さん、今大丈夫ですか？」

　一方ナツメはにっこりと笑って、会話が聞き取りやすいように、スマホをヘッドボードの上に置いた。

《大丈夫だよ。でもどうしたの、こんな時間に。なにか困ったことでもあった？》

　彼が言うように、気がつけば時間はすでに夜の十時を過ぎていた。それほど親しくない大人に電話をかけるには遅い時間だ。

「ううん、全然。ごめんなさい」

《いや、謝らなくていいよ。君からの電話は嬉しいし》

　そういう蒼佑の声は穏やかで丁寧だった。相手が葵の弟だからというわけではない。誰が相手でもそうなのだろう。人となりがわかる優しい声だった。

「それでね、電話をかけた理由なんですけど。来週の日曜日、俺が出演するイベントがあるから、来てくれないかなと思って」

《イベント？》

「うん。ティーン向け雑誌のイベントで、ファッションショーもあるんだ。それでついでと言ってはなんだけど、葵ちゃん、連れてきてもらえたらなーって」

　そう言いながら、ナツメは隣りで唇を尖らせている葵に向かって『言ってやったぞ』と言わんばかりに、軽くウインクをしてみせる。

（これって、褒めてもらえると思ってるのよね……はぁ）

　葵は内心ため息をつきベッドの上で姿勢を正す。さすがにこれ以上黙っているのは申し訳なさすぎる。

「あの……ごめんなさい」

《あれ、葵？》

　葵の声はちゃんと届いたらしい。だが、まさか葵がすぐそばにいるとは思っていなかったのだろう。声色が少し驚いている。

「夜分にすみません。あの、ナツメがその……わがままを言って……」

《……ああ。もしかしてナツメくんが気を使ってくれたのかな》

　さすが頭の回転が速い蒼佑なだけある。ナツメがなぜ電話をしてきたのか葵の声を聞いて、瞬時に把握したようだった。

「まぁ、そんな感じで……本当にごめんなさい」

　蒼佑に見えるわけでもないのに、膝に手をのせて頭を下げる。そんな姉の態度を見て隣に座っているナツメが、「えー」と不満そうに唇を尖らせたが、肘でこづいて首を振った。

（さて、どうやってあとはデートを断るかだけど……）

　きっと蒼佑はあれやこれやと理由をつけて一緒に行くと言うに違いない。

　そう思っていたのだが、蒼佑から返ってきた言葉は、葵の想像とは違っていた。

《ナツメくん、誘ってくれてありがとう。でも無理強いはもうしないと決めたから、その気持ちだけもらっておくよ。仕事、頑張ってね》

　まさかの返答に、葵の目が点になった。

（え!?）

　正直言って蒼佑のほうから断られる可能性は、まったく考えていなかった。

「そっかぁ……わかった。天野さん、無理言ってごめんなさい。おやすみなさい」

　ナツメは残念そうにうなずいた。

《うん、おやすみ》

　そして通話は切れる。葵はなんだか不思議な気持ちになりながら、目線を落とす。

（そっか……別にいいんだけど……ふぅん……）

　そんな葵を見てナツメがふふっと笑って顔を覗き込む。

「残念だったね。まぁ、実際は天野さん、葵ちゃんどうこうじゃなくて、仕事が忙しいのかもしれないね」

　本当に、たまたまスケジュールが合わなかったから、無理強いはしないことにしていると言ったのだろうか。

　だが逆に言葉通りだったら、蒼佑は今後どうやって自分と会うつもりなのだろう。

　待ち伏せはしないと約束したが、別に今後どうする予定だと言われたわけではないので、気になった。

（今までずっと強引だったのに……突然方向転換？）

　葵はどうにも気になって仕方ない。

（ん……？　だけどなんで私、そんなことが気になってるんだろう……）

　胸の奥がモヤモヤする。だがそれは自分に対してであって、蒼佑にではない。そうなると発散のしようがない。ただ憂鬱になるばかりだ。

　そんな姉を見て、ナツメはニヤリとおもしろそうに笑う。

「もしかして振られた気分になってる？」

　葵は頭を金づちで殴られたようなショックを受けた。

　なぜ、自分が振られなければならないのだ。

「はっ？　そんなわけないじゃない……っ」

　葵は慌てて立ち上がりブルブルと首を振った。

　あれほど拒否しておいて、距離を置かれて気になるなんて、わがままが過ぎる。

（こんなのなにかの気の迷いよ……疲れてるのかもしれないし！）

　葵は気を取りなおして、サッと立ち上がる。

「さて、アイロンの続きでもかけよっと……！」

　聞かれもしないのに、はきはきとそんなことをつぶやきながら、ナツメの部屋を出ていく。そんな姉を見て、「素直じゃないなぁ……」と、弟が苦笑いしたことにも、気づかずに。




　一方そのころ。都内のホテルのバーの個室では、男が三人、なにやら意味深に、顔を寄せ合っていた。

「よくやった」

　蒼佑が電話を切ると同時にそう言ったのは、ひと際華やかな美貌の持ち主だった。

　蒼佑の右隣に座っている彼の名は南なん条じょう瑞みず樹きという。南条ホールディングスという歴史ある大手金融系企業の御曹司で、かつてはグループ子会社の南天百貨店で働いていたこともある。だが基本的には本社勤務だったため、売り場の契約社員である葵からしたら、ほぼ知らない存在だ。

「よく、やったのかな……？」

　そんな瑞樹を見て軽く首をかしげるのは、蒼佑の左に座っている甘やかな王子様系で、神かみ尾お閑しずかという。職業は弁護士だ。

　蒼佑と瑞樹、閑は、学生時代からの友人で、三十を過ぎた今でも付き合いがある。

　今回の話題の中心は帰国したばかりの蒼佑だった。

　最初は真面目に仕事の話をしていたはずが、プライベートの話題になり、基本的に自分のことを話さない蒼佑の口からかつての婚約者に再会したこと、そしてもう一度やりなおしたいと思っているという発言が出てしまったばかりに、「その話詳しく！」と、男ふたりの格好の餌食になってしまったのだった。

　そして「たまには引いたほうがいい」と盛り上がっているところに、元婚約者の弟から電話がかかってきたので、テンションは最高潮だ。

　蒼佑が通話を終えるまで、ふたりして子供のように息をひそめていたのである。

「蒼佑は一度思い込むと、突っ走るところがあるからな。押しまくったのなら引いたほうがいい」

　瑞樹は訳知り顔にうんうんとうなずき、それからソファに背中を預けて、ワイングラスを傾ける。優雅にグラスを傾けるさまは堂々としたものだが、おそらく蒼佑の恋の行方ゆくえなど本当はどうでもいいと思っている、そんな気配が伝わってくる。

　瑞樹らしいといえば瑞樹らしい。

「またそんな適当なことを」

　閑は肩をすくめ、それから蒼佑の顔を覗き込んだ。

「でもさ、俺も最初はなにそれっておもしろがっちゃったけど、本当によかったわけ？」

「別に瑞樹にアレコレ言われたから、誘いを断ったわけじゃないんだ」

　蒼佑は苦笑して首を振る。

「ならいいけど」

　閑は見た目が王子様なくせして、仕事柄様々な立場の人とやりとりをするせいか、その内面はしたたかで強い。

　俺様な面があるため誤解されがちではあるが、人となりはまっすぐの瑞樹と、見た目や振る舞いは完璧な優等生のくせに、その心は複雑怪奇で面倒くさい蒼佑の間で、うまくやれるのはこの男くらいだろう。

「なにかあったら相談して。友人としてでもいいし、法律のプロとしてでもいいし」

「ありがとう。恩に着る」

　蒼佑は唇に上品に微笑みを浮かべて、うなずいた。

　それから三人の会は間もなくしてお開きとなった。




　蒼佑は個室からカウンターへと移動して、ひとりでウイスキーの入ったグラスを傾けていた。

（押したら引く……か。そんな計算ができるくらいなら、こんな苦労はしていないな）

　蒼佑は自分が面倒な男だということを重々理解している。誰の目にも人格者のように映るのは、自分が誰にも好かれようと思っていないからだ。

　博愛主義者のようで、誰よりも冷めている。それが天野蒼佑の本質だった。

　蒼佑の家庭は基本的には仲のいい家族だ。父は母を大事にし、母は天てん真しん爛らん漫まんさゆえのわがままな部分はあったが、それでもよく父に仕えていた。蒼佑自身、両親に跡取りとして大事に育てられ、なに不自由ない生活を送った。

　だがどれだけ恵まれた環境にいても、蒼佑は満たされなかった。

　自分を大事にしてくれる家族、友人。それに、蒼佑のことを好きだと言ってくれるきれいで心優しい女の子たち。彼らから与えられる恩恵をあたり前のように受けながら、どこかつまらないと思っていた。

（俺、おかしいのかも）

　中学生になるころにはそう自覚していたし、だからこそ逆に自分を慕ってくる人たちの心をざわめかせないよう、優等生ぶることができるくらい蒼佑は大人びた子供だった。

　途中、瑞樹や閑という友人と出会い、多少楽しい時期もあったといえばあったのだが、蒼佑の心をしっかりと繋ぎとめることができる女性は、ずっとひとりも現れなかった。

　かといって天野家の御曹司として、品位を落とすような派手な遊びをするわけもなく、ただ周囲と余計な軋あつ轢れきを生まないように、その時一番正解と思われる女性を選び付き合うだけ。そして求められるがまま体を重ねていくうちに、蒼佑は自分の中に女性に対して、潔癖なところがあると気がついてしまった。

　好きだとも思わない女性に好かれれば好かれるほど、どうしてこの人は自分を愛してもいない俺を好きだと言うのだろうと、冷めていくのだった。

　触れられるのも嫌になり、別れを告げるのはいつも自分だった。

　だがいくら泣かれても心は揺らがなかった。

　蒼佑と付き合いたい女の子はそれこそ星の数ほどいて、肉体的な欲望を解消するには、困らなかったからだ。

　結局それは若さからくる傲慢さだけではなかったのだろう。

　自分は冷たい人間なのだ。

　そして蒼佑はそんな自分を変えようとは、まったく思わなかったのである。

　そんなある日――。

　蒼佑が二十歳になるころ、運命の出会いがあった。

　政治家で大臣経験もある国会議員の椎名要よう蔵ぞうと、知り合いのピアニストのコンサートで初めて言葉を交わした。椎名要蔵といえば、元検察官で泣く子も黙るカミソリ要蔵と噂される、一部界隈で非常に恐れられている男だった。

　もちろん蒼佑も例外ではない。要蔵のようなある種の審美眼を持った人間に、自分の底の浅さが露呈するのは、少し恐ろしいと感じるくらいの若さがあった。だが彼は、なぜか蒼佑を気に入ってくれた。気がつけばふたりで酒をくみ交わすような仲になり、年の差を楽しめる、友人同士になっていたのだった。

　蒼佑の人生が変わったきっかけは、些さ細さいなことだった。

　要蔵お気に入りのシガーバーでお酒を飲んでいた時に、自分はどこか冷たいところがあって、基本的に他人と関係を築きたいと思わない、という話をしたのだ。

　それを聞いて要蔵は少し楽しそうに笑った。

「たぶん君は、恵まれすぎているね」

「そうでしょうか」

「たまには思い通りにならない状況を楽しんでみたらいい。うちの孫娘なんか、相当手ごわいと思うがね」

　そして家庭教師をしてみないかと紹介されたのが、彼の孫娘である葵だった。

　葵はまっさらの新雪のような少女だった。蒼佑を見て隠すことなく驚いたように目を丸くして、それから顔を赤く染めてうつむいた。

　そんな葵を見て、蒼佑はかわいいなと思ったが、この子がどうして自分の思い通りにならないのだろうと、思ったのも事実だ。

　なにしろ蒼佑ときたら生まれてこの方、女性に苦労したこともなく、嘘偽り誇張なく、愛されるだけの人生を送ってきたのだから。葵にも当然、好かれるものだと思っていた。

　だが現実は違った。

　家庭教師を始めて一年間、葵は勉強の場所として、リビングを選んだ。彼女の部屋に招いてもらうどころか、一度もふたりきりにさせてもらえなかった。

　こちらから話しかければ、なんでも答えてくれるが、基本的には真面目に勉強をする気でいるらしく、蒼佑のプライベートには踏み込んでこなかった。

（もしかしてこの子は俺に興味がないのだろうか？）

　そんなことを考える自分に驚いたし、これでは要蔵の思うつぼではないかと、少し悔しくなった。

　だが相手は、五つも年下の女の子だ。振り回されるなんてプライドが許さなかった。

　そんなある冬の日のこと――。

　その日は応接間で勉強していて、パチパチと暖炉の炎が音を立てていた。

　テストの結果が返ってきて、成績がかなり上がっていた。葵の家族はもちろん、彼女自身も喜び、珍しく葵から話しかけてくれた。

「先生、私、勉強がようやく好きになりそうです。先生、ありがとう……よかったらこれからも、勉強教えてくださいね。私、頑張ります……！」

　裏も表もない、彼女からぶつけられたまっすぐな信頼と感謝の気持ちに、蒼佑は心を打たれて、泣きたいくらいの感動を覚えた。

『あなたならできるでしょ』

『完璧だもんな』

　そう言われて今まで生きてきた蒼佑にとって、信頼も感謝も軽いものだった。

　だが葵の言葉は違った。彼女の言葉には重みがあった。

　本当に彼女は自分に感謝しているのだと気がついて、そしてなおかつ蒼佑に報いようと、努力しようとしている。

　なんて愛おしい、そう思ったのだった。

「先生……？」

　白くて丸い頬を赤く染めて、うつむく葵の長いまつげが揺れる。

　照明に照らされて頬に影が落ちる。肩からこぼれる髪がさらさらと、柔らかなカーブを描いた胸に落ちていく。

「あ、ああ……こちらこそよろしくね」

　そう答えると葵はホッとしたように微笑んだ。

「はい」

　だが蒼佑はその瞬間、目の前の新雪のような少女に、どうしようもなく劣情を抱いてしまったのだ。

　頬にかかる髪をかき上げて、上を向かせ、強引に唇を奪いたい。

　彼女が嫌がっても強引にそうしたい。それは蒼佑が生まれて初めて感じた男の一方的な感情だった。

　こんなことを考えてはだめだと思うのに妄想が止まらない。

　いつもうつむいて、自分を見もしない彼女に己を見てもらいたい。

　その美しい黒い瞳に自分を映してほしい。自分の言葉で彼女の心を乱したい。

　長い髪に触れて指でかき分けたい。首筋に触れたい。

　誰にも触れさせたことがない場所に、触れたい。口づけたい。歯を立てたい。

　お互いに着ているものを全部脱いで、自由になって。強く鋭く、体を穿うがち、その心を貫きたい。強く、強く――。

　なにも知らない葵に対して、後から後から押し寄せてくる欲情に蒼佑は眩暈を覚えた。自分の中に、こんな獣のような感情があると知らなかった蒼佑は、ある意味恐怖を感じた。しかも動揺したまま要蔵にそのことをペラペラと話してしまったのだ。

　大笑いされたのは、言うまでもない。

「だから言ったろう。世の中には、君の思い通りにならない女もいるんだ。葵はね、本人には自覚がないが、相当慎重なたちだから。石橋を叩いても渡らない女なんだよ。世の中の女が、皆君に言い寄ってくると思ったら、大間違いだよ」

　要蔵の言葉はぐさりと蒼佑の心を刺したが、好きになってしまったからにはどうにかなりたい。そればかり考えて過ごすようになった。

（どうしたらいいんだ？）

　蒼佑は真剣に、戸惑った。嫌われてはいない。そのことはわかっている。だが男としてはどうだ。まったく自信がない。そもそも好かれ続けるだけの人生だったから、どう彼女を好いていいのかわからない。好きだといって拒まれたら立ち直れない。

　だが自分に自信が出てくるまで待っていたら、彼女は他の男に取られてしまう。

　それでなくても、日に日に葵は、美しくなってゆくのだ。

　結局、要蔵に頼るしかなかった。

「葵さんを俺にください」

　彼にはこうなることがわかっていたのだろうか。必死の面持ちでそう言ってきた蒼佑を彼は受け入れた。

「お膳立てはしてやる」

　そして天野家に蒼佑と葵の婚約話を打診してくれたのだ。

　あくまでも家同士の繋がりとしての婚約だった。

　蒼佑は、自分の本心をあまり知られたくないと思っていたので、それは願ったりかなったりだった。

　自分の中に渦巻く、どろどろとした熱いマグマのような思いを葵に知られたくなかった。

　かつて自分が他の女性に感じていたような、冷淡な気持ちを葵に抱かれたら……。

　そう考えたら死にたくなってくる。

　葵に嫌われたくない。自分の思いを知られたくない。彼女には天野蒼佑という男の、家同士で結びついた、優等生のおぼっちゃまというイメージを壊してほしくない。

　例えば葵が恋をするとして――。

　その相手をどうにか自分にしたいと思ったら、決して己の本性を知られるわけにはいかないのだ。

　だから晴れて正式に婚約者となってからも、蒼佑は理性を総動員して葵を真綿でくるむように大事にした。子供のようなキスをしながら、いつか彼女が自分の妻になる日が来たら、思う存分、愛するのだと、ただそれだけを楽しみにして生きていたのだ。

　――カラン。

　持っていたグラスの氷が溶けて音を立てる。

（葵にしたら、災難でしかないだろうな……）

　蒼佑はふっと唇をほころばせて、今までの葵の泣いたり怒ったり悲しんだりする表情を思い出しながら、ウイスキーに少しだけ唇をつける。

　再会してからの自分の変わりように、葵を驚かせてばかりだったと思う。

　だが蒼佑はなにも変わっていなかった。

　葵に執着し、ただ彼女ひとりを求めて、ずっとずっと、誰よりもまとものふりをしながら、偏執的に葵を思っていた。ただそれだけのこと。

　そしてエレベーター事故をきっかけに、過去の自分の後悔を素直に告げて、葵の態度が軟化したことが、蒼佑は死ぬほど嬉しかった。

　ただそれだけで、蒼佑は天にも昇る気持ちになったのは事実だ。

（だからこれからは、少し考えて行動しないとな……）

　彼女の家のキッチンでキスをした時、葵の反応の良さに煽あおられて、完全に理性を失っていた。

　蒼佑は本気で、このまま葵を抱いてしまおうかと考えたのだ。

　キッチンだろうがなんだろうが知ったことではない。ただ自分の腕の中にいる女が、欲しくて欲しくて、たまらなかった。

　一度抱いてしまえば二度もそれ以上もない。

　既成事実をつくれば、葵は自分のものになるしかなくなるのではないか。

　あるいは子供ができたらもしかして――。

　蒼佑はあの一瞬で、そんな身勝手なことばかり考えてしまった。

　ナツメが帰ってこなかったらどうなっていたか。考えると少し恐ろしくなる。

　獣のような自分の本心は、できるだけ出したくない。

　とにかく葵に嫌われたくない一心だった。










それは俺の役目だから。




　ファッションショー当日の日曜日。葵はたったひとりで、横浜の地に立っていた。

　時間は午前十時。天気は快晴、絶好の行楽日和だが葵は妙に緊張していた。

（ティーン向け雑誌のイベントで、ファッションショーって、言ってなかった!?）

　そう、ナツメは確かにそう言ったはずだが、日曜日のみなとみらい駅は、手にうちわを持ったり、精いっぱいおしゃれを楽しんでいる十代の女の子たちであふれ返っていた。まるでアイドルのコンサートだ。徒歩五分の会場まで歩いているうちに、葵はなんだかいたたまれない気分になる。

（私、場違いだよね……）

　当然と言えば当然だが、ティーン雑誌のイベントなのだからメインターゲットはナツメと同世代か、少し下ということになる。だが今さらやっぱり行くのをやめるとは言えない。ナツメの晴れ舞台なのだから、そこはちゃんと目に焼きつけたい。

（なっちゃんのところだけ見たら帰ろう……）

　そう決意しつつ、すでに開場している入り口で招待券を渡し中に入る。

　会場内には、人気のアイドルやＪＰＯＰなどの曲が大音量でかかっていて、ワクワクした顔の女の子たちが、「どこ回る～？」とマップを広げ、顔を寄せ合っていた。

　着いたら電話するように言われていたので、スマホを取り出すとナツメからの着信が残っていた。時間は十分ほど前だ。ちょうど駅に着く前だったので着信に気がつかなかったらしい。

「時間通りに来たのに……心配性なんだから」

　もしかしたら臆して中に入ってこられないと思われたのかもしれない。

　葵はクスッと笑って折り返し発信する。

　コール音が鳴るやいなや電話が繋がり、ナツメから開口一番に、《今どこ？》と尋ねられた。

「えっとね……出入り口にアルファベットでＣシーって書かれてるところ」

　葵はそう答えながら周囲を見回した。

　今回のイベントには三千人が招待されていると葵から聞いている。会場内は、色とりどりのバルーンが飾られていて、中央にはランウェイがあり、左右の壁沿いには洋服や雑貨のショップがずらりと並んでいる。当然、辺りはどこを見ても若い女の子ばかりだ。

《わかった。うっちーに行ってもらう。そこ、動かないで》

「え？」

　なぜかナツメの声が、強張っているように聞こえた。

「なっちゃん？」

　だが通話はすぐに切れてしまった。到着の報告をしただけなのに、なぜマネージャーの大内が、自分を迎えに来るのだ。

「どうしたんだろう……」

　首をひねっていると、しばらくして女の子たちの人混みを縫うようにして、グレーのスーツに身を包んだ大内が駆け足でやってくるのが見えた。

「あ、大内さん！　こっちです！」

　葵が手を振ると、十メートルほど離れた彼は口元に人さし指をあてる仕草をした。

　よくある〝お静かに〟のポーズだ。だがここには三千人の女の子がいて、きゃあきゃあと盛り上がっている。自分の声が周囲に迷惑をかけるようなことはないはずだ。

　葵は不思議に思いながら口をつぐみ、駆け寄ってくる大内を待つ。ようやく葵の前にたどり着いた大内は、ハァハァと肩で息をしながら深々と頭を下げた。

「楽屋から走ってきたものですからっ……はぁ、はぁ、す、すみませんっ……」

「いえ……ところで大内さん、どうしたんですか？」

　着いたら電話というのはまだしも、大内が自分に会いに来る意味がわからない。

「ここではなんですので。どうぞこちらに……ふう……」

　大内は、胸元から大きな手のひらサイズのステッカーを取り出すと、葵に差し出す。

「これは葵さんのゲストパスです。体の正面の見えるところに貼ってください」

　ステッカーには今日の日付とＮＡＴＳＵというナツメの名前がマジックで記入されていた。ナツメの関係者という証明なのだろう。

「はい」

　言われるがまま、裏紙をはがしてブラウスの胸の下あたりにぺたりと貼る。そして大内の先導でいったん会場を出て警備員が立っているゲートを抜けた。

　長い通路の左右にはドアがずらりと並んでいる。おそらく出演者の控室なのだろう。

　そこでようやく大内は肩から力を抜き、隣を歩く葵に顔を寄せてささやいた。

「すみません。実は、ナツメくんあてに脅迫状が届いて……」

「えっ……？　どういうことですか？」

「ファンレターを装っていたので、今まで気がつかなかったんですが、事務所に届いてたものを今朝ナツメくんが発見して……」

　言葉の意味を理解した瞬間、全身にゾッと悪寒が走った。

　そして大内は渋い表情のまま、ドアノブに手をかけて控室の一室を開く。

「なっちゃん!?」

　和室の部屋の中に飛び込むと、スタイリッシュなジャケット姿のナツメが部屋の真ん中に立っていた。葵はそのまま勢いよく部屋の中に入っていくと、そのまま転びそうになりながら靴を脱ぎナツメに駆け寄った。

「い、い、い、い、今聞いたけど！」

「あー……ごめんね、葵ちゃん。葵ちゃんには念のため帰ってもらおうかと思ったんだけど、来ちゃってるなら楽屋の中のほうが安心かと思って。まぁ誰も葵ちゃんが俺の姉だなんて知らないから大丈夫だとは思うんだけど」

　ナツメは苦笑して、それから手に持っていたかわいらしい封筒を大内に手渡した。

　あれがその脅迫状なのだろうか。それともただのファンレターなのだろうか。

　葵はハラハラしながら、ぐっとこぶしを握る。

「なっちゃん、警察には？」

「そんな大ごとじゃないよ。よくあることだし」

　ケロリとした顔でナツメは肩をすくめる。

「よっ……、よくある!?」

　葵は目を丸くして絶句した。

「うん。ＳＮＳとかでたまに言われるようなことが、ちょっと熱量多めで、なおかつ過激に書いてあるだけ。だからうっちーには心配しないでいいって言ってるんだけどね」

　恐ろしいことを少し茶化すように言うナツメを、葵は信じられない気分で見上げた。

「そんな……なっちゃん、仕事してる場合じゃないんじゃないの？」

「具体的になにか書いてあるわけじゃないんだ。ただ俺への恨みつらみが書かれているだけでさ」

「でも……」

　なかなか納得できない葵だが、そこでナツメはすっと表情を引きしめ葵の顔を見下ろした。

「俺、こんなことで仕事自粛するなんて絶対に嫌だ。これは俺が選んだ自分の道なんだから、他人の悪意になんか負けたくない。邪魔されたくない」

　そう言うナツメの目は、真摯な熱意に満ちている。

　それを見て葵はもう、なにも言えなくなってしまった。

（なっちゃんだって、自分の意志でこの仕事をしているわけで……子供だと思っていたけど、そうじゃない部分があって……）

　陸上を怪我でやめざるを得なくなり、失意の中で選んだ仕事がこれだ。これはナツメの生き方なのだ。

「わかった。でも、気をつけるのよ。異変を感じたら周りの大人に声をかけて……隠し事は絶対にしないでね」

「うん。ありがとう」

　ナツメはホッとしたように肩から力を抜いて、パチンとウインクをした。

「悪いけどここで俺の活躍、見ててね」

　というわけで結局、葵は会場に行くことなく、楽屋で大内が撮る動画をタブレットで見ることになったのだった。

「わ……かっこいい……」

　華やかなステージに流れる洋楽と、派手な照明。そこで大きなヴィジョンにナツメの顔が大きく映ると、会場内で割れるような歓声と悲鳴があがった。

　ただまっすぐ歩くだけなのにキラキラと光って見える。ナツメのファンらしい、うちわを持った女の子たちが飛び跳ねている。そんな女の子たちを目ざとく見つけて、ナツメがにっこり笑って指をさすと、女の子たちは感極まったように泣きだしてしまった。

（なっちゃん、すごいんだな……）

　仕事が増えていると思ってはいたが、自分がＳＮＳをやっていないためか、ナツメの人気ぶりなど基本的に別世界の出来事だった。

（応援しなきゃな……）

　今まで、ナツメのやりたいことをしたらいいという気持ちくらいしかなかったが、これからはもう少し、違った形でサポートできたらいいと思う、葵だった。




　とりあえずイベントは滞りなく終わった。タブレットの中のナツメは、ステージの上で他のモデルやアイドル、俳優陣と肩を組んで並び、会場に来ている観客に深々と頭を下げていた。

「よかった……」

　ホッと胸を撫で下ろし、壁にかかっている時計を確認する。時間はお昼の一時だ。ナツメが出るショーが始まって二時間近く経っていた。

（これから帰れるのかな……いや、ショーの後は挨拶とか、打ち上げとかあるのかな。だったら私だけ先に帰ろうかな）

　一緒にいたらナツメも帰ると言うかもしれない。仕事を応援すると決めた以上、邪魔はしたくない。葵はタブレットを置いてすっくと立ち上がった。

　楽屋の鍵はこの場にある。鍵をかけて事務局に渡しておけばいいだろう。

　楽屋を出て、通りがかった若いスタッフの男性に声をかけ、事務局まで案内してもらった。中にいたスタッフに、姉だと名乗り鍵を返し事務局を出る。

「一応、メッセージ送っておこう……かっこよかったよ、先に帰るね……鍵は事務局本部に返しておきました……っと」

　葵はスマホからナツメにメッセージを送り、スタスタと出口へと向かった。

　会場を出て、緩く長い階段を軽やかに下りる。気がつけば足取りは弾んでいた。きっと華やかなショーを見て気分が上がっているのだろう。

　なんとなく頬も緩む。鼻歌でも歌いたい気分だった。

「美味しいケーキでも買って帰ろうかな……」

　せっかくここまで出てきたのだからと、葵は立ち止まり、スマホを取り出して、有名なケーキ店などが近くにないか、調べようとしたのだが――。

　その瞬間、ドンッと、背中に衝撃が走る。

「邪魔なんだよっ……」

　そして背後から低い声が聞こえた。

「え……？」

　と思った瞬間、葵の体はバランスを失い、そのまま真っ逆さまに階段を転がり落ちていく。周囲から「きゃーっ！」と悲鳴があがったような気がしたが、視界はブラックアウトする。

　葵はそのまま気を失ってしまったのだった。




　次に目を覚ました時、葵は薄暗闇の中にいた。

（ここは……）

　ぼうっと見えるものを眺めていると、頭上、視界の右から左に、ひと筋の光が入っていて、天井の模様が見える。自分の部屋でもない、どこか知らない天井だ。

　部屋の中に差し込んでいる光は朝日だろうか。それとも夕日なのか。

　それを確かめようとして、顔を右に動かそうとしたら、全身に、ピキッとひびが入るような痛みが走った。

「い……っ……たっ……」

　悲鳴が漏れそうになり、つい唇を噛みしめる。

　まったく想像してなかった痛みに葵はぎゅっと目を閉じていた。

　なぜ体が痛いのだろう。突然の体の不自由に思考が混乱する。

　なんとか腕を持ち上げると、点滴の針が手の甲に刺さっていて、なおかつ腕に包帯が巻かれているのが見えた。

（私……）

　自分の状態を見て、だんだん思考が落ち着いてくる。

「葵？」

　足元のほうから声がして、足音と衣きぬ擦ずれの音がした。この部屋には自分以外の誰かがいたようだ。目を開けると、黒髪を乱したスーツの男が枕元に立っているのが目に入った。

「俺のこと、わかる？」

　そう尋ねる蒼佑はひどく憔しょう悴すいしていて、いつもきれいに整えられている髪は乱れ、目の下にはうっすらとクマがあった。三つ揃えだがタイは外されている。そして過去にも最近でも見たことがなかった、無精ひげまで生えていた。

（この人も、普通に生きてる人間なんだな……あたり前だけど……）

　そんなことをぼんやりと思いながら、葵はゆっくりとうなずいた。

「うん」

　ちなみにあなたのことを忘れたと言ったらどうなるだろうと一瞬思ったのだが、さすがにそれは悪趣味が過ぎると、やめたのだった。

　だが蒼佑は重ねて問いかける。

「じゃあ俺はどんな人間か、言える？」

「どんなって……八年前まで、私の婚約者だった人で……。今は、私のことを追いかけ回す、変な人……かな」

「正解」

　蒼佑は葵の返答を聞いて、怒ることもせずホッとしたように笑って。それからくしゃりと、顔をゆがめて両手で顔を覆った。

「よかった……目が覚めた。いや、じきに覚めると言われてたけど、万が一があったらどうしようと……」

　もしかして泣いているのだろうか。

　ふざけて、あなたのことなんか知らないと言わなくてよかった。

　葵は思わず、謝っていた。

「ごめんなさい……」

「なぜ謝る。君はなにも悪くない」

　蒼佑はそう言ってぐっと息をのみ、優しく安心させるように微笑んだ。

「ここは？」

「俺の知り合いの病院だ。だから安心していい」

「病院……」

　そしてようやく、自分がなぜここにいるのか、思い出した。

「私……階段から落ちて……」

　邪魔と言われて、体あたりをされたことは覚えている。

『邪魔なんだよっ……』

　ゾッとするくらい憎しみに満ちた声だった。低い声だったが、女性だったはずだ。

「そう。でも犯人は捕まった」

「犯人？」

　自分は会場を出て階段の途中で立ち止まってスマホを見た。

　一応、後から来る人のことを考えて階段の端に避けていたのだが、邪魔だと体あたりをされて階段から落ちた。

　だから自業自得だと言われるのではないかと思っていたのだ。

　葵が眉をひそめると、蒼佑は顔を覆っていた手を外して、近くに置いてあったパイプ椅子を引き寄せて、腰を下ろす。

「周囲には目撃者がたくさんいたんだ。君が階段の端に立ち止まってスマホを見ているところに、後ろからすごい勢いでぶつかっていく女がいたって」

「女……」

　やはり自分が聞いた声は、その突き飛ばした女だったらしい。

「階段には十分スペースがあったのに、全力疾走でぶつかっていったんだ。大勢の人間が見ていたから、わざとやったんだとすぐに捕まえられた。当時、警備員があちこちで退場する観客の誘導をしていたからね」

　そして蒼佑は深いため息をついた。

「それと、まだはっきりしてないけど、たぶんナツメくんに脅迫状を送っていた人物と同一だろうと警察はみている」

「えっ？」

　葵は目をぱちぱちさせながら、蒼佑を見上げた。

「で、でもなんで私が？」

　ナツメは確かにＳＮＳをよく使っているが、葵の存在をほのめかしたことは一度もない。もちろん写真だって一枚も載せていないはずだ。一緒にいるところを見られたわけでもないのに、なぜピンポイントで自分がナツメの関係者だとわかり狙われたのか、まったくわからなかった。

「君は、洋服にゲストパスのステッカーを貼りっぱなしだった。覚えてる？　そのせいで、見つけられたらしい」

「あ……」

　言われて葵は衝撃を受けた。確かにステッカーにはＮＡＴＳＵと書いてあった。

「取るの……忘れてた……」

　ということは、葵はナツメのことを恨んでいる人物がいる会場で、自らＮＡＴＳＵの関係者だと触れ回っていたということになる。

（私の馬鹿……）

　葵は目を閉じ、自分のうっかりミスを死ぬほど反省するしかない。

「本人はたまたまぶつかっただけだと、故意であることを否定していたけど、荷物の中にはナツメくんの記事を集めたファイルがあった。どうもナツメくんに相手にされないものだから、思いが高じて逆に憎むようになったようだ」

「相手にって……もしかして知り合いなの？」

「いや、まったく。ナツメくんとリアルでやりとりをしたことは一度もない。あくまでもＳＮＳ上の関係だ。例えば自分は返事をもらえないのに他の人はもらったとか、そんなことの積み重ねで、ナツメくんを憎むようになったんじゃないかと……」

「……」

　葵はそれを聞いて、絶句する。自分にはまったく理解できない感情だった。

「会場で見かけた君のことを、ナツメくんの特別な女性だと勘違いして、攻撃したんだろう。ＳＮＳで自分だけ排除されていると思い込むこと自体、勘違いも甚はなはだしいが……そういう思い込みは、どうしようもない。本人にはそれが真実なんだから」

　そして蒼佑は葵の顔を覗き込み、そっと手のひらを頬にのせた。

「ただ同一犯かどうかはっきりするまで、時間がかかる。だからナツメくんは、念のためマネージャーさんの住まいに一時避難することになった。彼のとこなら安心だろう？」

「……うん」

　大内には妻子がいる。ナツメも何度か遊びに行っているくらいなので、滞在するのに問題はないように思う。

「そして君はしばらくの間、俺のところに来るんだ」

「え……？　来るって、で、でも……ホ、ホテルとか……自分で……」

　目をぱちくりさせる葵に向かって、

「ホテルのセキュリティなんて、ガバガバじゃないか」

　蒼佑は不満そうに眉をひそめる。

「それは、そうだけど」

　蒼佑が普段使うようなホテルならまだしも、確かに自分がお金を払える範囲のビジネスホテルに過剰なセキュリティを期待するのは難しそうだ。

　だが一緒に住むと言われて、はいそうですねと即答するのは難しい。

「葵……頼むから俺の言うことを聞いて。じゃないと俺は、自分で自分が許せなくなる」

　蒼佑は、ゆっくりと息を吐きながら目を閉じ、葵の額にこつんと自分の額を押しつけた。

「一緒に行けばよかったと、死ぬほど後悔した」

「あ……」

　葵は息をのんだ。確かに蒼佑が一緒にいたらこの事故は起こっていなかったかもしれない。だがそんなことを言っても仕方ないし、そもそも蒼佑はなにも悪くない。

　なのに蒼佑はまるで自分がこの事故を引き起こしたかのように、気に病んでいる。

「君を失うくらいなら後を追って死ぬ」

「なっ……」

　その言葉に葵は震えるくらい驚いた。

　誰がどう見ても傷だらけでボロボロなのは葵のほうなのに、蒼佑の心のほうがずっと傷ついている気がした。

「し……死ぬなんて……そんなの……やめて」

　思わずそんなことをしどろもどろに口にしていた。

「だったら君の安全を守らせてくれ」

　蒼佑はそう言って唇を引き結ぶ。悲壮感が伝わってくるようで、葵は胸がつまる。

「わかった……」

　もはや根負けだ。蒼佑の前ではいつもこうなってしまう。

「ありがとう」

　蒼佑はホッとしたように表情を緩め、そのままそっと、葵の額に祈るように唇を押しつけ、また安心したように葵の頭を撫で始める。

（でも……俺のところって、どこなんだろう？）




　一夜明け、葵は精密検査を終えて、明日、退院となった。完全に時間の感覚がなくなっていたのだが、葵が覚醒したのは事故の次の日の夕方だったらしい。

　それから蒼佑が「俺の友人の弁護士だから」と、ひとりの男性を病室に呼んだ。

　神尾閑と名乗った男性は甘い雰囲気の王子様系男子で、葵からひとしきり話を聞いた後、「後のことは任せてください」とにこやかに微笑み病室を出ていった。

　なにもかも任せてしまっていいのかわからなかったが、蒼佑の友人で信頼している弁護士と言われれば、受け入れるしかない。

「お友達なの？」

　神尾を見送って戻ってきた蒼佑に尋ねると、

「ああ。学生時代からの数少ない友人のひとりだ」

　と、彼はうなずいた。

「へぇ……」

　数少ないというのは意外だった。蒼佑は人あたりもよく、どこからどう見ても完璧で、彼と友人になりたいと思う人はたくさんいるだろう。

（私なんか、昔から、友達少ないタイプだったし……）

　だが蒼佑は葵の言いたいことがわかったようだ。

「俺は意外にとっつきにくいし、人を選ぶんだよ」

　にこりと微笑む蒼佑に、葵は不思議な気分になる。

（人を選ぶって……どっちの立場なんだろう？）

　話の流れ的には、とっつきにくいタイプだから、他人から友達になりたいと思われないんだよという謙遜にも聞こえたが、逆に自分が人を選んでいると聞こえないこともない。

（そういえば私、彼のことあまり深く知らないままなんだよね……）

　八年前、葵は蒼佑に恋する女の子で、ただ目に見えるものをそのまま受け取ってきた。だから当時の蒼佑の葛藤など一度も想像しなかったし、ただ自分が傷つけられたことだけに目を向けて、再会した蒼佑にも心を閉ざしてきた。

　だがそうではなく、蒼佑にも蒼佑なりの八年があったのだと知り、ようやく今の蒼佑に目を向ける気持ちが湧いてきた。

　この先のことはわからないが、できれば蒼佑という男の人となりを、少しずつでも理解していきたい。

（だってもう、私は彼の婚約者ではないんだもの）

　お互いがそばにいる理由など、なにもないのだから――。

　そんなことをベッドの中でつらつらと考えていたのだが、蒼佑は腕時計を見下ろして、ふうっと息を吐いた。

「明日退院なら、準備をしなければいけないな。名残惜しいが帰るよ」

「わかりました……けど、私、いったいどこに行くの？」

〝君は俺のところに来る〟と言ったことが気になっていた葵は、真面目に問いかけたのだが、蒼佑はにっこりと笑って、

「俺のところっていうのは、俺がいる場所のことだよ」

　と、さらりとかわし、「また明日迎えに来る」と言って、病室を出ていってしまった。

（あの人……案外食えないタイプよね）

　一筋縄ではいかない蒼佑という男の一面を、なんとなく垣間見た気がするのだった。

　それから日が完全に落ちた夜、蒼佑と入れ替わる形でナツメがやってきた。大内は話が終わるまで廊下で待っているという。

「葵ちゃん……よかった」

　そう言ってぽろぽろと涙をこぼすナツメはひどく憔悴していた。

「悪いのは私をわざと突き飛ばした人であって、なっちゃんが悪いわけじゃない。仕事をやめるなんて言っちゃだめだよ」

　今回のことは確かに不幸な事故だったが、ナツメが夢をあきらめる理由になるはずがない。葵はことさらなんともないという風に、笑顔を向けた。

「ところで、お父さんとお母さんに連絡した？」

　両親はオーストラリアに住んで悠々自適の生活をしている。恐る恐る尋ねると、「母さんにはした」と、申し訳なさそうに言われて、「そっか」とうなずいた。

　あまり心配させたくなかったが、仕方ない。

「ただ、階段から落ちて入院したってことは話したけど、事件に巻き込まれたかもしれないとは言わなかった」

「うん、それでいいよ。まだ事件性があるかどうか、はっきりしてないわけだし……」

　他人の悪意にさらされた恐怖は、早々拭えるものでもない。だからこそあれはたまたま自分の身に起こった事故だったと思いたい気分も一割程度だが心の隅っこに存在していた。

　その言葉を聞いて、ナツメは落ち込んだままうなずいた。

　きっとナツメの中では、自分のせいだという事実は揺らがないのだろう。そんな弟の顔を見ると、胸が締めつけられる。

「で、目が覚めたって聞いて、さっきちゃんと連絡したから。母さん、帰ろうかって言ってたけど……」

「それはいいわ。もう明日退院していいって言われたし。お母さんにはいずれ落ち着いたら、私から話しておく」

「うん」

　ナツメはうなずいたが、相変わらずどこか不安そうで、「俺、病院に泊まろうかな」と言いだした。

「なに言ってるの。学校あるでしょ」

「それはそうだけど」

　ナツメは少し不満そうだ。

「大内さんのところに泊めてもらうんでしょ？」

「うん。それはありがたいんだけどさ～……はぁ」

　そしてナツメは、葵の手の甲に、そっと指をのせる。

「手の甲って……痛い？」

　ナツメは注射のたぐいが大嫌いなのだ。小さいころは、予防注射が嫌で大泣きするナツメを、抱っこしていたことをふと思い出して、葵はふっと笑う。

「これはただの点滴だから。腕に入らないから、ここに入れられてるだけで。全然痛くないよ」

「体は？」

「二、三日寝てたら痛みも引くだろうって」

　階段から転がり落ちて頭を打ったのに、検査の結果は問題なしだった。階段が緩やかだったのがよかったのかもしれない。全身の打ち身だけで済んだのは幸運だった。

「天野さんがいてくれるから安心だけど……なにかあったらすぐに言ってよね」

　すでに蒼佑とナツメの間で、話は進んでいるらしい。蒼佑の世話になるのは不本意だが、それでナツメが安心してくれるのならそれはそれでいい。

「うん。心配しないで。さ、大内さん待ってるんでしょう」

　葵は優しくうなずいて、励ますように弟の手を叩いて見送ったのだった。




　そして退院の当日。蒼佑は十時ぴったりに、いつものスーツ姿ではなく私服で姿を現した。

「車椅子を借りてきたから、これに乗って」

「えっ……確かにまだ痛いけど、歩けるから。乗らない」

　お世話になった看護師たちに挨拶をした後、頭からすっぽりかぶれるタイプのワンピースに着替えて蒼佑を待っていた葵は、首を振ってそれを拒否した。

　別に骨に異常はないのだから、なるべく普通にしていたい。

「だめだ。歩くなんて問題外だ」

　だが蒼佑は葵の拒否をあっさり却下すると、問答無用にベッドに腰を下ろしていた葵の膝裏に手を入れて、軽々とお姫様抱っこしてしまった。

「きゃっ……！」

　思わず悲鳴をあげる葵だが、蒼佑は「じゃあ行こう」と、葵をそのまま車椅子に軽々運んで座らせ、葵の荷物を肩にかけ車椅子を押しエレベーターへと向かう。

　今日の蒼佑は、ストライプ柄のボタンダウンシャツに、黒のスキニーパンツ。そして白いスニーカーという清潔感のある格好で、髪はラフに洗いざらしだ。

　病院の中であっても、人目を引く華やかな容姿の彼は常に注目を浴びているが、本人はまったく他人の目を気にしていないようだ。

「これはなんだか気分がいいな」

　と、ふざけたことを言いながら、車椅子を押し鼻歌でも歌いそうなくらいご機嫌である。いつもはまったく思い通りにならない葵に対して、自分の意志を通すことができることが、嬉しいようにも見えた。

（なんなの、もう……！）

　腹が立つが、この状況で声をあげるのも大人げない。目立つのも嫌だ。仕方なく口をつぐむ。そしてタクシーに乗って向かったのは、閑静な高級住宅地にある日本建築の邸宅だった。

「ここはどこなの？」

「ひいおじい様のお妾めかけさんが住んでた別宅。俺が学生のころに譲り受けて、たまに使ってたんだ」

「ひいおじい様の……」

　葵はびっくりしながら辺りを見回した。いったい敷地面積はどのぐらいあるのだろう。左右には長い塀が広がり、歴史を感じさせる大きな門構えと、何メートルも高さのある松の木や、美しく刈り込まれ整えられた生け垣がとても美しい。

「俺が今住んでるマンションでもいいかと思ったんだけど、あそこは殺風景だから、葵がつまらないかと思って」

　そして蒼佑はまたひょいっと葵を抱き上げて、スタスタと歩き始める。

「ちょっ……」

「砂利に足を取られたら危ないから」

　蒼佑は真面目ぶっているが、その表情はどこか笑っているように見える。

（絶対わざとだ……）

　葵はそう思わずにはいられなかった。

「病院に行く前に風を通していたから、換気できてるとは思うけど」

　長い縁側を渡り、古風な造りのガラス戸を開けると、そこはフローリングになっており、年季の入り方に雰囲気のある革張りのソファやガラスのテーブル、薬くすり箪笥たんすが美しく配置されていた。

「素敵な部屋ね……」

「庭が一番よく見える部屋がここなんだ。だからいつもここで本を読んだり、酒を飲んだり、ゴロゴロして過ごしていたよ」

　蒼佑は葵をソファに座らせた後、縁側の戸もすべて開けていく。

「あ……風が気持ちいい」

　開け放った瞬間、広い庭からさわやかな風が通り抜けて、葵はホッとして息を吐いた。確かにマンションよりも、リラックスできそうだ。自分の部屋にいたら、きっと窓を開けるのも怖くてビクビクしていただろう。

「いろいろありがとう」

　蒼佑の気遣いに素直に感謝した葵がそう口にすると、縁側に立っていた蒼佑がハッとしたように振り返った。

「今の、俺に？　俺に言ってくれたよね」

「いや……言いましたけど……」

　葵はなんだか無性に恥ずかしくなってしまった。

「ねぇ、私そんなに、ちゃんとお礼も言わなさそうって思われてるの？」

　起きていられたらいいのだが、やはりまだ今日は横になっていたほうが楽だ。

　少し不貞腐れながら、革張りのソファの上で葵はクッションをかかえて横になる。

「まさか。君がそんな人だと思ってるわけじゃない」

　蒼佑はふっと笑って、首を振った。

「ただ、君の力になれたことが嬉しくて」

　葵はじっと蒼佑を見上げる。蒼佑もまた葵をじっと見つめる。

　だから葵は、ほんの少しばかり勇気を振り絞って口を開いた。

「本当に、感謝してる……」

　その瞬間、蒼佑の表情に光が差したような気がした。

　今までさんざん冷たくしておいてなんだが、こんな些細なことで彼は嬉しくなるのだと思ったら、葵はなんだか胸が痛くなってしまった。

「あなたがいなかったら、私は警察とのやりとりで疲れ切ってただろうし、そうしたらナツメはもっと動揺していたと思う。私とナツメを助けてくれたのは、あなたよ。だから、ありがとう」

　すると、蒼佑は少し困ったように笑って、そのまま葵が横たわるソファの前に座り葵の頬に手のひらをのせた。

「葵……俺こそありがとう」

「なぜあなたがお礼を言うの？」

「そうやって、優しい気持ちで俺を見ようと努力してくれるから」

　そして蒼佑は美しい眉を少し寄せてうつむいた。

「俺は君が欲しくて欲しくてたまらなくて、ただそれだけのために必死になっているだけで……俺が君のためにやることは、まるっきりただの善意だと言えたらいいんだけど、打算しかない」

　それを聞いて葵は不思議な気持ちになる。

「正直なのね」

　ここで『無償の愛』だと言われれば、葵もそうなのかとほだされるかもしれないのに、正直に自分のためだ、打算だと言われるとは思わなかった。

　葵の言葉に蒼佑は苦笑して、首を振る。

「もう自分の気持ちから、逃げるのはやめた」

　そして頬に置いていた手で葵の髪をすき、そのまま覆いかぶさるように葵のこめかみに口づけを落とす。

「君のそばにいたい。ずっと……」

　それはどこか祈りにも似た言葉で。真摯で、まっすぐで、情熱的で。

　自分に向けられていると思っていても葵は彼の手を振り払うこともできず、ただ黙って、蒼佑のやりたいようにやらせていたのだった。










ふたりきりの時間




　こうして、葵の怪我をきっかけに蒼佑との同居が始まることになったのだが――。

「えっ、それ本気!?」

　お昼に店屋物のおそばを食べながら今後の予定を尋ねたら、「仕事には行かない」と言われて葵は仰天した。

「未来永えい劫ごう行かないわけじゃなくて、たったの一週間だけだから」

「いやいや……一週間も行かないって……」

　葵は箸を置き、姿勢よくおそばを食べているテーブルの向こうの蒼佑をあきれた顔で見つめる。

　葵は今回の怪我で、会社には医者の診断書と一緒に、退院後、一週間の休みの申請を出している。長時間の立ち仕事は無理そうなので仕方ないのだが、蒼佑も一週間休むと聞いて驚いてしまったのだ。

「私がこんなことを言うのも変だけど……会社は大丈夫なの？」

「俺の承認が必要なものだけ、連絡が来ることになってるから大丈夫だ」

「そう……」

　ＨＦの御曹司ともなれば、都合はつけられるのかもしれないが。自分のせいで蒼佑の立場がまずいものになるのではないかと、そんなことが気になった。

「ねぇ……私のこと、ご両親に話してる？」

　その瞬間、蒼佑の表情が明らかに曇った。ほんの数秒、黙って。はっきりと口にした。

「話してない」

「そうよね……」

　別にそのことで、蒼佑にどうこう言うつもりはない。実際自分は、蒼佑になんの返事もしていないのだから。

「でも俺は」

「話さなくていいわ」

「葵……！」

　なにか誤解をしていると思ったのかもしれない。蒼佑が慌てて口を開こうとしたが。

「ううん。皮肉で言っているんじゃないの」

　葵は首を振った。

「確かに私は八年前に門前払いをされたけれど、それはもともとおじい様からの申し出だったわけだし……ご両親があなたの将来を一番に考えるのもあたり前よ。別に根に持ってなんかいない」

「葵……」

　蒼佑は複雑そうな表情で口ごもる。だが葵の言葉に嘘はなにひとつなかった。

「さ、おそばを食べましょう。すっごく美味しいのに、のびちゃう」

　葵は笑って箸を手に取る。

　蒼佑がなにか言いたげなのはわかっていたが、それには気がつかないふりをした。

　そして自分の心に、確かに芽生え始めている気持ちにも……。




　お昼を食べた後は、蒼佑が淹いれてくれたお茶を飲み、応接間のソファで本を読んで過ごすことにした。この家には蒼佑が学生のころ読んでいた本がそのまま積んであった。最近の作家のものはなく古典ばかりである。

（なんだか贅沢だなぁ……）

　まさに、こんな風に暮らせたらと思っていたような理想の生活だ。

　開け放ったガラス戸からはそよそよと涼しい風が吹き込んできて、広大な庭園から、土と緑の匂いを運んでくる。古い文庫本のページをめくっていると、東京にいるとはとても思えない静けさがあった。

「葵、二、三日して体の痛みがとれたら、どこかの温泉に行こうか」

　のんびりしすぎて少しうとうとしていた葵は、蒼佑の発言で一瞬で目が覚めた。

「お、温泉……??　なんで!?」

「湯治だよ」

「あなたが行きたいんじゃなくて？」

　すると蒼佑は、ふふっと笑ってひとり用のソファから立ち上がると、葵が横たわっているソファの端に腰を下ろし、葵を見下ろした。

「君の体のためだ。間違いなく」

「そうかな。怪しい……」

　葵は明らかに不審に思う表情を隠さず、そう口にする。

「介護とか言って、お風呂に一緒に入ってきそう」

　それはあくまでも冗談のつもりだったのだが。蒼佑はそれを聞いて、軽く目を見開いて、「そうか、その手があったのか」と、感嘆したようにうなずいた。

「あ……」

　なにか自分は言ってはいけないことを口にしたのではないか。後悔したが後の祭りだ。

「さっそく今日から実践だな」

　蒼佑が恐ろしいことを言いだして、葵は慌ててしまった。

「きょ、今日から!?」

「だって、立ってもいられないくらいなんだから、当然髪も洗えないだろ？　俺が洗ってあげる。体も……隅から隅まで、きれいしてあげる」

　色気たっぷりに、蒼佑が瞳を輝かせる。

「やっ、やだ！　変態っ！　馬鹿っ、エッチ！」

　蒼佑ならやりかねないと、耳まで真っ赤になった葵は叫び、頭の下に敷いてあったクッションを取り出し蒼佑に投げつけていた。

　布張りの大きなクッションは、ぼふっと蒼佑の顔に直撃する。

　不意打ちなうえに勢いがあったので、クッションだとしてもかなり痛かっただろう。

「っ……」

　蒼佑は軽くうめいて、顔を大きな手で覆ってしまった。

「え？」

　それまで沸騰したてのヤカンのように、頭から湯気が出そうな勢いで怒りくるっていた葵から、一瞬で血の気が引いた。蒼佑はピクリとも動かない。

「え、嘘、大丈夫!?」

　体の痛みを忘れて飛び起きた葵は、うつむいた蒼佑の肩に飛びついて顔を覗き込む。

「目が開かない」

　蒼佑が低い声でうめくように口を開く。それを聞いて、葵はショックで震え上がってしまった。

「目にあたったの!?　どうしようっ、ごめんなさいっ！　びょ、病院に！　あっ、救急車！」

　焦りながら、叫んだのだが、

「ふっ……ふふっ……」

　なぜか蒼佑はうつむいたまま、肩を揺らして笑っているではないか。

「ごめん、本当はなんともない」

　そして蒼佑はにっこりと笑って笑顔で顔を上げた。

　その目はいつも通りの蒼佑の目で。相変わらず美しく、自分は彼の目を傷つけたりしなかったのだとホッとしたのだが……気が緩んだと同時に、葵の目からぶわっと涙があふれた。

「っ……」

「あ、葵!?」

　今度は、驚くのは蒼佑の番だった。

　蒼佑としては、ちょっと葵を驚かせようとしただけなのだが、少しナーバスになっている葵にする冗談ではなかったと、即座に態度を改める。

　両手で顔を覆って泣きだしてしまった葵の肩を両手でつかみ、引き寄せた。

「ごめん、ふざけすぎた……驚かせてごめん……」

「すっ、すっ、すごくっ、心配、したのにっ……！」

「うん、ごめん。俺が悪かった。こういう状況ですることじゃなかった。本当にごめんね……」

　プルプルと体を震わせて泣く葵の背中を抱きしめ、手のひらで撫でる。

　一方葵は、どうしてこんなに涙が止まらないのだろうと思いながら、後から後からあふれてくる涙を止められず、悔しくて蒼佑の着ているシャツに押しつけていた。

（私、本当に、彼を傷つけたんじゃないかって……それが怖くて……でも、傷つけてなかったってわかって、ホッとして……）

　彼を傷つけなくて本当によかった。

　葵の気持ちは、今まさにこみ上げてくるこの思いは、その一点だけ。

　だからこそ、悪意はなくとも、ちょっとしたいたずら心を起した蒼佑には、次第にどうしようもない苛立ちが起こった。

（ムカつく、ムカつく、ものすごーく、ムカつく……！）

　葵は、力任せに蒼佑の胸を押し返す。そしてしゃくり上げながら、蒼佑を睨にらみつけた。

「ひとりに、して」

「えっ!?」

「ひとりにっ、なりたいのっ……」

　我ながら子供っぽいと思うが、その瞬間、蒼佑の顔からサーッと血の気が引く。

「あ、葵……」

　蒼佑は数秒固まっていたが、自分が出ていかねば、葵が出ていくだろうと、この場の空気で察したのだろう。

「わかった……」

　しょんぼりと立ち上がると、そのまま肩を落とし部屋を出ていった。背が高く、基本的に堂々とした彼が、しょぼしょぼと立ち去る姿は、ある意味ちょっと切ない光景だが、葵は手の甲で頬に残る涙を拭いてため息をついた。

「ふう……」

　全身から力を抜いて、そのままソファに倒れ込む。

（私、些細なことで怒りすぎなんだろうか……）

　だがどう考えても、さっきのことは蒼佑が悪いと思う。と同時に、怒りすぎな自分にもちょっとどうかとも思う。

　蒼佑に再会してから、ずっと、心が忙しい。怒ったり泣いたり。それだけではない。たまに、笑ったり。ホッとしたりする。

（いやいや、本当にたまーにだけど……）

　それまで、ずっと凪なぎのように静かに生きてきた葵にとって、蒼佑との再会は、突然嵐の中に放り込まれたような出来事だった。

　蒼佑だって、この数カ月で人生が一変してしまったのではないだろうか。葵とのことを後悔していたとしても、再会したことに後悔はまったくないと言えるのだろうか。

　いろんなことを考えてモヤモヤする。

　だが子供のように泣いたせいか、急に眠気が押し寄せてきた。

　うとうとしながら、葵は目を閉じる。

（風も気持ちいいし……寝ちゃおう……）




　うたた寝したのは、おそらくほんの一時間程度だったはずだ。

　周囲にほのかに甘い匂いが漂っているような気がして、葵はまぶたを持ち上げた。

「ん……」

　しばらくぼーっと、ソファに横たわったまま開け放った庭を見つめていたのだが、やはり勘違いではない。甘くていい匂いがする。

　むくっと体を起こし用心しながら、匂いのもとへと向かい仰天した。

　なんと台所で蒼佑がクッキーを焼いている。しかもすでにテーブルには焼き上がったクッキーもある。

　だが蒼佑は、まさか見られるとは思っていなかったようだ。

「あ、葵……？」

　型抜きを持ったまま固まってしまった。

「あなたが焼いたの？」

　おそるおそる問いかけると、蒼佑はがっくりと肩を落とした。もしかしたら見られたくなかったのかもしれない。

「ああ。これで君の機嫌を取ろうと思って……」

「……すごい！」

　葵は感激して大きな声をあげてしまった。

「え？」

　まさかの反応に蒼佑が目を丸くする。

「お菓子が作れるなんて、すごい！　私、クッキーを焼いたのは、高校の調理実習だけよ」

「いや、でも簡単なんだよ」

　蒼佑は苦笑して、型抜きを持ち上げた。

「やる？」

「やる！」

　葵は強くうなずいた。

「じゃあここに座って」

　蒼佑は椅子を引いて、葵を座らせると、手に型抜きを持たせてくれた。

「いつからできるようになったの？」

　葵の記憶の中の蒼佑はお菓子など作れなかったはずだ。

「アメリカに行ってからだな。大使館のバザーを手伝っているうちに、覚えて……」

「そうなんだ」

　葵はクッキー生地の上にワクワクしながら、型を押し込む。無心になってせっせと抜くと、蒼佑がそれを手際よく天板に並べ、オーブンへと入れていく。

「こんなに楽しいことするなら、誘ってくれたらよかったのに」

「そうだな。クッキーを一緒に焼こう、だから機嫌をなおしてって言えばよかった」

「ふふっ……そうよ……。私、きっと来てたと思う」

　すると背後から両腕が伸びてきて、葵の髪に触れる。

「髪に粉がついてる」

「えっ？」

　肩越しに振り返ると蒼佑が顔を見て笑った。

「頬にも」

「嘘……」

　まるで子供だ。さすがに一生懸命になりすぎたのだろうか。恥ずかしい。

　赤面して顔を背けようとした葵に、

「嘘じゃない」

　蒼佑は頬を傾け、葵の頬に口づけた。チュッと音がして。舌先が頬の上にかすかに触れる。なめ取られたのだと気がついて、動揺した。

「おっ、おなか壊すわよ！」

「壊さないって」

　蒼佑はクスッと笑って、それから真面目な顔になった。

「葵、さっきは本当にすまなかった」

「うん」

「許してくれる？」

「うん……私も、クッションでぶったりして、ごめんなさい」

　ペコッと頭を下げると、蒼佑はホッとしたように胸を撫で下ろす。

「よかった。嫌われたかと思った」

「えっ、それは今さらじゃない？」

　葵はちょっぴり意地悪気分でそう口にしたのだが蒼佑は首を振る。

「いや、全然違う。再会した初日と今じゃ、天と地ほどの差がある。ここでまた後退すると、さすがに挽回が難しい」

　真面目に答えると、そのままじっと葵を見つめた。

「そう思うのは俺の勘違い？」

　蒼佑の目は真剣だった。そうなると根が真面目な葵は嘘がつけなくなる。

　だが今は、彼の目をまっすぐ見返すほどの勇気はない。うつむきながら答えた。

「確かに、天と地ほどの差は、あるかも……」

　葵のその返事を聞いて、蒼佑は甘く瞳をきらめかせながら葵の上半身を抱きしめた。

「よかった。その言葉だけで俺はむくわれた気分になる。また明日も、頑張れる」

　いったいなにを頑張るのかと思ったが、葵は彼に抱きしめられたまま、無言で唇を噛みしめることしか、できなかった。




（私は、どうしたいんだろう……）

　そう思ったのは、夜、ひとりでベッドに横になってからのことだった。

　入浴はさすがにひとりで済ませた。蒼佑は残念そうだったが、ただの軽いねん挫で介護は必要ないと繰り返し、なんとか事なきを得た。とはいえその後、蒼佑が淹れてくれたアイスティーを飲み、髪を乾かしてもらい、ベッドまで運んでもらって、「寝つくまで見てる」と言い張る蒼佑を部屋から追い出すまで、大変だった。

（ちょっと私のこと、かまいすぎよね……怪我した子猫みたいに思っていそう）

　葵はそんなことを考えながら、ふっと思い出し笑いをし、首だけ動かしてドアを見つめる。

　葵が眠る客間には、続き部屋がある。内側のドアを一枚開けた隣には、蒼佑が眠っているはずだ。

　ついさっき、ナツメから【おやすみ、よかったね】とメッセージが届いた。

　葵はナツメに【おやすみ。今日は楽しく過ごせました】と送っていたのだ。

　そう、楽しかった。確かに喧けん嘩かもしたけれど、蒼佑といる時間は楽しかった。

　一緒にクッキーを焼いて、それをきれいに瓶づめして、毎日少しずつ食べようとキッチンのテーブルで額を寄せ合っていた時、幸せだった。

　それはかつて、葵が蒼佑と過ごしていた時間と遜色ない、なんということもない日常の中にある〝特別〟色鮮やかな時間だった。

「はぁ……」

　葵は息を吐き、そして両手をぎゅっと胸の上で組み天井を見上げる。

　再会したばかりのころは彼の視界に入ることすら嫌だった。

　忘れられないと何度言われても、迷惑でしかなかった。

　けれど蒼佑は昔とは変わっていた。昔よりずっと大人になっているはずなのに、どこかあやうい気配を漂わせながら、ただひたすらまっすぐに葵の愛を乞うている。

　過去のことを詫びながら、それでも今の俺を愛してほしいと、まっすぐに情熱を向けてくる。だからと言って、その思いにあてられて葵の中で蒼佑に対する恋心が、再燃したというわけでもない。

　八年前、あのころはただ盲目的に、蒼佑を好きで、彼のことを半ば崇拝するように恋していた。そして心を引き裂かれるような別れを経験した後、その恋心は完全に消え去ってしまっていたはずだ。

　なのに今、彼への思いは形を変えて、また新しく生まれようとしている。

　さすがにもうこれ以上ごまかすことはできない。

（私……昔とは違うけど……今のあの人のこと……きっと……好きなんだ）

　自覚した瞬間、胸が締めつけられて息が苦しくなった。

　目の奥が熱くなって泣きそうになる。

（そうなんだ……私……）

　ぐっと唇を噛んで顔を両手で覆う。

　今までさんざん押し込めていた蒼佑への気持ちが、確かにここにあるのだと、胸の奥から主張しているかのように、心臓がドキドキと鼓動を打つ。

　この瞬間から、新しい自分に生まれ変わっていく気がした。




　翌朝。体を起こすと昨日よりはだいぶスムーズにベッドから下りることができた。あと三日もすれば完全に、元通りに動けるようになりそうだ。

　顔を洗って身支度を整え、キッチンへと向かうと、朝食の準備中らしい、デニムのシャツを腕まくりした蒼佑がいた。時間はちょうど七時になろうとしている。

「おはよう」

「おはよう。葵、起きていて大丈夫なのか」

「うん。大丈夫。昨日よりかなり痛みが引いてると思う」

「そうか、よかった」

　蒼佑はホッとしたように目を細めて、それからダイニングテーブルの椅子を引く。

「ここに座って。朝食は俺が作るから」

　キッチンの流し台の上には、すでにベーコンや卵、レタスなどが置いてある。

「パンを焼くの？」

「ああ。それにベーコンエッグとレタスのスープの予定だ。すぐにできるから君はそこで休んでいて」

　そして蒼佑はその言葉の通り、フライパンを温めながら、手際よくレタスをちぎり始める。

（なんだか、不思議な感じ）

　葵は椅子の背もたれにもたれながら、キッチンで働く蒼佑の背中を見つめる。

　昨晩、葵は心の中で蒼佑への思いを認めたのだが、蒼佑は昨日と今日で葵の内心に大きな変化があったことなど、気がついていないだろう。

　認めたからといって、口に出さなければ、現実はなにも変わらないのだ。

　アツアツのフライパンに、ベーコンがのせられる。ジューッと美味しそうな音がし始めた。

「なにか手伝おうか？」

　さすがにただ座って見ているだけなのも落ち着かないので、そう言ってみたのだが、蒼佑はあっさりとそれを却下した。

「いや、いいよ。危ないし」

「危ないって……」

　葵は苦笑して立ち上がると、食器棚のほうへと向かう。

「食器くらいなら出せると思うんだけど」

「ああーっ、いいって。食器が落ちてきたらどうするんだ」

　慌てたように蒼佑が近づいてきて、葵の背後に回りお皿やスープカップを取り出す。

　いくらなんでも過保護すぎる。

　葵はふうっとため息をつくと、くるりと蒼佑に向き合い、彼を見上げた。

「あなたって……まだ私をなにもできない子供だと思ってる？」

「え？」

　それを聞いて蒼佑は目を丸くした。

「だから……私を出会ったばかりの中学生の女の子だと勘違いしてない？　あれから十年近く経って、私はちゃんと大人になったし、お給料をもらって、生活をしています。まぁ、確かに契約社員だし頼りなく見えるかもしれないけど……。なんとか今まで、やってこれたの。だから、なにもできないみたいだから、代わりにしてあげようと思われてるんだったら、それはちょっと……嫌かな……」

　本当はこんなことを、わざわざ言わなくてもいいかもしれない。彼は、体がまだ万全ではない葵のために、善意でやってくれているのだから。素直に甘えて、ありがとうと言うだけでいいのに。

　我ながらかわいくないなと思いながら、葵はうつむいた。だが一方的に守られて、手の中で慈しまれる玉のような人生を送るつもりは、葵にはないのだ。

　八年前、祖父の引退で葵の生活は大きく変わった。そして人生観もその時に変えられてしまった。今となっては、かつて葵が当然のように受け入れていた、なんでもお手伝いさんがしてくれるような生活をしたいとも思わない。

　贅沢もいらない。そもそも日々の生活の中で、欲しいものなどあまりない。ただ毎日、心穏やかに生きていけたら、それでいいのだ。今さら箱入り娘のような扱いを受けるのは、ただ居心地が悪いだけだった。

「葵……」

　葵の言葉を神妙な様子で聞いていた蒼佑は、持っていた皿やカップを背後のテーブルに置くと、改めて葵に向き合った。

「君がそばにいると思うと、嬉しくて……なんでも俺がしてあげたいっていう気持ちが抑えられなかった。それだけだ」

　そして蒼佑は、葵の髪をひと房手に取り指に絡ませる。

「君を、子供扱いなんかしてない。君は俺にとって、世界でただひとりの美しい女性だ。だからそこは勘違いしないでほしい」

「そ……そう」

　最大限の賛美を向けられた上に、勘違いをするなと真面目な顔で言われて、それこそなにかの冗談かと思ったが、きっと本気なのだろう。自分の気持ちに気がついた今、蒼佑のその言葉は照れくさい。葵は必死に平静を保つために唇を引き結んだ。

「だったら、あんまり過保護に扱わないと約束してくれる？」

「うーん……努力する……頑張ってみる……」

　その声はあまりにも弱弱しく、不安を煽る口調だった。

　しかしそんなことを頑張る必要があるのだろうか。いや、絶対にない。

　そう思うとおかしくなった。

「あんまり、頑張れなさそうな声だけど……ふふっ……」

　たまらず葵が噴き出すと、蒼佑も目を細めて葵の顔を覗き込んできた。

「笑った顔、たまらなくかわいいな……」

　それは思わず口をついて出てきたような、さらりとした言葉で。意図せず出てきたに違いない蒼佑の言葉は、葵の心に突き刺さった。

（今、かわいいって、私に言った……!?）

　どんどん、顔に熱が集まってくるのがわかる。

「あれ。葵……顔が、赤い？」

　蒼佑も葵の動揺に気がついたらしく、さらに顔を見ようと覗き込んでくる。

「ちょっと見せて」

「い、嫌よ、なんで……」

　葵はむくれながら、顔を背けようとするのだが、蒼佑は葵がいつも根負けするレベルでしつこい男だ。

「いや、なんで照れるんだ。そこを知りたい」

「もうっ……そこはさらっと流してったらっ……」

　葵は蒼佑の胸をグーッと押し返して、その場から逃げようとしたのだが。蒼佑の背後から、モクモクと煙が上がっていることに気がついて叫んでいた。

「焦げてる！」

「そうだった！」

　蒼佑は慌ててコンロへと駆け寄り、フライパンを持ち上げつつ、換気扇を強にした。そしてがっくりと肩を落とす。

「ごめん……目玉焼きとベーコンが……」

「あ、はははは！　真っ黒！」

　思わず大爆笑していた。彼が手にしたフライパンの上にのっている物体は、どう見ても消し炭だ。

「いや、そんな思い切り笑わないで……。でもごめん。危なかった……俺の不注意だ。気をつける。反省だな……」

「うん、そうね。火をかけている時は離れてはだめね。気をつけないとね」

　葵は目の端に浮かんだ涙を指先で拭いながら、励ますように蒼佑の隣に立つ。

「手伝うから」

「ありがとう」

　蒼佑は穏やかに微笑んで、新しいフライパンを取り出す。

「葵のために、世界一美味しいベーコンエッグを作ろう」

「普通でいいってば」

　そんな彼の横顔を見ながら、葵はふと、この生活が限りがあるものだとわかっていても、少しでも楽しい気持ちで過ごしたいと思ったのだった。




　それから、新生活三日目にして初めて、蒼佑は家を留守にすることになった。

　現場の会議でどうしても蒼佑の出席が必要だと言う。今日は金曜日だ。月曜日に持ち越すことはできないのだろう。

「このネット時代に……わざわざ顔を合わせる必要なんてあるかな」

「仕方ないでしょ。頑張ってきて」

　ぶーぶーと文句を言いながらネクタイを締める蒼佑を、葵は笑いながら励まし玄関まで見送る。

「はぁ……。なるべく早く帰ってくるから。葵、フラフラ外に出てはだめだよ」

「了解しました」

「あと、変な人が来ても、玄関の鍵は開けないように」

「このお屋敷に変な人なんて来るの？」

　どう考えても、飛び込み営業などできる門構えではないのだが、蒼佑は軽く肩をすくめて「どうも心配で」と靴を履き、そして葵の肩に両手を置いた。

「じゃあ、いってきます」

「いってらっしゃい」

「……」

　蒼佑は無言で、葵の目を見つめた。自分のほうが高い場所に立っているので、いつもより視線が近い。それでも蒼佑のほうがまだ背は高いのだが。

「どうしたの？」

　なぜ彼が自分の肩をつかんで離れないのかわからない。すると蒼佑が唐突に、びっくりするようなことを言い放った。

「い……いってきますの、キスしたいんだけど」

　じいっと穴が開くほど見つめられて、葵は顔を赤くする。

「な、なに言って……」

　あたふたする葵を見て、蒼佑は意を決したようにきりっと唇を引き結ぶと、次の瞬間には、

「いってきます」

　と早口でささやきつつ、頬を傾け葵の頬にキスをしていた。

（あ……ほっぺただった……）

　ホッとすると同時に、いったい自分はなにを期待していたのかと、恥ずかしくなる。葵は照れる気持ちを必死で押し殺して、蒼佑の胸を押し返した。

「ほら、早く行って。表に車、待たせてるんでしょう？」

「うん、わかった」

　蒼佑はにっこりと笑って、さわやかに踵を返し、戸を開けて出ていった。

「ふう……」

　思わずため息が口をついて出るが、嫌な気はしなかった。

（さて、今日はなにをしようかな……）

　葵は軽く部屋の掃除をした後、お茶を淹れて、キッチンのダイニングテーブルに座り、スマホを見つめた。今日、学校帰りのナツメが来る予定になっている。

　必要なものがあるなら持ってくると言われたのだが、この屋敷には日々生鮮野菜や肉、魚が運び込まれ、洗濯ものですら業者が毎日引き取りに来て、夕方には持ってくる。蒼佑が外に出るなと言うのも意味がないくらい、家から出なくても困らないよう、すべてが揃っているのだ。

（なっちゃん、なに食べたいかな……やっぱりお肉かな）

　レシピを検索していて、ふと手が止まる。

　今朝、蒼佑のもとに弁護士の神尾から連絡があった。葵を突き飛ばした例の女性が逮捕されるだろうという話だ。ナツメのもとに送っていた脅迫状の件もいずれ立件されるらしい。

　一時はどうなることかと不安だったが、これでまた今まで通りの生活が送れるはずだ。

（今まで通りの生活か……）

　来週の半ばから朝は少しばかり寝坊しながら、ナツメの作ったご飯を食べ、南天百貨店の売り場に立ちスーツを売る。また蒼佑は上客のふりをしてやってくるだろう。

　そうやって少しずつ蒼佑との時間を増やして……。

（その先は、どうなるの？）

　自分と蒼佑は元婚約者同士だ。だが八年も前に婚約は破棄されて今は他人同然。

　蒼佑はＨＦの御曹司で、自分は何者でもない、〝ただの人〟だ。

（私はなにも、持ってない……）

　葵はテーブルの上に突っ伏して唇を噛みしめる。

　八年前と今は違う。

　物欲もそれほどない、今さらなにかが欲しいなどと思っていないのは間違いないが、過去の恵まれていた自分を少しだけ羨ましいと、思ってしまう。

（どうしようもないな、私……いっぱいいっぱいだ）

　それから午後の三時ごろ。玄関のチャイムがピンポンと鳴った。

「はぁい！」

　少し早いがナツメが来たのだと思った葵は、いそいそと玄関へと向かって戸の鍵を開ける。

「ずいぶん早かったのね……」

　言いながら戸を開けた葵は絶句した。

　なぜなら戸を開けた目の前に立っていたのは、美しい和服姿の女性で。

「お久しぶりね、葵さん」

「あ」

　葵は大きく目を見開いたまま固まってしまった。そう、目の前に立っていたのは蒼佑の母である天野りか子、その人だったのだ。

　蒼佑に会いに天野家に行き、門前払いされてから、もう八年が経つ。

（時間が経つのは早いな……）

　葵はそんなことを思いながら、彼女を招き入れる。さすがにダイニングでというわけにはいかないと思い、入り口近くの和室で、りか子と話をすることにした。

「どうぞ」

　お茶をテーブルの上に差し出した。

「ありがとう。いただくわ」

　長い髪をアップにした薄紫の絽ろの小こ紋もん姿のりか子は、ひと目でどこぞの奥様とわかる鷹おう揚ようとした雰囲気がある。美しい人だが顔立ちは蒼佑とあまり似ていない。どちらかというと、和風のすっきりした美人だ。

　かつて、葵が蒼佑の許嫁だったころはかわいがってもらった記憶があるが、そのころと同じ気分では、当然いられるはずもない。

　この状況で用件を尋ねるのも馬鹿らしい。蒼佑が会社に呼び出されたタイミングでやってきたのだから、葵個人に話があるのだろう。葵はりか子の正面に腰を下ろし、彼女がお茶を飲み終え、口を開くのを待っていた。

「――急に来て、ごめんなさいね。でも、今日しかないと思ったから」

　喉を潤したりか子は、ふうっと小さなため息をついた。

「はい」

　葵はうなずきながら問いかける。

「私のことをご存じだったんですか？」

「いいえ。つい最近よ。二週間ほど前かしら……」

　りか子はハンカチを小さなバッグから取り出して口元を押さえる。

「せっかく帰国してきたのにほとんど実家には寄りつかないし……。帰ってこいと言っても、いつも適当に流されてしまうの。ひとり息子なのに寂しいわね、なんて笑っていたのだけど……。どうも付き合っている女性がいるらしいと噂を耳にして、調べさせたの」

　そしてりか子は、膝の上でぎゅっとハンカチを握りしめた。

「本当に、びっくりした。こんなことがあるのかって、驚いたわ」

　それはそうだろう。当事者である葵と蒼佑だって、心底偶然の出会いに驚いたのだから。

「それでね。率直に言うわね。あの子とは別れてほしいの」

　今さら、驚きはしなかった。それはそうだろうと、葵は素直にその言葉を聞いていた。

　無言の葵の感情を測りかねたのか、りか子は困ったように笑う。

「あなたはもう、蒼佑の許嫁ではないでしょう？」

「そうですね。祖父ももういませんから」

　葵の言葉にりか子は目を見開いたが、淡々とした葵の態度に、どこかホッとしたようにうなずいた。

「ええ……そう。あの時、椎名先生が引退されなければ、話は変わっていたと思うわ。引退はやめるように、主人も何度も申し上げていたと思うのだけれど……。でも先生はそれをよしとしなかった。雲隠れするようにご家族で身を隠されて。夫は悔しがっていたわ。国の損失だとまで言っていたわ。先生をとても尊敬していたから……。それは蒼佑も同じね」

　そしてりか子はテーブルの上に手を置いて、まっすぐに葵を見つめた。

「きっと、お互い懐かしい気持ちになったんでしょう。わかるわ。そういうこと、あるわよね。でもね、そこまでにしてほしいのよ。恋愛と結婚は別だもの」

　静かに、さらさらとそんなことを口にするりか子に対して、葵は軽く戸惑いすら覚えた。彼女は葵に口を挟む余地を与えようとしない。

「蒼佑は昔から真面目な子で……きっとあなたに対して罪悪感を抱いていたのだと思うわ。だから、あなたの気持ちを強く拒むことができなかったんだと思うの……」

　りか子は息継ぎをするように、ふうっとため息をついて、頬に落ちる髪を耳にかける。

「それに、あなただって、今さら本気で、蒼佑の妻になれると思ったわけじゃないでしょう？　ただ、昔の疑似恋愛を懐かしんで、楽しんでいた、だけでしょう？　だったら、このあたりで遊びは終わりにしてほしいの」

　そう言ってりか子はじいっと葵の目を見つめた。

　わかってくれるわね、と顔に書いてある気がした。

　だが葵は、りか子の一方的な空想話を聞いて、少しあきれていた。

（全部、私のせいにしたいのね……。だから私に身を引けと言うんだ）

　けれど、息子を愛する母親というものはこういうものなのかもしれない。

　図らずも息子を奪う悪女にされてしまった葵は、首を振った。

「どうしてそれを、私におっしゃるんですか？　母の立場からおっしゃるのなら、息子である蒼佑さんに直接言えば済むのでは？」

　瞬間りか子は言葉につまる。その表情を見て、葵はやはりと思った。

　蒼佑と話し合わないのは、彼に自分の意見を否定されるのがわかっているからだ。

　立場の弱い葵を排除するほうが楽だから、りか子はここにやってきたのだ。

（いったい、人のことをなんだと思っているんだろう……）

　葵は目の前のお茶で唇を濡らし、唇をぎゅっと噛みしめる。

　だが葵の言いたいことはそれだけではない。むしろこっちのほうが大事だ。

　勇気を振り絞って、口を開く。

「それに……私や蒼佑さんの気持ちは個人のものです。勝手に、罪悪感を抱いているとか、疑似恋愛だとか、決めつけないでください。私も蒼佑さんも、もう子供ではないんですから……」

「まぁ……！」

　葵の反発は、想像していなかったのだろう。りか子があきれたように目を見開いた。

「葵さん、昔は素直でとてもいい子だったのに……！」

　りか子のその言葉は、まさに本音だった。もっともらしい言葉で言い聞かせれば、八年前のように引いてくれると思ったのだろう。だが葵は少しだけ大人になった。

　たくさん傷ついて泣いた分、ほんの少しだけ大人に――。

　凛とした態度で葵はりか子を見つめ返す。

　その視線を受け、りか子は一瞬息をのんだが、突然すっくと立ち上がると、「失礼するわ」と、足早に部屋を出ていった。

「あ……っ」

　慌てて葵もその後を追う。言い返しはしたが、葵だって険悪なままで別れたいとは思わない。できればもう少し話がしたかった。

　そもそも葵は自分の気持ちを、彼に伝えてなどいないのだ。

　だがふらつく体ではりか子を引きとめることはできなかった。ようやく追いついたところで、りか子は玄関の引き戸に手をかけていた。そして振り向きざまに、

「お見合いの話が来てるのよ。とってもいいお話。あなたの気持ちがどうあれ、あの子の将来を、邪魔しないでちょうだいね……！」

　と言い放ち、がらりと戸を開け出ていってしまった。

「……はぁ」

　葵はずるずるとその場に座り込んで、膝をかかえる。さっきまで気を張っていたせいか、一気に力が抜けてしまったようだ。

「お見合い……」

　口に出すとぐさりと胸に刺さるが、見合いの話がきているということに、それほど驚きはなかった。

　蒼佑はＨＦの御曹司でひとり息子だ。結婚相手を自由に選べる立場にはない。帰国後の彼には次から次に縁談話は持ち込まれているのだろう。

（お見合いかぁ……）

　優しい蒼佑なら、誰が相手でも、きっといい夫でいい父親になると思う。

（そうよね、私じゃなくたって……別に……）

　あれだけ思いをぶつけられているのに、そんなことを思ってしまう自分に嫌気がさす。だが現実問題どうやったって、自分は彼の妻にはなれそうにないのだ。

　胸の奥が、ぐうっとつかまれたように痛くなった。

（やっぱり私の思いに、先なんてなかったんだな……）

　じわっと涙が浮かんだが、泣くのは負けを認めたようで嫌だった。

　膝に顔を押しつけたまましばらくじっとして、なんとか気持ちを落ち着けた後、ゆっくりと立ち上がる。

　蒼佑が今日、ここに帰ってこれるかは謎だが、せめて心配させるような振る舞いだけはしたくなかった。

　それからしばらくして、四時過ぎごろ。また玄関のチャイムが鳴った。

　今度は間違いなくナツメで、ニコニコした様子で姿を現すと、キッチンテーブルの上に置いてある材料を見て、「チーズ入りハンバーグだ！」と目を輝かせた。

「やったー、俺の一番の好物！」

「手を洗ってきて。手伝ってくれるでしょ」

「もちろんだよ」

　ナツメは腕まくりして玉ねぎを手に取る。ふたりで刻むが、炒めるのはナツメの役目だ。目に染みる、と騒ぎながら、ドタバタ料理をしていると蒼佑も帰ってきた。まだ時間は午後の六時だ。

「ただいまー」

　そうやって、軽やかにキッチンに入ってきた蒼佑を見て、葵は心臓がドキリと跳ねる。彼の表情に、朝となにか違うものがあるのではないかとじっと観察したが、なんの陰りもなかった。

　ナツメの顔を見て、「いらっしゃい」と微笑む蒼佑は、いつもの穏やかで優しい蒼佑だ。

（よかった……おば様にはなにも言われてないみたい）

　蒼佑が葵を思っているということは、母親としては目を逸らしたい事実かもしれない。自分の息子に限ってと思いたい気持ちも理解できる。

　そして、葵にあれだけのことを言っておきながら、蒼佑をここに帰したのは、強く反発されることを恐れたのかもしれない。

『君を失うくらいなら後を追って死ぬ』と迷いなく口にする彼には、普通の人間には到底理解できないような、謎の意志の強さがあるように思う。

「おかえりなさい」

「葵」

　声をかけると蒼佑は真面目な顔になって、そのままグイグイと葵に近づき両腕を広げ、いきなり正面から抱きしめてしまった。

「きゃっ！」

「おおっ……情熱的」

　悲鳴をあげる葵をよそに、ナツメは笑って受け流している。

「ななな、なんなの！」

「いや、疲れたから……」

　蒼佑はふうっと息を吐いてそれから体を離し、「俺も手伝うよ。手を洗ってこよう」と、キッチンを出ていってしまった。

「忙しいんだろうね」

　ナツメがぽつりとつぶやく。

「そうね。責任ある立場だから。時間も限られてるのに……なんだか申し訳なくなるのよね」

　彼はＨＦの取締役のひとりだ。しかもいずれ社長になることが決まっている。本来なら自分とこんな時間を過ごしている暇などないはずだ。

　りか子から『あの子の将来を、邪魔しないで』と言われたことを思い出して、胸がちくりと痛くなる。

　だがナツメは「うーん」と、首をひねった。

「でも、天野さんは葵ちゃんのことが好きで、好きだから一緒にいたいんでしょ。んで、葵ちゃんから、こうやって生きるエネルギーもらってるわけで」

「え？」

　唐突にも感じるナツメの言葉に、葵は目を丸くした。

「いや、だからさ。葵ちゃん、基本的に、他人から気遣われるとちょっと申し訳ないみたいな顔するけど、そうじゃないでしょってことだよ」

　そしてナツメは、はぁ、とため息をついた。

「前から思ってたけど、葵ちゃんは自己評価低すぎだよ」

　自己評価が低い。そう言われて、葵は驚いた。

「えっ、そう!?」

「そーだよ。自覚ないのがまたあれだよね……。葵ちゃんはなにかあっても、基本あきらめて受け入れちゃうし……。それでなんとなく気づきにくいんだろうね」

　ナツメはひとりでわけのわからないことをウンウンと納得したようにつぶやき、

「なんでなんだろうなぁ……俺はこんなに、俺のことが好きなのに」

　と、肩をすくめる。

「でももう少し、自分の存在が誰かを幸せにしてるんだってこと、認めてもいいと思うよ」

　と、ささやいたのだった。




　三人で囲んだ夕食は、終始楽しかった。あまりにも笑いすぎて、おなかが痛くなったくらいだ。泊っていけばと誘う蒼佑にナツメは「明日仕事だから」と首を振り、大内の迎えの車に乗って帰っていってしまった。

　車に手を振った後、葵がゆっくり歩くのに合わせて、蒼佑も隣を歩く。

「ナツメくん、元気そうでよかった」

「うん……本当に」

　葵の一件で、ナツメは仕事をやめようか考えていたらしいが、あの調子ならもう大丈夫そうだ。葵はホッと胸を撫で下ろす。

「で、葵、明日からのことなんだけど、一緒に温泉に行こう」

「えっ、それ生きてたの？」

　唐突に言われてびっくりした。確かにそんなことを言われたが、すっかり忘れてしまっていた。

「生きてたし、ちゃんと宿も取ったよ」

　蒼佑が口にした温泉宿は、葵も知っている千葉の南房総にある高級旅館だった。

「土日はそこでゆっくりして、月曜日の朝、帰ってこよう。もちろん君が望むなら連泊してもいいし」

　そう言いながら蒼佑はにっこりと微笑み、葵の顔を覗き込む。

「安心して。不埒なことはしないから。君の療養のために行くわけだし」

「ふ、不埒!?」

　蒼佑の言う不埒とはいったいどういうことなのか。なんとなく想像できるが、先回りして言われることで余計葵の想像を刺激する。当然、かつて交わしたキスのことを思い出して、顔が真っ赤になってしまった。

「意識した？」

　蒼佑がからかうようにささやく。

「い、意識なんてしてませんけどっ……？」

　おそらくバレバレに違いないが、葵は必死にごまかそうと足早に玄関の戸を開ける。だが次の瞬間つま先が、玄関引き戸のレールに引っかかってしまった。

「危ないっ！」

　蒼佑が後ろから葵のウエストに腕を回し抱き寄せる。背中から蒼佑の心臓の鼓動が伝わる。ドキドキ、とびっくりするくらい跳ねている。

「ご……ごめんなさい……」

　とっさに謝罪の言葉を口にしていたが、蒼佑はふうっと息を吐いて、両腕を葵のウエストに回し、そっと抱きしめた。

「いや、俺がからかったから。ごめん」

　そう言いながら葵のこめかみに唇を寄せる。

「温泉の件、もちろん葵の療養が第一なんだけど、俺がただちょっと……一緒に旅行できたら嬉しいなっていうか……。だから無理にとは言わない。ごめん」

　そんな風に、申し訳なさそうに謝罪の言葉を口にする蒼佑に、葵はふとナツメに言われた、

『自分の存在が誰かを幸せにしてるんだってこと、認めてもいいと思うよ』

　という言葉を思い出していた。

（誰かを幸せに……私が？）

　葵はドキドキしながら右手を持ち上げて、蒼佑の手の甲に重ねる。

　瞬間、蒼佑はかすかに身じろぎする。葵から触れた指先の感触に、たったそれだけのことではあるが、驚いたのかもしれない。

「い……行きます」

「ほっ……本当に!?」

　背後で、聞いたことがないくらい動揺した声が響く。

「うん……」

「や、やった……嬉しい、ありがとう！　いや、これは旅行っていうよりも、まず葵の療養が第一だから、それはその、忘れないようにしてるから……！」

　落ち着いた蒼佑らしからぬ喜びようだが、ストレートなそのはしゃぎように、なんだか不思議な気持ちになる。

「夢みたいだ。ありがとう、葵」

　蒼佑は何度もそうささやきながら、それでも思いを抑えられないのか深呼吸を繰り返しながら、少しだけ抱きしめる腕に力を込める。

　すりすりと体を寄せられて、まるで大型犬に懐かれている気分だ。

　そして蒼佑からまっすぐにぶつけられる純粋な思いは、りか子によって傷つけられた心をポカポカと温めてくれる。

　そんな傷など最初からなかったかのように。

（こんなに喜んでくれるなんて……思わなかったな……。私も、嬉しい……かも……）

　そう、嬉しかった。自分と一緒にいられることが嬉しくてたまらないと言う蒼佑に、自分を認めてもらえた気がした。

　これは恋人がいたことがある人なら、今さら？と思うような単純なことなのかもしれない。だが葵にとってそれは大きな前進の一歩だった。

　思わず頬が緩む。にやけてしまう。

　この状況で顔を見られなくてよかったと心底思う。ナツメが見ていたら、きっとからかわれたに違いない。

（おば様の言っていたお見合いのことは、とりあえず考えるのはよそう……）

　悔しいし、考えるだけ身が引き裂かれそうな気持ちになるが、かつて婚約者だったから、わかる。

　蒼佑に「私はあなたが好きだから、見合いをしないで」と言ったところで、問題の解決にはならない。双方の家の事情や、その他の状況。それは葵個人にはどうしようもないことなのだ。

　そもそもこのふたりの生活だって、最初から期間限定だ。できれば最後の日まで、楽しく過ごしていたい。

　葵はぎゅっと目をつぶった後、顔を上げ、気持ちを切り替える。

「さて、食器を洗わなくちゃ。手伝ってくれる？」

「もちろん」

　蒼佑は肩越しに振り返った葵の目を見て、しっかりとうなずく。

　そしてひと波乱あった三日目の夜は、穏やかに過ぎていくのだった。










いい加減、俺に。




　翌朝お昼前に屋敷を出る。都内から車で一時間半の場所に目指す旅館があるのだ。

　蒼佑が運転する車は、優雅なフォルムのシルバーのスポーツカーで、彼がまた安全に運転してくれるおかげか、車にそれほど強くない葵も、ゆったりした気持ちで助手席で過ごすことができた。

　千葉に入り、しばらくして、葵は車の窓を少し開けて外を眺める。

「この辺りの海岸線、見覚えがある。あ……そういえばナツメが、南房総で二月くらいにロケしたって写真を送ってきてくれたの。黄色い菜の花で、いっぱいだった。あったかいから、ひと足先に春が来るんだって」

　吹き込む風に髪がなびいて、気持ちよかった。

「ああ、確かこの先に、菜の花が続く道があるはずだ。ＳＮＳ映えするとかいって、有名なんだよ」

　ＳＮＳには興味はないが、ナツメが以前送ってくれた写真は、本当に美しかった。

「ふぅん……実際に見たら、もっときれいだろうなぁ……」

　そんなことを口走ると、「来年見に来よう」とさらりと蒼佑が口にする。

「来年？」

「ああ。時間が経つのは早いからな。三十を過ぎて、特にそれを感じてる」

　蒼佑はふっと笑って、それから視線の端でほんの一瞬、葵をとらえる。

「だからこうやって葵と一緒にいる時間は、なによりも大事にしたい」

　そう言う蒼佑の言葉に、嘘は微塵みじんも感じられなかった。

　本当にそう思ってくれているのだとわかって、胸がじんわりと温かくなる。そしてそれは葵もまったく同じ気持ちだ。

「――私も」

　エンジンの音にかき消されることがわかっていて、葵はそっとつぶやいて目を伏せる。

　お昼は軽めにカフェでランチにしようということになり、海岸沿いのカフェへと向かった。土曜の昼間で天気もいい。きっと満席だろうと思っていたら予約をしていてくれたらしい。

「実は俺が新入社員のころに営業で通っていたお店でね。俺が営業する立場なのに、とてもよくしていただいたんだ。だから融通がきく。内緒だよ」と笑っていた。

　マスターおすすめのコーヒーとフレンチトーストを食べて店を後にする。

　ちなみにカフェのテラス席でも蒼佑はやたら目立っていたし、その場にいる女の子の視線を独り占めしていたことを、葵は見逃さなかった。

（ストレッチパンツにスニーカー、カットソーにジャケット。本当にシンプルな装いなのに、なぜか視界に飛び込んでくる。そのまま目で追いかけてしまう。この人は本当に、他人の目を引くんだ）

　例えば顔がいいとか、背が高いとか、スタイルがいいとか、そういうことだけで視線を集めるのではない。きっと本人が生まれた時から持っているオーラのようなものなのだ。

　だがそうなると、なぜそんな人が自分を好きになってくれたのだろうと、冗談抜きで不思議で仕方なくなってくる。

（私なんか、すごく普通だし……）

　ちなみに今日は、蒼佑が用意してくれていた上品な形の水色のワンピースを着ているが、完全に値段に負けていると思う。

「さ、着いたよ」

　蒼佑がブレーキを踏んでエンジンを切る。

「えっ、もう？」

　蒼佑の言葉に、助手席から窓の外を眺めていた葵はハッと我に返った。

「ああ。葵が車に疲れなくてよかった」

「それは……あなたが気を使って運転してくれたから。ありがとう」

「どういたしまして」

　蒼佑はにっこりと笑って、先に車を降りると、葵のためにドアを開ける。

　実際、東京をゆっくりしたペースで出て、三時間半。あっという間だった。

「うーん！」

　葵は車から降りて、両腕を上に上げ、背筋を伸ばす。

　目的地の宿『山むら』は、南房総の内海の目の前、海岸線を見渡せる、三部屋しかない高級旅館だ。すべてが離れで、それぞれに露天風呂がついており、全室オーシャンビューになっている。チェックインを済ませて、女将の挨拶とともに客室へと向かい、葵は部屋の中に足を一歩踏み入れて、「わぁ……」と息をのんだ。

　入り口には、障子でしきられている洋室のベッドルームがあった。中を覗くと、ふかふかの羽毛布団のツインのベッドが置かれている。畳敷きの廊下を通っていくとリビングルームだ。部屋はすべて畳敷きになっており、和モダンのソファ、テーブルなど、家具が品よく配置されていた。

　そしてなにより、窓の外は一面の海だ。少し高いところから見下ろせて、窓枠が額縁のように作用して一枚の絵に見える。

「海が目の前！」

「ああ。夕日がすごくきれいなんだ。楽しみだな」

　蒼佑はそう言って葵の隣に立ち、そっと手を繋いでくる。それはとても自然な動作だった。顔を上げると、「だめ？」と蒼佑が首をかしげる。

「だめじゃないけど……」

「よかった。じゃあ堂々と繋いでおこう」

　蒼佑はふふっと笑って、指をしっかりと絡め、テーブルでお茶を淹れてくれる女将を振り返った。

「夕食は……六時半くらいでいい？」

　尋ねられて、葵はこっくりとうなずく。

「かしこまりました。なにかありましたら、お申し出くださいませ」

　着物姿の女将はにこやかに微笑んで部屋を出ていった。

「あ、葵。お風呂はこっちだから。露天風呂がデッキにあってね……」

　蒼佑は葵の手を引いたまま窓のほうへと向かっていく。

　その慣れた様子に、思わず葵は素で問いかけていた。

「詳しいのね……。誰かと来たことがあるの？」

　そう口にした瞬間、失敗したと思った。

「え？」

　蒼佑が驚いたように目を見開く。それも当然だ。今の葵の発言は、やきもちを焼いているように聞こえる。というか、そうとしか聞こえない。

　そもそも蒼佑が女性とここに来たからなんだというのだ。彼にだって自由に過ごす権利はあるし、過去のことにどうこう言っても仕方ない。慌てて首を振った。

「えっと、そうじゃなくて……」

「この旅館は、『山やま邑むらリゾート』の系列店でね。社長を知っているから、ひとりでも泊めてもらえるんだ。それから何度か、ぼんやり骨休めしにきたことがある。それだけだよ」

「あっ……そ……そうなの……」

　山邑リゾートは世界中にホテルや旅館を展開している、日本有数のリゾート運営会社だ。社長がずいぶん若い男前で、葵も何度かテレビで見たことがある。

（恥ずかしい……ちゃんと謝らないと……！）

　葵はきゅっと唇を噛みしめた後、蒼佑を見上げる。

「なんだか今、ちょっとあなたの行動を縛るような言い方になってしまって、ごめんなさい」

「え？」

「あなたはどこの誰と、どんな風に過ごしたっていいの。だから、私ばっかりにかまわなくても」

「葵、それは違う」

　蒼佑はかすかに首を振って、それから葵の目をじっと見つめる。

「俺は君に縛られたい。束縛されたいし、誰かと好きなように過ごしていいのなら、俺は、君と永遠にふたりきりでいたい」

「え……」

　目を丸くして呆気に取られている葵を見て、蒼佑は苦笑いする。

「重いだろ。引いた？　でも俺は、本当はこういう男なんだ」

　葵の手を引いて、指先に唇を押しつける。

「昔の俺は、君の前ではずっと優等生だった。嫌われたくなくて親が決めた婚約者という立場で、君を大事にしているふりをしていた。だが本当は違う。尊敬と恋心が入り混じった目で君に見つめられるたび、たまらなく欲情していた。どこにでもいる、本当に平凡な、普通の男だった」

　蒼佑の目が、葵への熱い思いでキラキラと濡れたように輝き始める。

「八年前も、今日も、たった今、そしてこれからも……俺の腕になかなか飛び込んできてくれない君をじれったく待ちながら、ずっと君に恋をしている」

　そして蒼佑は、かすかに唇を震わせながら、甘い声で、まるで懇願するようにささやいたのだ。

「いい加減俺に、堕ちる気はない？」

　その瞬間、葵は、もうどうしようもないくらい甘いときめきと、苦しいくらいの情熱の渦に突き落とされた気がした。

「葵……」

　蒼佑はささやきながら、手を下ろし葵に顔を寄せる。

「なにも言わないなら、この場の空気を好意的に取るよ。俺は図々しいからね」

　そう言ってかすかに笑う蒼佑は、どうしようもないくらい色っぽく、葵はなにか言わねばと思うが、まったく言葉が出てこない。

　私も好き、とか、でもこの先のことが不安だから踏み出せない、とか。

　いろんな言葉が頭の中をグルグルと回っているが声が出ない。

（どうしたら、いいの……えっと……なにか言わないと……えっと……）

　葵は呆然としながら右手を伸ばす。

　ふたりの視線がしっとりと絡み合った。

「蒼佑さん……」

　彼の名を口にすると、胸がとくんと、高鳴った。

　そして葵は、なにを思ったのか蒼佑の首元のカットソーをつかむと、背伸びをしながらぐいっと引き寄せ、彼の唇に自分の唇を押しつけていた。

　それは葵にとって、初めて自分から蒼佑に向けた明確な好意だった。

　こうすれば、自分の気持ちはわかってもらえると思ったのだ。

（ちゃんと言葉にしてって、言われちゃうかもしれないけど……）

　葵はそう思いながら、唇を重ねたままこくり、と息をのむ。

　今までさんざんひどいことを口にしたし、素直になれなかった自覚があるので行動で示したほうがわかりやすいだろうと、とっさに考えての行動だった。

　だが、その瞬間。今まで何度も葵の唇を奪ってきたはずの蒼佑は、大きく目を見開いて、驚いたように体を硬直させた。まるで頭から雷に打たれたかのような反応だ。

　そして葵が唇を離すと、蒼佑はみるみるうちに首まで真っ赤に染まっていく。

「えっ、あ、あ、葵……今のって……？」

　しどろもどろになりながら、蒼佑が唇をわななかせる。

（えっ……もしかして照れてる……？）

　怒っているわけではないと思うが、まるで純情可憐な女学生のようなリアクションに、葵まで急に恥ずかしくなってしまった。

「その……いきなりでごめんなさい……」

　大胆すぎただろうか。葵はそんなことを思いながら、謝罪の言葉を口にする。

「い、いや……いや、そんな……ふぅ……落ち着け、俺……」

　蒼佑は大きな手で首の後ろを撫でた後、深呼吸を繰り返し、それから意を決したように、潤んだ目で葵を見つめながら、葵の手を両手で包み込むように握った。

「葵……」

　顔が近づいてお互いの前髪が触れる感触がする。心臓がドキドキと跳ねてうまく息ができない気がしたが、葵も勇気を振り絞って蒼佑を見つめた。

　そしてゆっくりと口を開く。

「昔のあなたのほうが、確かにずっと紳士で、王子様みたいだったけど……。だいぶ強引で、びっくりするほどめげなくて、心が強くて、優しい、今のあなたを好きに、なりました……」

　その瞬間、蒼佑の目が、キラキラと歓喜の色に輝き始める。

「今までいろいろ言ってごめんなさい。私、あなたが……蒼佑さんが、好き……んっ……」

　葵の告白は、蒼佑の口づけで応えられた。

　蒼佑の手が無言で背中と頭の後ろに回る。髪の中に指が差し込まれ、ふわふわと髪が空気をはらみながら広がってゆく。

　それは今まで何度かかわしたような強引なキスではなく、お互いの存在を恐る恐る確かめ合うような、そんな優しいキスだった。

「――心臓が壊れそうだ」

　そう言ったのは蒼佑で葵ではなかった。

「大げさね」

　葵が笑うと蒼佑は葵の手を取り、自分の胸の上にのせる。

「そう思う？　誇張はしてないが」

　どうやら触れて、確認してみろと言いたいらしい。

「待って。ちゃんと確かめるから」

　葵はそのまま顔を傾けて、右の耳を蒼佑の心臓のあたりに押しつける。

　すると彼の逞しい胸の奥から、ドクン、ドクンと大きな鼓動の音がした。

「あ、本当だ」

　頬をくっつけたまま笑うと、頭上から「はぁ……」と吐息が漏れる。

　どうしたのかと顔を上げると、蒼佑の眉がかすかに下がっている。

「君は昔から……そういう……」

「え？」

　昔から、なんなのだ。

　葵が首をかしげると、「いや、いい。もうお互い大人だ……しかも俺はこんなだってバレてるんだから、我慢も遠慮もする必要はない」と、一方的に納得したように蒼佑はうなずく。

　そして葵を両腕で包み込むようにして抱きしめると、耳元でささやいた。

「君に不埒なことをしないと誓った例の約束を、反ほ故ごにしてもいいだろうか」

「……っ？」

　葵はその言葉に息をのむ。

　そうだった。温泉に行く前にそんな約束をしたのだ。

　彼の屋敷に滞在している間、寝室は別だった。それであまり意識していなかったのだが、今日は同じ部屋である。そしてここで葵が彼に思いを告げたことで、そんな約束はあまり意味をなさない状況になった。

（ど、ど、どうしよう……！）

　どうしようもこうしようも、嫌だという理由はないのだが、葵は突然のことに完全にテンパってしまっていた。

　そこに蒼佑は、ことさら低い声で甘く、葵の耳元でささやくのだ。

「俺は、君に触れたい……君の体中に口づけたいし、愛したい」

　彼の言葉の意味することを考えて葵は顔が真っ赤になる。

　蒼佑にそうされることを想像してしまう。

（今日、それって、もしかして、えっ、今日!?）

　その緊張が伝わったのだろう。蒼佑はなだめるように、葵のこめかみにキスをしながら、抱きしめる腕に力を込める。

「君が嫌がることはもちろんしない。だから許すと言ってくれ」

　その言葉は懇願のようだった。

「ち、ちなみに……言わなかったらどうなるの？」

　恐る恐る尋ねると、蒼佑は少し体を起して葵をじっと見つめた。

「そうだな……許してもらえるまで、粘るかな」

　どうやらあきらめるという選択肢はないらしい。

「あなたって……本当に、根気があるのね」

　思わず葵は笑ってしまった。すると蒼佑も同じようにクスッと笑う。

「今のは半分冗談だ。君が嫌なら何年でも待つつもりだ。俺は君に愛されたいんだ。愛された上で、愛し合いたい……」

　柔らかく微笑んで葵の頬を撫でる。そしてこつんと額を重ねて、目を伏せた。

「だから、待てと言われたら、待つよ……。今までの八年を思えば耐えられる。俺は君がそばにいてくれるだけで、幸せなんだから」

　まるで修行僧のようなセリフであるが、彼が本気であることは伝わってきた。

（なんていうか……本当にこの人は、私のことを好きでいてくれるんだな……）

　自分に向けられた恋心ではあるのだが、葵はびっくりするのと同じくらい、感動していた。

　今まで葵は、あまり自分のことを好きではなかった。なのにそんな自分を変えようと思ったこともなかった。新しく恋をしようとも思わずに、いつまでも過去のことを引きずって、ひとりの殻に閉じこもっていた。

　目標もなかったし、とりあえず心を揺らされない、波風のない人生を送りたいくらいの、考えしかなかった。

　そんな葵を変えたのは蒼佑だ。

　過去の後悔から、こうやって真正面から葵に気持ちを伝えてくれている蒼佑がいたから、今の自分がある。だからこのまま、彼から受け取るばかりではいけない。

　ただ盲目的に恋をしているだけでは、昔と同じだ。

　ナツメだって、言っていたではないか。

『自分の存在が誰かを幸せにしてるんだってこと、認めてもいいと思うよ』と。

　間違いなく、蒼佑はそう思ってくれている。葵が自分のことをなかなか好きになれなくても、そんな自分を、丸ごと受け入れてくれる。

　自分が彼を幸せにしていると信じていい。そうやって自分にも価値があるのだと認めると、泣きたくなるくらい、幸せな気持ちになった。

「あのね……」

　葵は声を振り絞って、蒼佑を見つめる。

「あなたが思う、不埒なこと……私だって、してみたい」

　そしてぎゅっと、蒼佑の背中に腕を回し抱きしめる。

「だから、そばにいるだけでいいなんて、言わないで……。私だって、あなたをこれからもっと幸せにしたいんだから」

　形を変えて生まれ変わった葵の恋心は、まっすぐに蒼佑に届けられる。

　この瞬間、ようやく葵も、過去の自分の呪縛から解き放たれた気がした。




「食事、口に合わない？」

「えっ……!?　ううん、美味しい、すっごく！」

　部屋のテーブルの向こうに座る浴衣姿の蒼佑にそう尋ねられて、葵は自分の箸が止まっていることに気がついた。慌ててお造りを口の中に入れて、もぐもぐと咀嚼する。

「箸休めに出てきた雲丹豆腐も、びっくりするほど美味しかったし、この、伊勢エビのお造りだって、甘くて弾力があるのに、とろっとして……」

　時刻は七時過ぎ。

　三十分ほど前から、夕食の時間は始まった。目の前に並べられた、贅を尽くした懐石料理には見み惚とれるばかりだったが、確かに箸はあまり進んでいないように見えたかもしれない。

「ちょっと、長湯しすぎただけよ」

　葵の言葉に蒼佑はクスッと笑う。

「そうだな。君、一時間以上入ってただろ」

「う、うん……気がついたらそのくらい経ってて……」

　いろんなことで、頭がいっぱいいっぱいだったのだ。

　葵は、恥ずかしくなりながらうなずく。

　あの告白の後、なんとなく照れてしまった葵は散歩でもしようと蒼佑に告げ、手を繋いで周囲の散策をした。

　なにをするわけでもない。蒼佑がアメリカに行っていた時どんな仕事をしていたのか、そんな話をしながらゆっくり辺りを散歩しただけだ。

　だがそこで初めて葵は、蒼佑の夢を聞いた。

　蒼佑は飲料メーカーの跡取り息子だが、野菜や果物にも興味があるらしい。

『百貨店に入っているフルーツジューススタンドって、砂糖やシロップを使っているところが多いんだ。できるだけ自然の甘みで、もっと美味しい飲み物ができないかって、考えてる』

　夢を語る蒼佑の横顔は、とても真剣だった。その眼差しを見て、素敵だと思った。応援したいとも。

　苦し紛れに誘った散歩だが、今まで彼がどんな風に過ごしてきたのか、今後どんな風に働きたいと思っているのか、その片へん鱗りんを知れてよかったと思う。

　その後、部屋に戻り先に蒼佑がお風呂に入った。一緒にと言われた時は死ぬかと思ったが、葵はそれを『明るいところでは絶対に嫌だ』と必死に固辞して、交代で入ったのだ。

「一時間以上も入って、ふやけたんじゃないのか」

「確かに、指先とかしわしわになってた。もう、大丈夫だけど」

　葵はクスッと笑って、指先を持ち上げる。

　少しぬるめの露天風呂に半身浴のように浸かって、ぼうっと外を眺め、今までの蒼佑との間に起こったこと、そして今夜のことなど、あれこれ考えていたら小一時間経っていて、自分でもびっくりしたのだった。

「でも、夕日はすごくきれいだった」

「うん……よかった。あれを見てもらいたかったんだ。まぁ、贅沢をいえば、俺も一緒に見たかったけど」

「お風呂で？」

「お風呂で」

　蒼佑は真面目にうなずいて、それから箸を置きビールの瓶を持ち上げた。

「グラス、あいてるよ」

「あ、ありがとう……」

　慌ててグラスを差し出して、ビールを受け取り少しだけ口をつける。

（私が、明るいのは嫌だからって断ったの、ちょっと根に持ってそう……）

　葵の嫌がることは絶対にしないと言いつつも、蒼佑は一度こうと決めたらなにがなんでもやり遂げる粘り強さがある。もしかしたら、近いうちに、一緒にお風呂に入らされるかもしれない。

（む……無理……！　恥ずかしい！）

　その状況を想像するだけで、顔が熱くなる。

　こうやって浴衣姿の蒼佑と向かい合っているだけで照れてしまう。いつも以上に蒼佑が素敵に、キラキラと光って見えた。

（私、恋してるんだな……）

　今さら、そんなことに気がついてしまう。

「じゃあ私も」

　葵もビールの瓶を手に取って、彼のグラスに注ごうとしたのだが、「俺はもう十分飲んだから」と、断られてしまった。

「む……もしかして私を酔わそうとしてる？」

　以前、渉と三人でバーに行った時、蒼佑は相当飲める様子だったことを葵は思い出した。だがこの状況で、葵に泥酔されて困るのは蒼佑のほうだろう。

　案の定、蒼佑は葵の言葉を聞いて、「まさか」と、喉を鳴らすようにククッと笑って、グラスを持ち上げた。

「わかった、飲むよ。ただ、俺が、万が一にも酔いたくないだけで、葵ひとりを酔わそうとしているわけじゃない」

「万が一って？」

　葵は瓶を両手に持って、グラスに注ぎながら問いかける。

「全部、覚えておきたいから」

「なにを？」

「例えば、俺が君を裸にしたらどんな反応するんだろうとか。君の些細な表情の変化を、全部覚えておくために、思考をアルコールで鈍らせたくないなと思って」

「なっ……!?」

　びっくりした葵は体を震わせる。その瞬間、葵の手が滑りビール瓶の注ぎ口がテーブルへとずれる。当然、残っていたビールがテーブルの上を濡らしてしまった。

「あああっ……！」

　慌てて瓶をテーブルの上に置き、とっさにおしぼりでテーブルの上を拭った。

「もうっ、あなたが変なこと言うから～！」

「ごめん。でも聞いたのは葵だろう」

「そうだけど……！」

　葵は赤面したり、怒ったり、唇を尖らせたりしながら、テーブルの上を拭いた後、「ビール臭くなった……」と、ため息をついた。

「じゃあ、もう一回温泉に入ればいい」

　そこで、テーブルの向こうで、頬杖をついた蒼佑が、ニコニコと提案する。

「え？」

「暗くなったから、俺も一緒に入るけど。いいよね。暗いから」

　念を押すように言われて、葵は言葉につまる。

　本当は明るかろうが暗かろうが、恥ずかしいから嫌だとは言えなくなってしまった。

　まさかの小一時間で、一緒に入る羽目になろうとは……。

　葵は呆然としながら、ニコニコ笑顔の蒼佑を見つめたのだった。

　結局、そのまま食事は下げてもらい、蒼佑と葵は、露天風呂へとふたりで移動した。

「ほら、固くならないで……葵」

「そんなこと、言ったって……」

　葵は震えながら、蒼佑を上目遣いで見上げる。

　まだお互い浴衣は着たままだ。これを脱がなければ露天風呂には入れないのだが、一歩先に進む勇気が出ない。

「そうか……困ったな」

　蒼佑はかすかに笑って、葵の浴衣の襟の内側に指を差し入れ、上から下へとゆっくりと動かす。ほんの少し指先を引っかける程度だが妙に艶なまめかしい。脱がそうかどうしようか、迷っているような仕草だ。

「困ったって……あなたは全然困ってないと思うけど」

　きっとこんなに恥ずかしいのは自分だけだ。身を引きながら、思わず唇が子供のように尖ってしまう。

「そんなことはない。困ってる。君がかわいいから……すごく、困っている」

　蒼佑は急にわざとらしく真顔になると、葵の顎先を指さきですくうように持ち上げ、ささやいた。

「やっぱり、俺が脱がせてあげようか」

　そしてそのまま葵の体を抱き寄せると、器用に帯を外してしまった。茶羽織の下で、浴衣がふわりと体から離れていく。

（本当にこのままでは脱がされてしまう！）

　葵は、慌てて浴衣の前をかき合わせて一歩下がる。

「わ、わかったから、自分で脱ぐから、後ろ向いて！」

「そう？」

　蒼佑は苦笑して、くるりと後ろを向いた。

「じゃあ俺が先に脱ぐから、後からおいで」

　さらりと言い放つと、茶羽織も浴衣もするすると脱いでいった。

「っ……!!」

　逞しい裸の背中が目に入った瞬間、葵は回れ右をして両手で顔を覆う。衣擦れの音がして、それからがらりとガラス戸を開けて出ていく気配がした。

　葵は両手を顔から外し、ゆっくりと十秒数えて外を見るが、蒼佑の姿はなかった。

「……行ったわね……ふぅ……」

　何度も深呼吸を繰り返した後、茶羽織を脱ぎ、下着を脱ぎ、それから浴衣を脱いでカゴに入れると、体にバスタオルを巻きつけた。

　すっかり日が落ちた露天風呂はまた違った趣がある。

　足元を照らす間接照明は最低限の明るさだが、今夜は月が明るいので、足元が悪いということもない。四、五人はゆっくり入れそうな岩の露天風呂は海に面していて、耳を澄ますと、ざぁ、ざぁ、と波の音が聞こえてきた。

「葵、おいで」

　蒼佑は露天風呂の縁に両腕をのせ、その上に顔をのせてこちらを向いていた。

「怖くないから。いきなり取って食ったりしないから」

　そういう蒼佑は、余裕しゃくしゃくだ。あれが大人の対応というものなのだろうか。一方、自分はどうだ。

「別に怖がってなんかないですけど」

　どうも恥ずかしいが一周回って、ツンツンしてしまう。

　当然、嫌なわけではない。自分だって蒼佑のことを思っていて、彼とそうなりたいと思っている。なのに、恥ずかしがっている自分が子供っぽく感じて、わかっているのに、素直になれない。我ながらかわいくないと思うがどうしようもない。

（もう、行くしかない！）

　葵は勇気を振り絞り、サッとかけ湯をした後蒼佑の隣から足を入れて、ざぶんと肩まで浸かってしまった。そして膝を引き寄せて蒼佑をちらりと目の端で見上げる。

「は、入りました……」

　もう、正直言って、これであらかたのエネルギーは使った気がする。

「うん……でも、バスタオルは外さないと」

「外したら……見る？」

　自分でもバカバカしい質問だと思ったが、つい聞いてしまった。

「見るよ。当然。あたり前だ」

「そこは嘘でも、見ないとか、そういうこと言ってくれたらいいのに……！」

　葵は眉が八の字になったが、蒼佑はまたクスッと笑って、葵の腰を抱いて、引き寄せた。

　抗う暇など一瞬もなかった。気がつけば彼の膝の上に横向きにのせられて、がっちりと体を支えられている。

「どうせすぐに、恥ずかしい気持ちなんて、気にならなくなるのに……君は本当に、かわいくてたまらないな……」

　蒼佑は自分の腕の中に引き寄せた葵を見て、吐息交じりにささやくと、覆いかぶさるように、口づけてしまった。

（取って食わないんじゃなかったの!?）

「んっ……」

　緊張で強張る葵に、蒼佑は優しく命令する。

「口開けて……」

「はっ……」

「そう……それでいい」

　蒼佑の舌が口の中に滑り込み、口蓋をなめ上げ、舌を絡める。唾液をすすられ流し込まれ、深く深く、口づけていく。

　同時に、蒼佑の手がバスタオルの下に滑り込んできて、一瞬ハッとしたが、優しく肌の上を撫で、柔らかくつまみ、なだめるように触れていく蒼佑の指先に、次第に体から力が抜けていってしまった。

　そのくらい、蒼佑のキスも、体を撫でていく指先も、なにもかもが気持ちよかった。

（嘘、どうしよう……私絶対、変な顔、してる……）

　だが、葵は抵抗できない。声を抑えようとしても気がつけば漏れている。

　バスタオルはとうにはがされていた。生まれたままの姿を蒼佑にさらしている。

　恥ずかしいとさえ感じる余裕がない。

　ただ蒼佑の指先が、葵の足の間にするりともぐり込んでいき、そこで羞恥よりもずっと強い快感に襲われてしまった時は、思わず、「いや」と口走っていた。それを聞いて、蒼佑はぴたりと動きを止める。

「嫌なら、やめる……？」

　その眼差しは濡れて、キラキラと輝いていた。

　蒼佑のことだ。やめろと言えばそれを受け入れてくれるだろう。

（でも、やめる……？　これを……？）

「や、やめないで……」

　嫌なのは、どんどん変わっていく自分だ。蒼佑に自分も知らないスイッチを押されているような気がする、未知の感覚に対する、ほんの少しの恐怖だ。そう口にした瞬間、葵は蒼佑にひれ伏し、身を委ねるしかないのだとようやく理解した。

「だったら、俺の指は気持ちいい？」

　こくこくとうなずくと、蒼佑はかすかに笑って葵の濡れた額にキスをする。

「よかった。君の、嫌がることはしたくないから……」

　それは、結局、葵から承諾を取った風にして、どんどんと囲い込んでいくという、蒼佑の慎重な性格からくる強引さでもあるのだが、葵は当然、気づくはずもない。

　このままではのぼせてしまうからと、蒼佑は新しいバスタオルで葵を包み込み、抱き上げてベッドへと運んだ。

　かいがいしく、葵の体中の水気を拭き取り、それから自分の裸を拭いて、冷蔵庫から持ってきたペットボトルの水を口移しで飲ませる。

「ありがとう……」

　葵はそう言って、自分の上にのしかかっている蒼佑を見上げた。

　お水も美味しかったし、なにより裸の体に、冷たいシーツは気持ちよかった。だが、湯上がりの蒼佑の目も、体も、自分よりずっと熱そうだが、大丈夫なのだろうか。

　葵は片手を伸ばして、蒼佑の頬に触れる。

　やはり、自分が想像しているよりずっと彼は熱をはらんでいた。

「熱い」

「そりゃね……」

　蒼佑はかすかにかすれた声で、ささやく。

「俺をこんな風に熱くさせるのは、君だけだ」

　そして急に切羽つまった様子で、葵の体に正面からぎゅっと抱きついた。

「愛してる……葵……。君のなにもかも全部、俺のものにしたい……！」

　その切実で、ストレートな欲望を聞いて葵も当然そうなるのが自然だと思った。

「うん……私も……蒼佑さんが、好き……愛してるから、あなたの好きにして」

　両腕を伸ばして、彼の背中を抱きしめ、葵はすべてを蒼佑に委ねたのだった――。

「葵……葵……っ」

　長い時間をかけてようやくひとつになった後、蒼佑は葵の名を呼びながら、激しく腰を打ちつける。

　たぶん、最初は優しかった。いや、優しいというよりも、慎重に、事を運んだというほうが正しいだろうか。だが葵が蒼佑を受け入れて、しばらくして蒼佑は堰せきを切ったように、激しく葵の体をむさぼり始めた。

　まるで長い間、空腹だった野生の獣が、ようやく獲物を口にしたかのように、すみずみまでしゃぶって、なめて、味わい尽くしながら、骨まで全部かみ砕き、飲み込んでしまうような、そんな貪欲さがあった。

　実際、蒼佑は葵と別れて八年間、誰よりも上等な男でありながら、異性を寄せつけなかったのだから、その積年の思いが爆発したと思えば、仕方ないのかもしれない。

　葵は男性に抱かれるのは当然初めてだったが、肩や首に何度も歯を立てて葵を責め立てる、蒼佑を愛おしく思ったのだった――。




　すべてが終わり、寝室に静かな時間が戻ってくる。

「ごめん」

　唐突に繰り出された蒼佑の謝罪の言葉に、葵はふっと笑ってしまった。

「謝るの？」

「それは……うん。ごめん……」

　葵と向き合うように抱き合った蒼佑は、葵の肩の先をそっと撫でながら、ため息をついた。

「赤くなってる……はぁ……俺はなんてことを……」

　自分で噛みついておいて、いざ冷静になると己の欲望がしでかしたことに後悔が押し寄せてきたらしい。

　とはいえ、かすかにあちこちがひりつくくらいで、特に痛みが残っているわけではない。

「私、傷跡が残りやすいたちなの。しばらくしたら治るから、気にしないで」

　指先をちょっと紙で切っても、なかなか治らない自覚があるので、葵はそれほど気にしていない。

　だが蒼佑は、それを聞いてさらにへこんでいた。

「君の体に傷をつけるなんて……本当にごめん……。言い訳するわけじゃないけど、本当に我慢ができなくて……理性が飛んでしまって」

　そして葵の体を、胸の中にかかえるようにして抱きしめる。

「俺の予定では、もう少し優しく……葵を抱けたはずなのに……」

　どうやらそんな予定が、蒼佑の中でできていたらしい。かなり強引に、獣のように葵を抱いた蒼佑の発言にびっくりしたが、葵としては、蒼佑が我を忘れるくらい自分に夢中になってくれたのだと思うと純粋に嬉しかった。

　毎回噛まれるのは勘弁だが、長い間葵を思ってくれていたゆえの行動だと思うと、今晩の蒼佑を責めるつもりはない。

（この人を、かわいいなんて思う日が来るなんて、思わなかったな……）

　葵は落ち込む蒼佑の胸に額を押しつけて、「じゃあ次は優しくしてね」と、ささやいた。

　今日はもうヘトヘトだが、ふたりの時間はこれっきりではないはずだ。

　そんな気持ちを込めて、葵は蒼佑の顔を見上げる。

　すると蒼佑は、葵の言葉を受け、パッと表情を輝かせてうなずいた。

「もちろんだ。同じ失敗は繰り返さない」

　そしてゆっくりと、葵の額にキスをした。

「ずっとずっと、君が欲しかった……君に愛されたかった……本当に、夢みたいだ」

　そう甘い声でささやきながら、蒼佑は葵の両肩を優しく撫でて、体を仰向けにすると、上にのしかかってくる。

「え？」

　なんとなく、このまま眠ろうと思っていた葵は、突然の流れに目を丸くしたが。蒼佑はにっこりと笑って、「優しくする」と、吐息交じりに葵を見下ろした。

「今から？」

「今から」

　確かに次からと言ったが、それが今すぐやってくると思わなかった葵は、息をのむ。

「え、えっと……」

「大丈夫。君はただ俺を感じているだけでいい。そして俺は、君を愛するだけだ」

　そして蒼佑は、葵の鎖骨の真ん中に、キスをする。

「えっ、ちょっと、あのっ……ああっ……んんっ……」

　たまらず悲鳴をあげたが、そんな葵の唇も蒼佑に即座に塞がれてしまった。

　どうやら夜はまだまだ、終わらないらしい――。










ひざまずいて、愛を乞え。




　蒼佑との二泊三日の旅は、ふたりの仲を一歩先に進めるものになった。葵にとってはそれは大きな一歩で、実際とても勇気がいるものだった。

（今日で、有休は終わりかぁ……）

　旅先から戻りまた蒼佑とふたりで屋敷に戻ってきている。月曜日に帰宅し、火曜日は蒼佑に習いながら、花をいけたりお茶をたてたりして過ごした。

　そして今日は水曜日。最後の休日だが、一時間ほど前に昼食を終え、それから縁側にクッションを並べ、その上でゴロゴロしながら本を読んでいる。

　あまりにも平和な時間すぎて、少し不思議な気がするくらいだ。

（明日から、仕事かぁ……）

　そう思うと、葵は少しばかり憂鬱な気分になる。

　久しぶりの仕事のことを、気にしているわけではない。復帰初日は、昼からの出勤シフトにしてもらっている。強い痛みはほとんど引いた。体だって問題ない。

　退院してから一週間、蒼佑のおかげで基本的にはゆっくり過ごせたし、仕事にもそれほど影響はしないと思う。

　問題は、蒼佑とのこれからのことだ。

　いくら思いが通じ合ったとはいえ、自分はどこにでもいる普通の女だ。天下のＨＦの御曹司である蒼佑とは住む世界が違う。そして彼はひとり息子だ。

（現実問題、どうしたらいいのかな……）

　縁側で葵の膝枕で眠る蒼佑を見下ろしながら、そうっと息を吐く。

「ん……葵……？」

　ため息が聞こえたのだろうか。うとうとしていた蒼佑が目を開けて上半身を起こすと、途中まで読んで胸の上に置いていた文庫本が滑り落ちた。

「あ……」

　蒼佑は本を手に取ってそれから葵の顔を見つめる。

「俺、寝てた？」

「うん。十分くらいだけど」

「そうか」

　蒼佑はふっと笑って、それから葵の唇に軽くキスをする。

「うたた寝なんて、久しぶりだな」

「そうなの？」

　葵は目を丸くする。七時間以上はいつも寝ているくせに、朝に弱い葵は、職場でも気がつけば、休憩室の隅っこでうとうとすることがある。

「ああ。アメリカにいたころは、基本的に睡眠時間が短かったし」

　そして蒼佑は、思い出したように真顔になった。

「まぁ、たまに気絶するみたいに寝てたけど……」

「えっ、危なすぎない？」

　葵は驚きながら、蒼佑の肩を抱いて引き寄せた。

「私調べでは、睡眠時間が短い人は長生きしないのよ」

「じゃあ葵は長生きだ」

　蒼佑はなぜかニコニコしている。どうやら葵が長生きするのが嬉しいらしい。葵の背中を抱きしめて、ホッとしたように息を漏らした。

「まぁ、そうかもしれないけど……。蒼佑さんもちゃんと気をつけないと。今はまだ若いからなんとかなってるだけで、後からガクッとくるかもしれないし」

「そうだな。葵より先に死ぬわけにはいかない」

「それは意外ね」

「そう？」

「あなたのことだから、自分が死ぬ最後の瞬間を、私に看取ってほしいとか言うような気がして」

　ついさっきまで、ふたりの将来のことを思って少し気分が沈んでいたが、それはそれ、これはこれだ。葵の言葉を聞いて蒼佑は軽く微笑んだ。

「それも選択肢のひとつではあるけれど、やっぱり君を置いて先に行くのは、不安だな」

「それって私が頼りないってこと？」

「そうじゃない。君が他の男に誘惑されたら困るから先に死ねない」

　ものすごく真面目に言われて、葵は噴き出してしまった。

「なにそれ！」

「笑い事じゃない」

　おなかをかかえて笑いだした葵を見て、蒼佑は妙に真面目な顔をして顔を近づけた。

「君は絶対、どこにいてもある種の男を引きつけるから」

「ある種って？」

「真面目そうに見えて、中味がちょっとアレな」

「……あなたみたいな」

　目の端に浮かぶ涙を指先で拭いながら、葵が問いかけると、

「そう。俺みたいな、執念深い男……。そう考えると、葵は大変な星のもとに生まれてしまったのかもしれないな」

　蒼佑も冗談めかしながら笑う。そしてじっと葵の目を見つめ、そのまま吸い寄せられるように唇を重ねた。葵の体は、佑の両腕で抱きすくめられて、背中から縁側に倒れ込む。

　たくさんクッションを並べているので、背中は痛くない。ぽかぽかとあたたかい日差しと、さわやかな風の中で抱き合うのは、気持ちよかった。

「葵……」

　名前を呼ばれながら、浅く、深く、繰り返される口づけに、眩暈がする。

　蒼佑が言うほど葵はモテたわけではない。確かに働いている間に、お客様や従業員の男性から、何度か声をかけられることはあるが、あまりのそっけなさにすぐに男性のほうが思っていたのと違うと、距離を取ってしまう。

　今も昔も、親しく話せる異性は渉くらいだ。

（どんなに冷たくされても、離れていかなかったのは、この人だけ……）

　もし自分が逆の立場だったら、きっとすぐにあきらめているだろう。

　蒼佑こそ、大変な星のもとに生まれたのではと思う。

「……葵……」

　蒼佑の手が葵のスカートの中に入って太ももを撫でる。唇が首筋を這い、熱い吐息が耳に触れて、それから中に舌がねじ込まれる。

「君は俺のものだ……俺だけの……」

　葵はもう、その手をとがめたりはしなかった。声を抑え、快感に震えながらも受け入れるだけだ。この屋敷は恐ろしく広く、そしてふたりきりなのだから。




　そして迎えた久しぶりの出勤日は、周囲に体調を気遣ってもらったおかげで、とりあえず問題なく終わりそうだった。

　休憩時間に渉が顔を見に来てくれたので、一緒に社員食堂でコーヒーを飲んで少し話をすることにした。

「あの、その、津田さんにはとてもお世話になったので、お話しておこうと思って」

「ふぅん、よかったじゃない」

　葵が蒼佑との話をかいつまんで話すと渉はホッとしたように笑顔になる。そして終始、しどろもどろになっている葵の顔を覗き込んで、つんと額を指で押した。

「そんなうつむいて、申し訳なさそうに話すことじゃないでしょ。もっとはしゃぎなさいよ。相変わらず感情表現が下手くそね」

「……下手くそ」

　まさかそんなことを言われるとは思わなかったが渉の言うことはもっともだ。その自覚もある。つんと押された額に手をやり葵はため息をついた。

「そうかもしれないですね……。基本的に私、幸せに対して、ちょっと臆病になってるところがあって」

　もしかしたらすぐにこの幸せは、手からすり抜けてしまうのではないかと、思ってしまうのだ。

　相手は自分よりずっと人生経験が豊富そうな渉である。葵は今さら隠しても仕方ないと、素直に思っていることを口にした。

「へ～……まぁ、憂いある美人だとそういうのも似合うけど」

「えっ、それって、私がそうじゃないから悩むなってことですか？」

「そうよ」

　きっぱり言われて葵は笑ってしまった。

「もう……」

「あ、ブスって言ってるんじゃないのよ。悲しい顔は似合わないって言ってるだけよ、うふふっ」

　渉は肩をすくめて笑うと、それからカップに残っていたコーヒーに口をつける。

「あんたはもう大人でしょ。過去になにがあったのか、あたしは知らないけれど、ある程度のことは、自分でどうにかできる年になったんじゃないの？」

「津田さん……」

　確かに葵は大人になった。もう十代の少女ではない。

　あのころはただ状況に流されて、悲しむことしかできなかったけれど今は違う。幸せになりたいと願い、望んでもいい。そしてそのために頑張ってもいいのだ。

「そうですね……」

　葵が笑顔になると、渉も笑う。

「頑張んなさいよね」

　そして彼は、残っていたコーヒーを飲み干すと、さっさと立ち去ってしまった。

（ありがとうございます）

　葵は心の中で、渉のその背中に頭を下げた。

　さりげない会話だったが、たくさん勇気をもらえた気がした。




「ただいまー」

「あっ、葵ちゃん、おかえり！」

　ナツメが制服にエプロン姿でひょっこりとキッチンから顔を出す。

「あのさ、ついさっき天野さんから電話あって。ご飯食べに来ることになったから」

「えっ？」

　目を丸くする葵に、ナツメは唇を尖らせてメッという表情をつくる。

「電話、出ないって言ってたよ」

「ああ……マナーモードで気がつかなかったみたい」

　バッグの中からスマホを取り出すと、確かに蒼佑からの着信が残っていた。

　普段からスマホにあまり触ることがないので、連絡があっても気がつかないのだ。

「もうっ……葵ちゃん、それ何回言ってもなおらないんだから。困ったもんだよ」

　ナツメはブーブー言いながらまたキッチンへと引っ込む。

「ごめんなさい……」

　葵はナツメに謝りつつ、部屋に荷物を置いて、手を洗いキッチンへと向かう。

「なに作るの？」

「ナツメ特製生姜焼き～」

　ナツメの作る生姜焼きは、生姜と一緒に玉ねぎもたっぷりすり下ろして作る。母の味だった。葵も自分で作ることがあるが、同じ母の味なのにナツメが作るほうがずっと美味しい。

「じゃあ、私がお味噌汁作るね。わかめとお豆腐でいいかな」

「うん、よろしく」

　フードプロセッサーにポンポンと玉ねぎを放り込むナツメの横で、葵も冷蔵庫から豆腐を取り出す。

「ねぇ、葵ちゃん。天野さんと、うまくいってるんだよね？」

「えっ？」

　突然なにを言いだすのかと、葵は手が止まる。

「あ、ごめん。別に変な意味じゃなくて。まぁ、ご飯食べに来るくらいだから、うまくいってるよね……ずっと一緒にいたんだし」

　蒼佑との交際で、なにか気になることがあるのだろうか。

「なっちゃん……？」

　葵はじっと弟の顔を見つめる。

　だがナツメはその視線を受けて、くるりと表情を変えた。

「いや、ごめん。ほんとちょっと大丈夫かなって、思っただけ。意味はないよ。さ、ご飯も急いで炊かないと！」

　ナツメは何事もなかったかのようににっこりと笑って、なんでもないという表情をしたのだった。

　それから一時間後、蒼佑がやってきて食事は始まり、そしてなごやかに終わった。ナツメも普段通りだ。撮影の話や学校の話をして蒼佑や葵を大いに笑わせてくれた。

　その後お茶を飲んでから、すぐ近くにある駐車場まで蒼佑を見送ると、

「葵、抱きしめさせて」

　蒼佑は甘くささやいて、ドアの前で葵の体を引き寄せた。

「ちょっ、ちょっと……」

　さすがに今は誰もいないが、駐車場などどこで誰が見ているかわからない。葵は慌てて身を引こうとしたのだが、「少しだけ」と蒼佑はそう言って譲らず、葵をしっかりと抱きしめてしまった。

「もう……」

　葵は軽くため息をつきはしたが、包み込まれるように抱かれていると、気分が落ち着いてくる。そうやって十秒程度抱き合った後、蒼佑は名残惜しそうに力を抜いて、そっと額に唇を押しつけた。

「しばらく仕事が忙しいから、会えないのがつらいな」

　葵に付き合って一週間も仕事を休んだせいで、蒼佑の仕事はたまりにたまりまくっているらしい。葵も寂しいが半分は自分のせいだ。仕方ないと思いながらうなずく。

「海外出張もあるんでしょう？」

「うん……まぁ、あるな……はぁ」

　蒼佑は何度もため息をつきながら、じっと葵の目を見つめる。

　色気のない街灯の明かりの下でも、彼は十分魅力的だった。

「そ、そんなに見なくても……」

　蒼佑は自分が超ウルトラ美形だということを忘れている気がする。葵は照れて目を逸らそうとしたのだが、

「目に焼きつけておきたいんだよ」

　と、両手で頬を挟まれて、結局蒼佑と無理やり向き合わされてしまった。

（まったくもう……）

　葵はため息をつきながらも、上目遣いで蒼佑を見上げる。

「体には気をつけて。ちゃんと睡眠は取って、ご飯も食べて……それと……」

　つい、母親のような口をきいてしまい、蒼佑がクスッと笑った。

「ありがとう。気をつけるよ。おやすみ、葵」

「うん……おやすみなさい、蒼佑さん」

　葵がマンションに入るまで見ていると言うので、そのまま後ろ髪を引かれつつ、葵は何度も振り返りながら、蒼佑に手を振ったのだった。




　それから二週間ほど、何事もなく毎日は過ぎていった。十日ほど前からスペインに出張に行っている蒼佑からは、まめにメッセージや電話があり、思ったより、寂しさは少なかった。

（もちろん、全然寂しくないと言ったら嘘だけど……）

　そういうことを、お昼休みに食堂で渉に少しこぼしたら、『それはあたしじゃなくて、彼氏に言わないと』と、笑われてしまった。

『でも迷惑じゃない？　だって、そんなこと言われたって、どうしようもないのに』

『空気読みすぎ。男女のことは、もう少しパッションで突き進んでいいのよっ』

　そして渉は、『あの彼、そんなことで機嫌を悪くする小さい男じゃないでしょ。むしろ、めちゃくちゃ喜ぶでしょ』と、正しく蒼佑を評価していた。

　そう言われれば、そんな気はする。

　葵が自分のことを考えてくれていると蒼佑は喜ぶかもしれない。だが葵は寂しいとか、会いたいとか、好きだとかを、うまく口にすることができない。

　桜の散る時期に再会してからずっと、蒼佑は葵にまっすぐに、思いをぶつけてきてくれているのに。自分が彼に好きだと言ったのはほんの数回。片手でもお釣りがくるくらいだ。

　八年前に失った恋。そしてまた始まった恋。不安に思うこともあるだろうが、そればかりではだめなのだ。

（よくないわよね……こんなの。ちゃんと私だって、彼に伝えないと……）

　蒼佑からは『ようやく日本に帰るめどが立った。正確な日程が決まったら連絡するよ』と連絡をもらっている。

　長い出張がようやく終わる。せめてもう少し、素直になれたら――。

　そんなことを考えながら、葵は休憩を終えて売り場に戻ったのだが。売り場の前に上品な和服女性の後ろ姿を見て、葵はその場に凍りついたように棒立ちになった。

「あら。ちょうど戻ってきたみたい」

　軽やかに笑いながら振り返ったのは、蒼佑の母である天野りか子その人だった。

「沢さわ村むらさん。あの子、もう帰らせてちょうだい」

「ですが」

　沢村と呼ばれたのは、りか子の隣で困ったように立っている外商部の部長だった。紳士服の部長も隣に立っている。従業員を帰せと顧客に言われて仕事を放棄させるわけにはいかないが、相手はＨＦの社長夫人だ。

　南天百貨店の売り上げの半分以上は、外商顧客の売り上げである。政財界にも顔が広い、りか子の要求を突っぱねるのはなかなか勇気がいるだろう。

（まさかここに来るなんて）

　蒼佑も葵会いたさにスーツを作りに来たくらいだが、全然、まったく、意味が違う。

　葵はグッとこぶしを握って、スタスタとりか子のもとへと歩いていった。

「どういったご用件でしょうか。お話でしたら、仕事が終わってからお聞きしますので……」

「あら、だめよ。私、歌舞伎を観に行くんだもの。待ってなんかいられないわ」

　りか子は困ったように時計を見て首をかしげた。

「そうですか」

　そう言われると、葵は内心あきれながら、うなずくしかない。おそらくりか子は、意地悪で言っているわけではない。生まれも育ちも生粋のお嬢様で、わがまま放題に育てられ、すべての人は自分に都合を合わせてくれると思っているだけなのだ。

（こういう子、学校にもいたし。まぁ、いまだにこれが通るのも、すごいと思うけれど……）

　葵は内心ため息をつき紳士服の部長の顔を見上げた。

「早退させてもらってよろしいでしょうか」

「だが」

　部長は少し心配そうにりか子と沢村に背中を向けて、こっそりと葵に問いかける。

「大丈夫？　なにか困ってるんじゃないの？」

　蒼佑が葵目あてでここに来ていたことは当然知っている。彼の母親の登場で、異変を感じ取ったようだ。

「……すみません」

　葵は軽く頭を下げて、それからりか子へと近づいた。

「荷物を取ってきます」

「ええ、いいわよ。早くしてね」

　りか子がにっこりと微笑む。葵は足早に後方のロッカールームへと向かい、制服から私服に着替えて、バッグを持ってまたりか子のもとへと向かった。

　一歩一歩歩くだけで、心臓がバクバクと跳ねて口から飛び出しそうになる。

　だが逃げるわけにはいかない。なにを言われても、葵は蒼佑と別れる気持ちはまったくないのだから。

「じゃあ、サロンでお話ししましょうね」

　姿を現した葵を見てりか子は満足したようだ。くるりと踵を返し歩きだしてしまった。

　サロンというのは、外商部にある顧客専用のスペースのことだ。りか子クラスになれば、売り場に行かずとも売り場の商品はなんでもここに運ばれて、その中からゆっくり商品を選ぶことができる部屋が、別に用意されている。

　葵はりか子と連れ立って外商サロンの特別室へと足を踏み入れた。

　何度かフルオーダーのスーツを運びに来たことはあるが、腰を下ろしたことは一度もない。上等な革張りのソファに座ると、外商部の事務員が紅茶と焼き菓子を持ってきて、すぐに出ていってしまった。

「単刀直入に言うわね」

　りか子は紅茶にそっと口をつけて、淡く微笑む。

「はい」

　この人はいつだって単刀直入であったはずと思いながら、葵はりか子の顔を見返した。

「私は蒼佑がとてもかわいいの。だからあの子には幸せになってもらいたいの。でも今のあなたは、蒼佑に、なにも与えられないでしょう？　むしろ、蒼佑から奪うだけじゃなくって？」

「それは……」

　りか子の指摘に、葵の喉はギュウッと締まるような息苦しさを覚える。

「蒼佑に、帰国したら話があるって言われたの。きっとあなたとのことね。でもね、私はもちろん反対なの。でも今の恋に恋をしている蒼佑に頭ごなしに反対しても、じゃあ会社を辞めるなんて、言いだすかもしれないじゃない？　それはすごく困るの。あの子ひとりの問題じゃないし……わかるわよね？」

「……はい」

「蒼佑の肩には、従業員四万人とその家族の人生がかかってるのよ。あなた、それでも自分が幸せになれたらいいって言うの？　そんな恐ろしいこと……考えているの？」

　りか子の話は長かった。この調子で小一時間ほど一方的に葵は責められた。

　蒼佑を奪うのは人を不幸にすることだと、こんこんと話すりか子に、葵は何度も席を立って逃げ出したくなったが、我慢強く話を聞いていた。

（私は蒼佑さんとただ一緒にいたいだけ……。私が死ぬのを見守って、安心して死にたいと言うようなあのちょっとおかしくてかわいい人と……人生をともに歩みたいだけ。蒼佑さんの心を、彼の人生を、無理やりどうこうしたいなんて、思ってない……）

　だが、りか子はそうは思わないのだ。葵がどれだけ言葉を尽くして説明したところで、彼女にとって葵は『息子を奪う女』でしかないのだから。

　ずっと黙り込んだままの葵に、りか子はささやく。

「そういえば、弟のナツメくんだったかしら。とっても人気があるモデルなんですってね。大きくなったわね」

　その瞬間、葵の肩が震える。

「はい。高校生になりました」

　ナツメはただの高校生ではない。モデル、タレントとして今売り出し中だ。

　そのナツメの芸能活動をどうこうすると、言いたいのだろうかと、葵はうがった見方をしてしまった。だが、そんな決定的なことを口にするほどりか子は愚かではないだろう。

　ただ知っているぞとほのめかして、葵を疑心暗鬼にしたいだけだ。

（そう……わかってるけど……）

　自分のことはどう言われてもいいが、ナツメのことをほのめかされると、葵も泣きたくなる。ぎゅうっと膝の上でこぶしを握った瞬間、コンコンとドアがノックされた。

「お茶のお代わりをお持ちしました」

　長身のスーツの男がずかずかとテーブルに近づいてきて、りか子と葵の紅茶を新しいものに変える。そしてトレイを片手に優雅に微笑んだ。

「お久しぶりですね、おば様」

「えっ……あら！」

　男性が入ってきても完全に無視していたりか子が、顔を上げて、すっとんきょうな声をあげた。うつむいていた葵も顔を上げる。そして仰天してしまった。

　葵とりか子のテーブルの横に立っていたのは、グレーの三つ揃えを着こなした、精せい悍かんな美男子だった。さらさらとこぼれる黒髪に、少しだけ吊り上がった切れ長の瞳。甘さと怜れい悧りな美貌が絶妙に入り混じった男が、この場のどんよりした重い空気もなんのその、ニコニコと笑って立っている。

（え……誰……でもどこかで見覚えが……）

　りか子は目をパチパチさせながら、慌てたようにソファから立ち上がった。

「瑞樹さん……あなた、どうしてここに？」

　瑞樹という名前を聞いて、葵はハッとした。

　南条瑞樹。大手金融系グループ、南条ホールディングスの御曹司で、かつては子会社であるここ、南天百貨店の企画営業室の室長をしていたと聞いたことがある。

　今は本社に戻っていると聞いたが、なぜ彼がここにいるか、葵にもわからない。

「どうしてって、たまたまですよ。たまたま」

　そして瑞樹は呆然としている葵を見下ろして、軽く唇の端を持ち上げる。

（えっ、笑った？）

　瑞樹は優雅な微笑みを浮かべて、りか子のバッグをサッと手に取り顔を覗き込んだ。

「おば様。歌舞伎を観に行かれるんですってね。どうです、俺と一緒にドライブしませんか。送らせてください」

「えっ……あら、そう？　そうね……」

　りか子は瑞樹の勢いに押されるように、そのまま部屋を出ていきながら、葵を肩越しに振り返った。

「とにかく、よろしくお願いね」

（よろしくって……）

　よろしくなんかされた覚えはないが――。

「助かった……のかな」

　ドアが閉まると同時に、葵は深く息を吐き自分を抱きしめるようにして二の腕をつかんだ。

「うん、助かったんだ……はぁ……」

　葵はしばらくそうやって何度も自分に言い聞かせながら、心を落ち着かせる。

（別れるって言わなかった……絶対に言いたくなかった……）

　本当に息がつまりそうな一時間だったが、よくぞ耐えたと自分を褒めてあげたいとも思う。だがいつまでもこうしてはいられない。

　葵はゆるゆると立ち上がって部屋を出る。葵が出てくるのを待っていたのか紳士服の部長が慌てた様子で駆け寄ってきた。

「椎名さん、大丈夫だった？」

「大丈夫……だったと思いますけど、あの、南条さんが……南条さんでしたよね？　なぜか彼がお茶を持ってきて……連れ出してくれたような……そんな感じで」

「ああ。南条ホールディングスの南条さんだよ。彼はもう本社に戻られたけど、南天のこともちょくちょく気にしてくれていてね。以前、天野さんがオーダースーツを注文しに来てくれてるのは本当かって尋ねられて」

「そっ……天野さんが？」

　あやうく蒼佑と言いそうになって、慌てて天野と言いなおす。

「天野さんと南条さん、学生時代からの友人なんだって。それでたくさんご注文いただいていると伝えたことがあるんだけど……。たぶん、その流れで来てくれたような気もする。ここから本社は近いし」

　では南条瑞樹は、葵のためにわざわざここまで来てくれたと言うのだろうか。

　友人の恋人のために。

　葵に向かって微笑んだ、少し茶目っ気のある瑞樹のことを思い出して、りか子との会話ですっかり冷え切ってしまった、胸の奥が温かくなった気がした。

　部長は、顎のあたりをゴシゴシと撫でる。

「でも、どうやって天野夫人が来たことを知ったのか、謎だけど。きっと南条さんのことだから、あちこちの子会社に信頼できる部下を置いて、些細なことでも報告させているのかもしれないね」

　と苦笑して、それから深く息を吐いた。

「とにかくお疲れさん。早く帰りなさい」

「は、はい……」

　葵は意味がわからないながらもうなずいて、そのまま職場を後にしたのだった。




（おばさまが来たこと、蒼佑さんに言うべき……？）

　ベッドの中で、葵はスマホを片手にじいっと考え込んでいた。

　言うべきだと思う気持ちと、わずらわせたくない気持ちの間で、振り子のように思いが揺れる。

　そもそもりか子が葵のところにやってきたのは完全に不意打ちだ。蒼佑が国内にいないから、やってきてけん制したのだろう。彼が帰ってくるまでに、葵のほうから身を引かせたいのだ。

（でも、私が蒼佑さんに今日のことを伝えれば、蒼佑さんはおば様とフラットな気持ちで話せないかもしれない……本当に、仕事をやめるって言いだしそう）

　葵は一見穏やかに見える彼の心の奥の激しさを愛していたが、彼の世界はできるだけ大事にしたいと思っていた。すべてを捨てて自分を選んでほしいなどと、思ってはいない。

　かつて葵は蒼佑を失い、世界のすべてを失ったような感覚を覚えたのだ。

　りか子にだってそんな思いはしてほしくない。時間がかかってもいいから、話し合いで解決できればと思っていた。

（電話やメールで、不安を煽るようなことはやめておこう）

　話すなら彼が帰国してからだ。




　翌日、葵は若干ビクビクしながら仕事を終えた。またりか子がやってきたらと思うとヒヤヒヤだったが、そんなことはなかった。

　今朝、蒼佑からスマホにメッセージが来ていた。明後日の夕方帰国して、本社で会議を終えた後、葵の家に来ると言う。

　会いたい、早く会いたいと書き連ねた文章を見て、葵は胸がいっぱいになった。

（明後日……あと二日……）

　やっと蒼佑に会える。そう思うと心が弾んだ。

　蒼佑はきっとごく普通の日本食が食べたいだろう。明日は遅番なので、今日のうちに買い出しをしておこうと、スーパーに寄ってあれこれと食材を買い込んで帰宅した。

（なにを作ろうかなぁ……。酢の物、煮物……お魚の煮つけ……）

　そうやって考えているだけで、りか子の訪問の衝撃は少し薄れていくようだった。好きという気持ちはこんなにも自分を勇気づけてくれるのかと、胸の奥がほんわかと温かい気持ちになる。

「――ただいま」

　その夜、ナツメは珍しく遅く帰ってきた。しかも表情が硬い。

　渋い表情を隠さないナツメに、キッチンで明日の献立を考えていた葵は首をかしげる。

「なっちゃん、どうしたの？」

「どうもしない」

　そして乱暴に部屋のドアを閉めて、出てこなかった。

（反抗期……なのかな）

　過去、ナツメには反抗期らしい反抗期はなかった。年が離れているせいか、お姉ちゃん子で、まったく手がかからなかった。だがナツメだって高校生男子だ。イライラすることもあるだろう。あまり問いつめるような真似はしたくない。

　気にはなったが、葵は無理に聞き出すことはしなかった。




　だが、ナツメはいきなりやってきた。

　仕事が終わる時間を見計らっていたのだろう。学生服姿で売り場にやってくると、驚く葵にズカズカと近づいてきて、「葵ちゃん、俺すごくムカついてる」とはっきりと口にした。

　たまたま葵と一緒に売り場にいたのは、間島だった。

「修羅場っ!?」

　たいへんな美少年のナツメを見てあらぬことを考えたのか、目をキラキラさせながら、間島が葵の腕をつかんで揺さぶった。

　確かに蒼佑しかり、その母のりか子しかり、最近の葵は噂に事欠かない。男子高校生となにかあると思われても、仕方ないのかもしれない。

　お客様もはけたタイミングで助かったと思いつつ、葵は驚きながら、間島に首を振った。

「ちっ、違います、私の弟ですっ！」

「へーっ、弟さん！　すっごいきれいだねー！」

「す、すいませんっ……」

　間島はのんきだが、葵はペコペコと謝りながら腕時計に目を落とす。

「もう私、仕事終わるから。すぐ来るから、ちょっと待ってて」

　ナツメに早口で告げると、葵は急いでロッカーに戻って私服に着替える。だが売り場に戻ると案の定、ナツメは五人の女性客に取り囲まれて身動きがとれなくなっていた。ファンの女性に発見されてしまったらしい。

「な、なっちゃん……！」

　葵はひーっとなりながら、そのままナツメの腕をつかみ、フロアの端にある階段へと小走りに連れていった。

「ど、どうしたの……？　っていうか、ムカついてるって、なに!?」

「天野さんだよ」

「えっ？」

「あの人、明日帰国なんて嘘だよ」

「ええっ？」

「本当は今日、帰ってきてる」

「な……なんで？」

　するとナツメは、腹が立って仕方ないといわんばかりに眉根を寄せ、吐き出すように言った。

「お見合いするんだ」

「な……」

（お見合い？　もう、帰ってきてる……？）

　呆然とする葵に、ナツメは嫌悪感を丸出しにした表情で、さらに言いつのる。

「ほら、覚えてる？　俺がＣＭ撮りの時に、スタジオのお偉いさんの娘に、一緒に食事したいって言われたの」

「ああ……うん」

「その子、結局俺の連絡先どっかから手に入れたみたいで、ちょいちょい連絡してくるようになって……まぁ、仕方なくたまに相手してたんだけど。どうもその彼女の友達が、蒼佑さんと今日、見合いするんだって。銀行の頭取の娘だとかなんだとか……」

「そう……だったの」

　りか子から、蒼佑に見合いの話が出ているとは聞いていた。だがこんなに早いとは思っていなかった。

「最低だよ。見合いした後、うちになに食わぬ顔をしてくるつもりだったなんて。葵ちゃんに嘘つくなんて……そんなの……俺、絶対に許せない……っ」

　本当に怒りが収まらないのだろう。ナツメは涙目になり、そのままぐっと息をのんだ。

「なっちゃん……」

　旅行から戻った後、ナツメが蒼佑との仲を心配していたのはこういうことだったのだ。そのことに気がついて、葵の胸はギュウッとつかまれたように苦しくなった。

「ごめんね、なっちゃん……」

　ずっと黙っているのはつらかっただろう。葵は申し訳なくなりながら、ナツメの端整な顔を見上げる。

「なんで謝るの！　葵ちゃんは悪くないでしょ！」

　そしてナツメはグッとまぶたを手の甲でこすった後、唇を噛みしめる。

「俺、見合いの場所、聞いたから。んで今から行って、あいつのことぶっ飛ばすから」

「ちょっ……」

　物騒なことを言いだしたナツメに葵はビクッと体を震わせた。

「だめだよ、そんなの……！」

「いいよ、殴らなきゃ収まらないよ！」

　そしてナツメはふうっと息を吐いて葵の手を握ると、階段をどんどん下りていく。華奢な葵は引きずられるように階下まで下りフロアを横断する。

（どうしよう……！）

　今ナツメは完全に頭に血が上っている。いくら止めようとしても葵の力では押さえられない。

「なっちゃん、待って……」

　だが次の瞬間。

「あらあら、まぁまぁ……」

　すっと、金髪の長身の男がナツメの前に立ちはだかり、笑顔でナツメの肩に両手を置き、押しとどめた。それは化粧品カウンターの中から出てきた渉だった。

「あっ……津田さん！」

　葵の呼びかけに、彼はにっこりと微笑む。

「弟くん。なにがあったのかわからないけど、落ち着いて。あなたすごーくお姉さんを困らせてるわよ。わかる？」

　渉の一言はかなり効果があったようだ。その瞬間、ナツメはぐっと息をのんだ。

「まぁ、とりあえず座って」

　そして渉はサッと、ＣＣ化粧品のカウンターの椅子を引いて、華麗な手さばきでナツメと、葵を座らせた。だが葵もそしてナツメも、渉になんと言っていいかわからない。ふたりして黙り込んでいると、渉はリップとブラシを手元から取り出して、にっこりと微笑んだ。

「葵、リップを塗りなおしてあげる」

　本当はこんなことをしている場合ではないのだが、葵はうなずいて渉に任せることにした。

　唇の上をブラシが移動する。ゆっくり、ゆっくり、丁寧に。輪郭をぼかし、なじませて、軽く指先でぽんぽんと押さえる。

「きれいだな」

　それをじっと見ていたナツメがぽつりとつぶやいた。

「そうね。きれいね。これ、新色なの」

　渉はにっこりと微笑むと、「ついでだから」と軽くメイクをなおしてくれた。

「あの……それ、ください」

　ナツメが財布を取り出して、リップを指さす。

　葵が目を丸くすると、「まぁ、ちょっとしたプレゼントということで。あと、落ち着かせてくれたお礼です」と、ナツメはうつむいた。

「あら、ありがとうございます」

　渉はフフッと笑って、背後に立っていた若い美容部員に会計を頼むと、ナツメに向かって、小さな声でささやいた。

「あなた、いい男ね」

　なんだかその言葉が甘く聞こえて、葵は目を丸くする。

　だが渉は、「大丈夫よ～。年下は守備範囲外なの、あたし」と大げさに上半身をのけぞらせながら、ケラケラと笑ったのだった。




　南天百貨店を出た葵とナツメはタクシーに乗り込んだ。行先は蒼佑が見合いをするというホテルだ。

「もう殴りはしないけど、真意は確かめる。わかるまでは家の中に入れたくないしね」

　ナツメがぽつりとつぶやく。

　確かにあの家は葵だけのものではない。ナツメも生活する家だ。彼の言うことも一理ある。それに葵だってどんな顔をして蒼佑を迎えていいかわからない。

「葵ちゃん、どうする？　嫌なら俺ひとりで行ってもいいけど」

「ううん……私も行く」

　さすがに見合いの席に突入することはできないが、連絡すればどこかで待ち合わせることはできるだろう。

「俺、葵ちゃんを泣かせるのは、絶対に許さないから」

　きっぱりと言うナツメに、葵は胸がいっぱいになる。ずっと守らなければと思っていたが、葵だってナツメに守られているのだ。

（なっちゃんが弟で、本当によかった）

　状況はまったくよくないが、そんなことを思った。

　十分も経たないうちにタクシーはホテルの前に到着した。支払いを済ませてロビーに入る。

「上の料亭で見合いしてるらしいから、とりあえずラウンジでお茶でも飲んで待ってようか」

「う、うん……」

　ナツメの先導でとりあえずラウンジへと向かった。

　ドクン、ドクンと、心臓が跳ねる。いったいどんな顔をしていいか、葵はわからない。蒼佑の気持ちを疑っているわけではないが、お見合い相手の女性がものすごく素敵な人で、蒼佑の気持ちが揺らいだら……などと考えてしまい、落ち着かない。

　りか子に『蒼佑になにも与えられない』と言われたことなどを思い出して、苦しくなる。いっそ身を引いたほうが楽になれるのではと、心にもないことを考えてしまい、慌てて両手で自分の頬を叩いて反省する。

（私、今、百面相みたいになってるだろうな……）

　葵は深くため息をついて、両手で顔を覆った。




　一方そのころ――。

　料亭の一室で、顔に笑顔を張りつけたまま見合い相手を見送った蒼佑は、その内心怒りではらわたが煮えくり返っていた。

　本来であるならば、今日は蒼佑は両親と三人で話をする予定だったのだ。

　帰国を一日早めて両親に話した上で、堂々と葵に会いたかった。もちろん今まで隠していた葵とのことを、認めてもらうための話し合いのつもりだった。忙しい父と面と向かって話すことはできなかったが、とりあえず電話で母に、『帰国後、大事な話がある』と、事前に伝えていたのだから、わかっているはずだと思っていた。

　だが帰国してみれば、自分の知らないうちに見合いの準備が進められており、知らされたのは直前で、蒼佑は断るヒマすら与えられなかった。

　そして見合いは滞りなく終わった。

　相手は頭取の娘で、どこかで会ったことがあるらしい。蒼佑に憧れていたのだと微笑む彼女は、ごく普通の女性だった。何度もテーブルをひっくり返して帰ろうかと思ったが、見合い相手に罪はない。双方の両親も同席しての見合いである。蒼佑は、彼女に恥をかかせるような真ま似ねはできなかった。

「素敵なお嬢さんだったわね」

　りか子が楽しそうに言いながらエレベーターに乗り込む。一方久しぶりに会う父、司つかさは、なんだか腑ふに落ちない顔をして蒼佑を見た。

「だが、見合いだなんて急すぎやしないか。蒼佑が帰国してまだ三カ月も経っていないんだぞ」

「あら、あなた。この子は気が優しいから、少し強引なくらいがいいんだわ」

　その言葉に、せめて実家に帰るまではと我慢していた蒼佑の中で、ぷつんと切れる音がした。母はわざとこの見合いのことを黙っていたのだ。

　そしておそらく葵のことを知っている。

「母さん。わざと見合いを仕組んだでしょう。俺になにも言わせないために」

　自分でも驚くほど低い声が出た。父の隣で、一瞬たじろく母の様子が見て取れた。

「蒼佑？」

　司が驚いたように目を見開く。

「父さん。実はね、俺は今、椎名葵さんと付き合っています」

「蒼佑さん！」

　遮るようにりか子が声をあげたが、蒼佑は首を振る。

「椎名って……あの？」

　司にとっても、椎名の名は特別だったらしい。すぐに葵のことを思い出したようだ。

「はい」

「そうか……。婚約破棄を申し入れられたときは仕方ないと受け入れたが、忘れられなかったよ……ずっとな」

　うなずいた蒼佑を見て、司は軽くため息をつく。

　司もまた、八年前に高校生の葵を追い返したことを、気にかけていたようだった。

「葵さんには、帰国してすぐ、偶然、再会したんです。春……本当に偶然」

　蒼佑は唇を噛みしめ、さらに言葉を続けた。

「再会した俺は、本当はずっと好きだったと……彼女にやりなおしたいと告げました。ですが彼女は俺を拒否した。当然ですよね。八年前、彼女が俺の気持ちを確かめに家に来てくれたことを、俺は知らなかった。そしてそのまま逃げるようにアメリカに渡った。彼女からしたら、俺は大人のくせに、十八歳の女の子を黙って捨てた、最低の卑怯者です。そんな俺に彼女が振り向いてくれるはずがない」

　そして蒼佑はくしゃりと髪をかき上げる。

「でも、葵は……やっと俺を受け入れてくれた。過去の俺を許し、そして今の俺を好きになってくれた。本当に嬉しかった……こんなに嬉しかったことは、人生で二度とないと思ったくらいです」

　ポーンと音を立ててエレベーターが止まる。

　三人でエレベーターを降り、蒼佑は立ち止まる両親に向き合う。

「蒼佑さん！」

　りか子が今にも泣きだしそうな顔で息子に詰め寄る。

「黙っていたことは謝ります、でも私はあなたに幸せになってほしいだけなのよ！」

　そう本当に彼女の中ではそうなのだろう。自分の言う通りにすれば、蒼佑は幸せなのだと思い込んでいるのだ。

　蒼佑はゆっくりと首を振りながら、それでも母をまっすぐに見つめる。

「俺の将来のためと言うなら、今、俺がなにを思ってどんな行動しているかを見てください。見ないふりをしないでください。そしてその結果、俺が不幸になっても、幸せになっても、それは俺の責任で、もう親のあなたの責任ではないということをわかってください」

　子は親の所有物ではないのだ。これだけ言ってわからないなら、蒼佑はもう天野家にいられない。そう思ったのだが。

「りか子」

　沈黙を破り、口を開いたのは司だった。

「この見合いはお前がそうしたいからであって、蒼佑のためではないようだな」

「あなた……」

　りか子がしおれたようにうつむいた。

　母にとって父の言葉は絶対だ。おそらくもう二度とこんなことは起こらないだろう。

「父さん……ありがとう」

　感謝の気持ちでいっぱいになりながら父に頭を下げた蒼佑だが、顔を上げながらハッとした。己の目を疑った。

　なぜかホテルのラウンジで、葵がコーヒーを飲んでいる姿が見える。

（俺は、幻覚でも見てるのか……？）

　彼女には明日、家に行くと伝えている。まさか葵がこんなところにいるはずがない。だがどこからどう見ても葵だ。どこか不安そうにたたずんで、自分の居場所を見失って途方に暮れた、迷子のように見えた。

　蒼佑の胸はきつく締めつけられる。

　それが幻覚であろうとなかろうと、愛する葵にあんな顔をさせていいはずがない。

　次の瞬間、蒼佑は両親を置いて走り出していた。




「葵っ！」

　急に名前を呼ばれて葵もまた幻聴かと耳を疑った。

「葵ちゃん？」

　ナツメが不思議そうに顔をかしげる。だが葵は声に導かれるがまま立ち上がり、ラウンジを出ていた。

「声が……した気がして」

　そして葵は、エレベーターの向こうから長身の男が走ってくる姿を発見した。蒼佑だ。背後には、蒼佑の両親の姿もあった。

（ああ、やはりお見合いをしていたというのは、本当だったんだ……）

　そう思いながら、お見合いの場所に押しかけてきてしまった自分を、蒼佑はどう思うだろうと、不安で泣きそうになる。

　彼の立場を、余計ややこしいことにしてしまったのではないだろうか。

「ごめんなさい、私っ……」

　声が震えてうまく言葉が出ない。だが葵の前に駆け寄ってきた蒼佑は、そのまま葵を抱きすくめてしまった。

「きゃっ……」

　驚いて声をあげるが蒼佑は腕の力を緩めない。

「びっくりした……でも、会えてよかった……」

　蒼佑は何度もそう繰り返し、それから葵の肩をつかんでじっと顔を見つめる。

「葵……不安にさせてごめん。でももう大丈夫だから」

「あ……」

　その言葉に、葵の胸で固まっていた不安が、ふわりとほどけていく。

　きっと蒼佑は戦ってくれたのだ。彼なりのやり方で……。

　葵は首を振り、それから蒼佑を見上げ笑った。

「ありがとう……少し不安だったけど……うん……もう平気」

　葵の言葉を聞いて、蒼佑はホッとしたように目を細めた後、周囲をキョロキョロと見回し始めた。

　どうしたのだろうと首をかしげる葵をよそに、蒼佑はすぐそばにあった大きな花瓶から薔ば薇らを一本抜き取ると、いきなりその場にひざまずいて捧げるように薔薇を差し出した。

「え……？」

　突然のことに葵は息が止まりそうになる。

「椎名葵さん。なにがあってもあなたを守ります。おばあちゃんになっても、愛し続けます。だから、俺がおじいちゃんになっても、愛していてほしい。俺と結婚してください」

　それは蒼佑のプロポーズだった。

　その瞬間、ガツンと胸の真ん中を射抜かれた気がした。

　ぶわっと葵の目から涙があふれる。

　嬉しいとかびっくりしたとか、今ここでそんなことを言ってしまうのかというような、そんな思いを蒼佑は軽々と飛び越えてしまった。

「えっ……うそっ……な、んで……っ……」

　あまりの衝撃に、喜びと驚きで、葵は両手で顔を覆って泣きだしてしまった。

「俺、ようやく君にひざまずけたな」

　蒼佑は少しいたずらっ子のように笑って、泣きじゃくる葵を眩しそうに見上げる。

　そういえば再会してから間もないころ、葵は傲慢な女を装って蒼佑に言ったのだ。

『私を愛しているなら、そこにひざまずいて』と。

　そして彼は今ひざまずいたのだ。

　葵に愛を示すために――。

「ところで、返事は？」

「っ、はっ……はいっ……よろしく、おねがい、しますっ……」

　葵はぽろぽろと涙をこぼしながら、うなずく。

　その次の瞬間、蒼佑はパッと笑顔になり、立ち上がると、泣きじゃくる葵をそのままきつく抱き寄せた。

「幸せにする！」

「私も……私もっ……」

　葵も無我夢中で、蒼佑の背中に腕を回した。

　もうここがホテルのロビーだとか、そんなことは完全に頭から吹っ飛んでいた。

「もう、なんなんだよ！　くそっ、葵ちゃん、おめでとう！　皆さん、これ、俺の姉です！　やっと幸せになれるんです！　俺の自慢の姉なんです！」

　半泣きのナツメの声と、拍手がホテルのロビーに響く。

　しかも拍手はいつの間にかどんどん増えていて、なんだなんだと好奇心で近づいてくる人たちでいっぱいになり、気がつけば大音響になってしまっていた。

　だが蒼佑の腕の中にいる葵は、そんなことにはまったく気がつかなかった。ただ、ひたすら、海のように大きくて深い、蒼佑という愛情に包まれていたのだった。

　その後――。

　ナツメがＳＮＳに上がりきったテンションのまま、『俺の姉ちゃんがプロポーズされた件』と写真をアップして、大問題になったのは、また別の話である。




ｅｎｄ．










番外編・君に思い知らせたい。




「やっ……と、ふたりきりになれた」

　深い深いため息をついて、蒼佑は葵を背後から抱きしめる。

「でも、まだ片づけが終わってないでしょう？」

　葵が体に回ってきた腕をやんわりとほどいて、ワンピースの上にエプロンをつけ、さっさと庭に出ていくと、

「ええー……？」

　蒼佑は子供のような不満の声をあげながらも、葵の後ろをついてきた。

　葵が蒼佑と再会して約一年が経った翌年の春。この十日ほど、ふたりは春の恒例行事にもなっていた、屋敷での花見の会の準備に追われていた。

　それまでは蒼佑の友人・知人のグループが適当に集まって飲んだり食べたりしているだけの会だったのだが、いきなり蒼佑が「葵のお披露目もあるし」と言いだして、少しばかり大がかりな会になってしまったのである。

　お披露目といっても、それほど堅苦しいものではない。

　かつて葵が婚約者だったということは伏せ、結婚を前提に付き合っている女性がいるという、蒼佑の意思表示の一環だった。

　ちなみにプロポーズ後、ナツメにも過去の話をしている。

　だがなんとナツメは、祖父が政治家だったことを知っていた。さすが現代の若者というべきか、ネットで調べたのだと言う。「すごいおじいちゃんだったんだなー」としか思わなかったらしい。

　そして蒼佑とのことも「やっぱり運命って自分で引き寄せられるんじゃん」と感心するだけで、反発はほとんどなかった。愛する男がかわいい弟に嫌われなくてよかったと、葵は胸を撫で下ろしたのは言うまでもない。

　そして一番の難関だった、蒼佑の両親との距離は日に日に縮まっている。

　なにより蒼佑が努力を怠らないのだ。ほとんど寄りつかなかった自宅にたまに戻っては、両親と話をしてくれている。その甲斐あってか、今年は天野の本家に新年の挨拶に行くことができたし、りか子もだいぶ態度を軟化させていた。

　そしてこの土日の二日間、花見の会には、おそらく百人ほどが訪れたのではないだろうか。

　蒼佑の親友である南条瑞樹や、神尾閑もやってきたのだが、挨拶をしただけでその場を離れなければならず、少し残念だった。

（なんとなく、俺の彼女が世界一選手権がどうのって聞こえたけど……まさかね）

　まさかあの三人に限って、そんな馬鹿らしいことを口にするだろうかと思いながらも、蒼佑なら、真面目に葵をプレゼンしそうな気もする。

（だめ、恥ずかしい……耐えられそうにない……）

　だが普段あまり人に気を許して笑った顔などを見せない蒼佑が、男同士でなにやら楽しそうにしているのを見るのは、葵にとって純粋に嬉しいことだった。

「葵、片づけは明日プロに頼むからいいよ。今日はもう遅い」

　広い庭の中央に置いてあるテーブルに行き、お盆にグラスをのせていると、その手を蒼佑がつかんで引き寄せる。

　庭は美しくライトアップされていて美しいが、確かに最後の客を見送ったところで、時間は夜の十時を過ぎていた。

「でも、プロに頼むにしたって、せめてちょっとまとめておくくらい……」

　なんとなく乱雑になっているテーブルの上が気になって仕方ない。

　すると蒼佑がくるりと正面に回り込んで、こつんとおでこを重ねてきた。

「葵……君は俺をどうしたいんだ」

「えっ？」

　どうしたいもこうしたいも別に蒼佑になにかをしてくれと頼んだ覚えはない。

　葵が首をかしげると蒼佑はまた深いため息をつく。

「久しぶりにふたりきりになれたのに。俺を放って忙しそうに働いているし」

「うん……そうね。でももとはと言えば、あなたがやるって言いだしたことでしょ？」

「はぁ……正論だ。でも今の俺が欲しいのはそんな言葉じゃない」

　蒼佑は重苦しくため息をつくと、そのまま葵の頬を両手で包み込み口づけた。

「んっ……」

　急な口づけに驚いた葵が体を強張らせると、蒼佑は葵の背中と腰に腕を回し引き寄せる。

「俺が、君を愛する十分の一でも、君が俺を愛してくれたらいいのにって思うよ」

「そ、そんな……」

　悲しそうに言われて葵はドキッとした。

　葵にとって蒼佑はたったひとり、最初で最後の男だ。彼以外に好きになった男などいない。なのに蒼佑はまだ足りないと言う。もっともっとと、飢えた獣のように葵の愛を乞い続ける。

　だが目に見えないものをどうやって証明したらいいのだろう。

　蒼佑の望みは叶えてあげたいと思うが、方法がわからない。

「蒼佑さん……」

　困った顔になる葵を見て、蒼佑のなにかに火がついたようだ。

「君に思い知らせたい……痛いくらいに」

　蒼佑は一瞬、どこか熱が引いたように冷えた表情になった後、一転して、葵の耳元に熱っぽくささやいたのだった。




（また……やってしまった）

　蒼佑は薄暗闇の中で、背後から裸の葵を抱きしめたまま首の後ろに顔をうずめる。

　葵はすうすうと寝息を立てている。蒼佑は眠らないまま、その呼吸音を静かに聞いていた。ずっと好きだった彼女を手に入れたはずなのに、どうしても心が埋めきれない。自分が葵を愛するように、彼女にも自分のことを思ってほしいという気持ちを捨てきれない。

　言葉でうまく説明できない不安から強く葵を求めてしまう。

　本当は二十四時間毎日そばにいたいのに、葵に『なっちゃんが高校生の間は、一緒に暮らせない』と言われて、死ぬほどショックを受けたのは去年末の話なのだが、いまだに時々思い出してはひどく落ち込んでいる。だが、葵がナツメを大事にするのは当然で、彼はまだ保護者を必要とする高校生なのだ。

（だから、それは当然で、あたり前のことなんだ）

　そう何度も自分に言い聞かせて、蒼佑は葵の前ではできるだけ良識のある大人の男の顔をしているのだった。

　ちなみにいずれ葵の両親のもとに挨拶に行く予定ではある。

　葵は、蒼佑が、両親に過去のことで理不尽なことを言われるのではないか、過度に責められるのではないかと気にしているようだが、それは蒼佑にとって、まったく問題ではない。蒼佑にとって、葵の心がすべてだからだ。

　葵さえ認めてくれたらそれでいい。本当は、自分の両親だって仕事だって、捨ててもかまわない。だがそんな思いは見なかったことにして、蒼佑があちこちで根回しをするのは葵に悲しい思いをさせたくないから、それだけだった。

（こうやってそばにいることを許してもらえただけで、万々歳なはずなのにな……）

　昼間、さりげなく瑞樹と閑にも気をつけるように言われたのだが、蒼佑は葵に執着しすぎらしい。

『愛するのはいいが、追いつめるなよ』というのは瑞樹の言葉で、『彼女から、自ら考えることを奪わないように気をつけて。彼女には彼女の自由がある』というのは、閑の言葉だった。

　どちらも彼ららしい忠告の言葉で、心あたりがありすぎる蒼佑は反省するしかない。真面目に考えれば考えるほど、俺の彼女は世界一選手権どころではない。

「ん……」

　葵が身じろぎする。寝苦しいのだろうか。そっと腕の力を緩めて蒼佑は上半身を起こした。すると楽になったのか、ごそごそしながらこちら側に寝返りを打ち、またすうすうと穏やかな寝息を立てる。

　白い頬や肩にかかる葵の髪をそっと指ですくい後ろに流した後、蒼佑はベッドから抜け出して、ぐるりと反対側に回り込む。そして葵の横に体を滑り込ませて、また葵を背後から抱きしめた。

　正面から堂々と抱きしめて眠ればいいのに、夜はどうしても彼女を背後から抱きしめてしまう。まるで、追いすがるかのように。

（置いていかれるとでも思っているのだろうか）

　実際、彼女の前から逃げるように姿を消したのは、自分のほうなのに。

　自分勝手で、強引で。ちっとも紳士ではない。瑞樹や閑のようになれない。この獣の本性でいつか大事な葵を傷つけてしまうのではと怖くなるのに、そのくせ葵を手放すことなど微塵も考えていない。

（幸せにする……絶対に幸せにする……傷つけない。泣かせたりしない……）

　そうやって祈るのは、葵を失いたくないから。すべて自分のためだ。

　勝手すぎて我ながら気分が悪くなってきた。

（俺は、こういう俺が、死ぬほど嫌いだよ……葵……）




　葵はふと目を覚まして、天井を見上げる。まだ部屋の中は暗い。振り返ると蒼佑が眉のあたりにぎゅっと深いしわをつくって眠っていた。少し悩んだが、「……蒼佑さん……蒼佑さん……？」と呼びかけて肩を揺する。

「ん……あ……ああ」

　蒼佑は唸うなり声をあげた後、身をよじるようにして顔を上げ、うっすらと目を開けた。

「起こしてごめんなさい。でも、なんだか苦しそうだったから」

　葵はそっと指を伸ばし、蒼佑のみけんにふれ、そして首、肩と手を滑らせていく。

「声を我慢するみたいに、全身に力が入ってた……大丈夫？」

　次第に目が覚めてきたのか、蒼佑は何度か瞬まばたきをした後、葵の指摘に笑って、うなずいた。

「気がつかなかったな」

　そして自分の肩を撫でる葵の手を取り、手の甲に口づけると、体を起こして葵の体を抱き寄せる。

「俺こそ、起こしてごめん……」

　葵の頭を優しく撫で、髪を指ですきながら、じっと葵を見つめる。

「よく眠れるように、ハーブティーでも淹れてこようか」

「蒼佑さん……」

　葵は一瞬、このまま彼の提案をのんでしまおうかと思ったのだが。

「お茶はいいわ。気遣ってくれてありがとう」

　そして両手を伸ばすと、蒼佑の首の後ろに腕を回し、そのまま頭を引き寄せた。

「あっ、葵？」

　動揺したように蒼佑が身じろぎする。

「動かないで」

「は、はい……」

　葵がぴしゃりと言い放つと、蒼佑は借りてきた猫のようにおとなしくなった。

　葵はふうっと息を吐き、蒼佑の顔を胸に抱いたままゆっくりと口を開く。

「蒼佑さんは、私に特別いい顔をしようとするの、やめていいと思う」

「えっ？」

「もう、昔の王子様みたいな蒼佑さんじゃなくても、いいから。ため込まれるより、都度なんでも言ってくれたほうがいい。もちろん私だって言いたいことは言うし、お互い譲れない部分があるなら、話し合ってお互いの妥協点を見つけるしかないけど……」

　葵は蒼佑の髪を指で触れながら、優しく頭のてっぺんにキスを落とす。

「たぶん私、感情表現が下手で、蒼佑さんを不安にさせてるのよね……？」

「それは……いや、葵が悪いことなんてなにもない。俺が勝手に……」

「努力する」

「え？」

　葵はふうっと息を吐いて、それから蒼佑の顔を両手で包み込み、上を向かせた。

「私だって、あなたのことが好きで、大事にしたいと思っているんだから……不安にさせないように、頑張ってみる……恥ずかしいけど……」

「葵……」

　蒼佑の美しい瞳が、濡れたように輝く。

　そしてほどけるように、柔らかい笑顔になった。




「で……。葵ちゃん、毎朝これを見せつけられる俺の気持ちはどうなるの!?」

　それから十日後。

　朝一番、ナツメの悲痛な叫びがリビングルームに響き渡る。

　その声を聞いて葵は苦笑いしながら、「ご、ごめんね……」と眉を下げるしかない。

「本当は隣がよかったんだけどね。とりあえず俺の当面の憂いは減ったよ」

　そして蒼佑も、葵にネクタイを締めてもらいながら極上の笑顔を浮かべていた。

　なんと彼は、気がつけば葵とナツメが住むマンションの住人になっていた。

　彼曰く、『たまたま売りに出ていた』らしい。

　もともと分譲マンションなので、そういうこともあるかもしれないが、たまたま売りに出ていたからと言って、即購入、即引っ越しの蒼佑の行動力には、驚くしかない。

　そして、蒼佑を不安にさせないために努力すると言った手前、『毎朝、俺のネクタイを結んでほしい』という蒼佑のかわいいおねだりを断ることはできなかった。

　とういうわけで、蒼佑は毎朝ナツメと葵と三人で朝食を取り、葵にネクタイを結んでもらうことに、深く幸せを感じているらしい。

　先日感じたような陰りを、蒼佑から感じることはなくなっていた。

「はーっ……つら。まさか姉とその恋人のイチャイチャを、毎日見せつけられるようになるとは……つらーっ！　早く大人になりたいっ！」

　ナツメは深く嘆きながら、舞台役者のように大げさな身振り手振りで嘆きつつ、「んじゃ、いってきます」と、通学バッグを持って出ていった。

「あ、なっちゃん、いってらっしゃい！」

「いってらっしゃい。気をつけて」

　蒼佑はにこやかに手を振って、ナツメを見送ると、葵が締めてくれたネクタイに触れて、「ありがとう」と微笑む。

「もう……ネクタイなんて、自分でできるでしょ？」

「できるけど……でも葵にしてもらいたい」

　そして蒼佑は、葵の背中を抱き寄せ額にキスを落とした。

「そして夜は、君の手で、指で、このネクタイを緩めてもらいたい」

　色っぽい声でささやかれると、葵は赤面するしかない。

「もう……」

　だが仕方ない。葵は蒼佑のことを愛しているのだ。こうやって隙を見つけては葵に触れようとする彼をかわいいと思ってしまう。

「夏に長めの休みが取れそうなんだ。ご両親に会いに、ナツメくんと三人でオーストラリアに行こう。でその前に椎名先生のお墓参りにも行こう」

「うん」

　葵はうなずいて、そのまま蒼佑の背中に腕を回した。

　ではその前に、両親に手紙を書こう。

　再会した彼との間に起こった長い話を、うまく伝えられるだろうか。不安はゼロではないが、時間がかかっても理解してもらうつもりでいる。

　そしてきっと『時間がかかったもんだな』と、祖父も天国で笑ってくれるだろう。

　そう思うと夏が楽しみになった。







番外編・ｅｎｄ．










あとがき




　こんにちは、あさぎ千夜春です。

『ひざまずいて、愛を乞え』を手に取ってくださり、ありがとうございました。

　ヒーローである天野蒼佑はちょっぴり中身に問題がある執着系魔性男子なので、書いていたときは、楽しいのは自分だけでは？と少し不安でした。

　ですが最終的には、これくらい思われたら素敵かも、と感じていただけるような一冊になったのではないかと思います。楽しんでいただければ幸いです。

　そしてこれで仲良し三人組男子、最後の男のお話になります。

　去年の夏に発売された『だったら俺にすれば？』が、南条瑞樹のお話。

　そして今年初めに出た『誘惑前夜』が、弁護士の神尾閑のお話になります。

　三冊まとめて読んでいただけると、ちょっと楽しいかもしれないです。

　そしてなんと！

『だったら俺にすれば？』が、タイトルを『俺様御曹司と愛され契約結婚』と変えて、ベリーズコミックでコミカライズが始まっております。

　作画は三浦コズミ先生です。

　瑞樹はかっこいいし、玲奈はかわいいし、クスッと笑えるシーンも、ジーンとくるシーンもあって、原作が私ということをすっかり忘れて、ニコニコで楽しんでおります。

　ベリーズカフェのサイトですと一話無料で読めます。

　たくさんの電子書籍サイトで配信されておりますので、よかったらぜひ。




　春ですね。皆さんも、環境がいろいろ変わって、大変なこともあるかと思いますが、のんびりやっていきましょう。







あさぎ千ち夜よ春はる
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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